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    　俺は、闇が怖い。


    



    　子どもの頃からの話ではない。むしろ、幼少期には、俺は暗いところが好きだった。明るいところが嫌いだったというわけではないが、かくれんぼをするときに光の当たらない物陰に腰を落としてじっとしているのが意外に好きだった。肌に感じる涼しさ。手に触れる砂の湿っぽさ。たまに吹き込む風の動き。暗いところで目をつぶると感じられるそういったものを含めて、闇というものは俺にとってささやかな娯ご楽らくだった。


    　今は違う。俺は闇が怖い。


    　相も変わらず、今の俺はただ暗闇を見ていることしかできない。見渡す限り黒一色。いや、もはや見えていないのかもしれない。俺の視し覚かく器官であるカメラのレンズに墨すみが塗られていたとしても、俺はそれに気づくことはできない。もしかしたら、カメラが壊れてしまったのかもしれないが、仮にそうだとしても、それを察知することもできないだろう。


    　不安に駆られる。俺の体が携帯電話になりひと月くらい経つが、視界が闇に包まれるたびに、俺の知らない間にカメラが壊れてしまい、もう二度と何も見えなくなってしまったのではないかという、そんな不安にとりつかれてしまう。おそらく、俺がこれに慣れる時は永久に訪れないだろう。この不安が取り去られない限り、俺は闇に恐怖し続けるのだ。


    　救いなのは、ここがおそらく光みつ山やま冴さえ子このバッグかポケットの中であるということがわかっていることだ。冴子は、かつての俺と同じテニスサークルに所属している大学生だ。


    　冴子が乗っている電車が止まった。車内アナウンスが冴子の家の最も寄より駅の名前を告つげた。見たわけではないので断言はできないが、たぶん、冴子は電車を降りた。


    　冴子は今日はバイトをしていた。書店でレジを打ったり、棚の整理などをしているらしい。夕方四時から休きゆう憩けいなしで夜八時まで。電車に乗って帰宅するのは八時半頃になる。現在、時刻は八時二十四分だ。


    　冴子が電車を降りて数分経ち、俺の体はマナーモードで振動し始めた。瀧たき村むら亜あ矢やから電話がかかってきたのだ。冴子は歩きながら電話を──つまり、俺の体を──取り出した。俺はいくらか明るいところに引き出された。視界は暗い空と街灯と家並み。しばらく安定せずに揺れ動いた後、冴子の耳元というポジションで固定された。冴子が歩くのと同じ速度で、俺の視界もスクロールしていった。


    「冴子ー？　今大丈夫？　バイト終わった？」受話器のスピーカーから亜矢の声がした。


    「大丈夫だけど、どうかしたの？」


    「あのさ、突然なんだけどさ、明日のことで」


    「何かあったのー？」俺のすぐそばで冴子がきく。流れる黒髪が俺の体を撫なでていく。


    「いや、メール見た？　恵え利りが行けなくなったらしいんだよね、明日」


    「ああー、うん、見た見た！　残念だよね、ほんと」


    「うん。結局、冴子と京きよう子ことあたしの三人だけなんだよなあ」亜矢が悔しそうな声を上げた。


    「ちょっと寂しいよなあ」


    「でも、集まりが悪いのも仕方ないよね。クリスマスイブだもの」


    「だからこそじゃないか！」電話の向こうの声が一段と大きくなる。「だからこそ、我々のような乙女おとめたちは集つどってカラオケに繰り出すべきなのさ」


    「はいはい、わかったわよ、亜矢」


    「わかれば良い」


    「うふふ」と冴子が笑う。


    「ああ、そうそう。それでさ、恵利がいなくなったから、酒が解禁になったのさ」亜矢が楽しそうに言う。「正直、そこはちょっと嬉うれしいな」


    「本当に正直ねえ、亜矢は」


    「正直は美び徳とくなり」


    「はいはい」


    「ってなわけで、お酒入るモードになりますので、そこんとこよろしく頼むよ光山隊員、というお電話でした」


    「了りよう解かいでありまーす、瀧たき村むら軍ぐん曹そう」冴さえ子こが亜あ矢やに合わせておどけてみせる。隊員と軍曹ということは、亜矢のほうが冴子より格が上らしい。


    「あ、電車来たっぽい！　じゃあ、ごめんね。電話切るよ」と亜矢が慌あわてて言う。


    「あ、うん、わかったー。じゃあ明日ねー、ばいばーい」


    「おう。また明日ー」


    　そうして、光みつ山やま冴子と瀧村亜矢は会話をやめた。瀧村亜矢のほうが先に電話を切った。


    



    　俺──藪やぶ沢さわ大だい地ち──がなぜ光山冴子の携帯電話になっているのか。これを説明するには、話を少し戻す必要がある。俺が携帯電話になったのはひと月以上も前のことだが、そのあたりの経けい緯いは省はぶいて、一週間前の出来事からおさらいすることにしよう。


    



    　　　　＊


    



    　午後九時を過ぎていた。


    　車のドアを閉めるなり、マリア・ポイントナーは「この車、暑すぎない？」と言った。「設定温度は何度です？　下げてもらえないかしら」


    「あ、暑かったですか？　ごめんなさい。僕は寒がりなんです」男性の声が答えた。見ることはできないが、おそらく、この男が運転席でハンドルを握っているのだろう。


    「あらそうですの」マリアが男に言う。「それでしたら、結構です。今日は冷えますものね」


    「いやいや、僕はレディー・ファーストが主義ですから。室温を下げることくらい厭いといませんよ」


    「それはご親切に。どうもありがとう」


    「マイ・プレジャー」


    　男は気取って英語で言った。温度を調節したらしい。と言っても、俺は温度変化を感じることはできない。今の俺の肌は、人間と違いプラスチック製だ。少々寒いくらいの環境であれば平気なようにできている。鍛きたえ方が違うのだ。


    「でも、レディー・ファーストというのは考えものだわ。レディー・ファーストを心がける紳士と言えば、女性受けは良いかもしれないけど、ちょっと考えればわかるわよ。女性優位の思想は、男だん尊そん女じよ卑ひの思想と大差ないわ。なんで片側の性別だけを特別に優遇したりするのかしら？　性別よりも、もっと重視するべきものがあるのではなくて？」


    「おやおや。これは驚いたなあ。知り合いの男からはそんな意見を聞いたことがありますけど、女性からは初めてですよ」


    「それは、こんな意見を持つ女性が少ない、という意味かしら？」


    「僕の経験の範囲では」


    「ドクター・砂さ原はら、女性とこのような会話をする機会は多いのですか？」


    「うーん、そうか、そういえば、そもそも僕の人付き合いの範囲は狭すぎるもんな。サンプル数が少なすぎたか」


    「そういうことでしょう」


    　男の声から判断するに、彼はそこまで年をとっておらず、しかしマリアほど若くもない。二十代後半から三十代前半の男とみた。


    　マリアから事前に聞いた情報で、この男の名前はわかっている。


    　砂原知とも樹き。科学者。


    　脳のう外げ科か学を中心に、神経外科学、精神医学、認にん知ち心理学など、人間の脳を中心に研究している、とのこと。近年は人工知能の研究を進めているそうだ。とてつもなく高い能力を持っているが、学会では異い端たん児じ扱いされて、世せ間けん的な知名度は高くない。俺もマリアから聞くまでは名前を知らなかった（まあ、俺の場合、脳科学者の名前をひとりも挙げられないのだから、仮に有名でも知らなかっただろうけど）。本人も周囲に認められようとしていないため、それでいいらしい。


    　しかし、どのくらい優すぐれた研究者なのか、俺にはわからない。マリアに何度説明されても、俺には到底理解できなかった。とりあえず、マリアの褒ほめちぎり具合から、かなりの凄すご腕うでらしいということはわかった。


    「おやおや、褒めちぎられているのか」と砂原は言った。マリアに言ったわけではなく、俺の心の声に相あい槌づちを打ったのだ。俺の声を聞ける人間は少ないが、マリアや砂原は聞けるほうの人間だ。


    「事実を言ったまでですよ。ドクターの研究内容を客観的に説明しただけ。そうすると、自然に『世界で類を見ない』というような日本語が出てきたわけね」


    「光栄ですねえ。いろんな意味で」


    「色んな、ってどんな？」


    「レベルの高さを評価されるのは嬉うれしいし、類を見ない変わり者というのも嫌いじゃない」


    　砂原は他人の評価を気にしないという話ではなかったのか？　と俺は思った。


    「ミス・マリア・ポイントナーの評価は気になるさ」と砂原は俺に言った。「稀き代たいの天才魔術師一家の呼び声高い、ポイントナー家の次女。幼少期から才能を発揮し、魔術学校を飛び級で卒業。ちゃんとした記録がないため、誰にも確かなことは言えませんが、最年少記録だという噂うわさもあります。卒業後、いくつかの魔術装置を開発して、その権利から莫大な額を手にする。偉大なる魔術発明家、マリア・ポイントナー。現存する世界の財産として、後こう世せいに残すべき優先順位の十番以内に入ると思いますよ、僕は」


    「おだてるのがお上じよう手ず」とマリアが少し笑って答える。


    　事情はよくわからないが、マリアも砂原も、彼らの所属する世界の中ではそれなりに有名で、お互いにその力を認め合っているらしかった。


    　この車は砂さ原はらの車だ。ここには俺と砂原とマリアの他に、マリアの使用人の日本人ミエと、マリアのペットであるカブトムシのザムが乗っているはずだ。はずなのだが、声が一切聞こえない。寝ているのだろうか。


    「寝てないよ」とザムが言った。


    「わたくしも」とミエが小声で言う。


    「携帯電話くんは失礼な奴だなあ。ちょっと黙っていただけじゃないか。なのに、寝てるとは何さ」


    　ザムは憤いきどおりをあらわにしていた。


    「まあまあ、ザム。ダイチは見えていないんだから仕方がないでしょう？」


    　俺はマリアの手に握られていて、上のほうを向かされていた。車の天てん井じようしか見えないが、ときたまにマリアを垣かい間ま見みることができた。マリアはよそゆきと思われるレース付きの白い服を着ていた。服と肌の白さは、暗い車中でも認識できるほどだった。


    「へえ、名前はダイチくん、っていうのか」砂原がマリアの話を拾った。


    「ええ、藪やぶ沢さわ大だい地ち。本来なら現在二十歳はたちの男性。人間。あれ、十九だったかしら？」


    「若いのに、もったいないなあ、死んでしまうとは」


    　嫌なことを思い出させる人たちだ。俺はこの携帯電話になっていなければ、電車に轢ひかれてそのまま死んで、存在が消滅していたはずだったのだ。


    「でもでも、携帯電話くんはちゃんと生きているのさ。そして僕たちは友達なのさ」とザムが言った。


    「そうそう、確かに、みんな友達だ」と砂原が真ま面じ目めに返答する。


    　ザムの脈みやく絡らくのない軽口を余よ裕ゆうをもって受け入れるあたり、この男、人間ができているな、と思った。


    「どうもありがとう」と砂原は俺に言った。


    「砂原様、あとどのくらいで到着するのか伺うかがってもよろしいでしょうか？」とミエが質問した。


    「ああ、言ってませんでした。忘れてたな」


    　俺たちは砂原の私的な研究施設に向かっていた。適当な場所で待ち合わせて、そこからは砂原が車で連れて行くというプランが、そのとおりに進行している。


    　マリアは姉のエリス・ポイントナーと戦った結果、敗北し、館やかたから出て行くことになった。だからといって直ただちに生活に困るわけではない。適当なホテルに宿泊するだけのお金はもちろんあったし、しばらくは実際にそうしていた。ホテルで安あん静せいにして、マリアは戦闘の際に受けた傷を癒いやした。


    　しかし、ホテルの部屋では研究はできない。研究に必要な設備を確保するためには、それなりの広さと作業環境が必要らしかった。


    　結局、以前からメールで親しん交こうがあり、面会の約束をしていた砂さ原はらに相談したところ、彼は施設の一部を提供することを申し出た。砂原としても、研究者としてマリアを尊敬している節ふしがあったので、相談されたときは大喜びだったようだ。


    「その場にいなかったのに、ずいぶん詳しいなあ。そのとおりだよ、ダイチくん」と砂原が言った。


    　この話は例によってザムから聞いた。マリアはなかなか俺に情報を与えてくれないから、話好きのザムから仕入れるしかない。


    「ザムです」とザムが言う。


    「知ってるよ」と砂原は笑う。「あ、話を戻しましょう。研究所まで、だいたい三十分くらいですよ。タクシーでお越しいただいても良かったのですけど、ちょっとわかりにくい位置にありますので、お迎えにあがった次第です」


    「ご説明、ありがとうございます」とミエが頭を下げる。頭を下げるところを見たわけではないが、マリアの隣となりで何かが上下に動いた気配があったので、たぶんそうだろう。


    「ダイチ、正解」とマリアが楽しそうに言った。


    



    　砂原の予告どおり、三十分ほどして車は止まった。マリアは俺をどこかにしまい込んだらしく、俺は何も見えなくなった。車のドアが開いて閉まる音が聞こえた。


    「ようこそ」と砂原は言った。


    　しばらく黙った後で「素晴らしいわ」とマリアは言った。


    　何がどう素晴らしいのだろう？


    「携帯電話くん、説明しようか？　なかなかすごい眺めだよ。よくこんな建物が建ったもんだねえ。私し有ゆうとはちょっと信じられないかも」とザムが感想を述べる。これ以上ザムに説明を求めるとうざったいだろうなあ、と想像した。


    「何がどううざったいのだろう？」


    　ザムはふざけて俺の口調を真ま似ねした。


    「よし、携帯電話くんのために実じつ況きようをしてあげよう。この光景は説明してあげないとね」


    　また余計なことを。


    「良いんじゃない？　ザムの日本語の練習にもなるし」


    「そうですね。ザムくんはなかなか面おも白しろいしね。僕も、ザムくんがどんな風に外界を認識しているのか、興味がある」


    　マリアと砂原は揃そろって面倒な方向へ話を進めだした。ミエは相変わらず黙っている。


    「それじゃあ、実況、実況。えー、僕らは今、駐車場にいます。少し離れたところに研究所っぽい建物が見えてます。研究所のくせに結構お洒落しやれなデザインのつくりです。あ、ほら、携帯電話くんと初めて会った大学にさ、ガラス張りの建物があったでしょ？　あんな感じ。でね、それが離れたところにあって、僕たちの目の前には、なんと！　噴水があるんだよ。ライオンが口からじょぼじょぼ水吐いてるの」


    　なるほど、それは確かに驚くかもしれない、と俺は思った。国立公園でも、大統領邸てい宅たくでもなく、ここは砂さ原はらという一個人の私し有ゆう地ちなのだ。


    「ダイチ、ドクター・砂原を甘く見ちゃ駄目よ。有名でないというだけで、研究レベルはトップクラスなんだから。大金を払ってでもドクターからアドバイスを受けたい企業は実はかなり多いの。ドクターの研究内容を売れば、それはそれはすごいことになるのよ」とマリアが俺を諭さとすように言った。


    「ミス・ポイントナーほどではないですけどね」と砂原が言う。


    「またまた」


    　ところで、さっきからザムが実じつ況きようしてくれてるのは、ありがたいと言えばありがたいのだが、俺を取り出してカメラを建物のほうに向けてくれたほうが早いと思うのだが、何でそうしないんだ？


    「そうしてるわよ」とマリアは言った。


    　……何だって？


    「だから、あなたはきちんとそっちを向いてるの。ミエがあなたを手に持って、噴水のライオンに正せい対たいしています」


    　俺の目には何も映らない。


    　まさか、カメラが故障したのか？


    「単に暗いから見えないだけだと思うよ。夜だから」と砂原が言った。「研究所の明かりの光は遠くて小さいから、携帯電話のカメラでは拾えないんだね」


    　砂原がそう言うと不意に視界が明るくなった。明るすぎるくらいだ。今までの暗さが噓みたいに、今度は明るすぎて何も見えない。


    「今、ダイチくんの目の前、つまりカメラの前に僕の携帯電話の画面を押し付けたんだ。どうやら、カメラは正常に機能しているみたいだね」


    　砂原が携帯電話をしまい、再び光が失われた。とりあえず、カメラに異常はないらしい。砂原のおかげで安心できた。


    「ユア・ウェルカム」と砂原が言った。


    



    　その後、マリアたち一行は、砂原に案内されて建物の中に入った。建物の付近や内部はきちんと照明が機能しており、ミエが適度に俺を動かしたので、周囲をある程度見ることができた。にもかかわらず、ザムは実況をやめない。たぶん、実況すること自体が面おも白しろくなったのだろう。もはや、俺のためとかそういうことはどうでもいいのだ。


    「ドアは磨すりガラスだけど、こう見えてもたぶん強化ガラスなのでしょうね。とても大きなドアです。おっ、砂さ原はらさんがパネルに何かを入力するや否いなや、自動で開きました。玄関です。数十人分の靴が入りそうな、大きな黒い下げ駄た箱ばこがあります。その上には写真立てや砂時計やその他よくわからないオブジェ数点が飾られています。お洒落しやれです。そして、小こ綺ぎ麗れいな玄関を抜けると、そこは雪国でした」


    「え？　雪国？」とマリアが言う。


    「読書家だね、ザムくん」と砂原。


    「噓です。あ、砂原さん、どうもありがとう！　マリアが知らないことを知っているのって気分いいなあ。まあ、でも、その本ちゃんと読んだわけじゃないんだけどね」


    「むむむ」とマリアは言う。砂原の苦笑が聞こえた。


    「ええと、本当は雪国ではなく、すごーく長い廊ろう下かが左右に伸びています。何か、ドアがたくさんずらっと並んでて、静かでとっても怪しい雰ふん囲い気きです。研究所っぽくなってきました！」


    　ミエは俺を「すごーく長い廊下」の突き当たりに向けていた。なるほど、確かに遠い。全速力で雑ぞう巾きん掛けをしたら、スピードが出すぎて危ないだろうな、と思った。掃除の時間に、ひたすら猛スピードで雑巾掛けをした小学校時代をなぜか思い出した。


    「へえ」と砂原が感心したように言った。「僕が通った小学校には清掃員さんがいて、その人たちに任せ切りだったんだけど、ダイチくんのところはセルフサービスだったんだね。珍しいなあ」


    　珍しいなあ、という砂原の言葉が引っかかった。


    　たぶん、清掃員がいる小学校のほうが珍しいと思うのだが。


    「本当に？」砂原は、俺の視界の外でおそらく目を丸くしている。と思う。「ミス・ポイントナーはどうでした？」


    「覚えてないですねえ」とマリアは言った。


    　まだ十代のマリアが、小学校時代を覚えてないことはないだろうに、と俺は思った。もしかして、マリアは見た目だけ若くて、本当はもっと年食ってるとか？


    「だって、わたしが小学校に行った期間はひと月足らずよ？　すぐ飛び級しちゃったから」


    「うわあ、ちょっとちょっとお！　格が違うよお！」とザムが言う。まったくザムの言うとおりだ。


    「しかし、ダイチくん。レディーの年齢を知りたがるのは紳士じゃないな」と砂原が俺を諭さとした。まったく砂原の言うとおりだ。


    



    　マリアたちはエレベーターに乗り、三階の一室に通された。砂原はマリアにカードキーを渡し、マリアはそれをミエに預けたようだった。ミエは俺の体をポケットの中にしまい込む。カードをスロットに通し、ドアが開く音がした。


    「決して広くはありませんが」と砂さ原はらが切り出した。「生活に不自由することはないと思いますよ。ご婦人おふたりと、カブトムシが一匹と、携帯電話一台であれば」


    「問題ございませんわ」とマリアが言った。「本当にありがとうございます」


    「すごいよねえ。ここ、本当に研究施設？　ホテルとかじゃなくて？」ザムは驚いていた。実じつ況きようを忘れるほどすごいらしい。見られないのが残念だ。


    「ダイチ様には、あとでゆっくりとご覧に入れましょう」とミエが久々に言葉を喋しやべった。


    「気に入っていただけたのであれば、僕としても光栄です」砂原が優しく言った。「この部屋はあくまで居きよ住じゆうスペースです。お望みの研究設備は地下のほうに。三室ほど空くう室しつがありますので、そのうちのひとつを使ってください。魔術関連の機械は、こちらでは手に入らないものが多かったので、ミス・ポイントナーのほうで手配していただかないといけないのですけれど」


    「そんなこと、お気になさらず」とマリアは言った。「ああ、本当に助かりましたわ」


    「お役に立てて嬉うれしいです」


    「あ、お礼をしないといけませんね。メールで言っていた」


    　俺は事情をよく摑つかんでいないが、砂原がマリアに場所を用意するかわりに、砂原が欲しがっている何かをマリアがお返しとして提供するという約束だったらしい。


    「まだダイチくんには説明していないようですね？」


    「そのとおりです」マリアが答える。「ミエ、ちょっと貸しなさい」


    　ミエが「かしこまりました」と言い終わる前に、俺の視界は大きく揺らいだ。どうやら、マリアが俺の体を素早く奪い取るようにして受け取ったらしい。人扱いならぬ、携帯電話扱いの荒いやつだ。


    「ダイチ、元気？」


    　マリアは俺の目の前で笑顔を作った。


    　元気かどうかなど、わざわざ質問しなくてもわかっているだろうに、と俺は思った。


    「携帯電話くんの言うとおりだね」とザムが言う。


    「異状はないようね」


    　マリアがそう言うと、彼女の顔は俺の視界から消え、かわりに男の顔が現れた。少し離れたところに立っているらしい。俺よりも上の位置から眺めるようにして見ていた。彼は少しだけ頭を下げた。


    「ダイチ、この方がドクター・砂原知とも樹きよ」


    「改めまして、砂原です。ダイチくん、どうぞよろしく。あ、ダイチくんで良かったかな？　藪やぶ沢さわくんと呼んだほうが良いのであれば、そうするけど」


    　砂原知樹は俺が考えていたように、三十歳前後に見えた。頭は短い黒髪。髭ひげやニキビがひとつもない、ギリシャ彫刻みたいな肌をしていた。目は笑っているように細い。笑っているのか地なのかは判断できない。


    　彼は薄い色のスーツを身に着けていた。ネクタイはしていない。コートをたたんで手に持っていた。シャツは洗いたてみたいな白さだった。画が素そ数が少ないカメラでも見て取れるほどの、明るい白だ。


    「君もなかなかの白さだよ、ダイチくん」と砂さ原はらは言った。俺のボディは白いらしい。よく知らないけど。


    　さっき、彼は俺に呼び方について尋たずねた。


    　別にどっちでも良い、と俺は思った。


    「では、ミス・ポイントナーに倣ならってダイチくんにしよう」


    「砂さ原はらさん、僕に倣って携帯電話くんにしようとは思わないんだね」とザムが寂しげに呟つぶやいた。


    「いや、それはザムくんの専せん売ばい特とつ許きよだろうと思ってね」


    「せんばいとっきょ、って何ですか？　人の名前？」とザムがきいた。


    「話を戻すわよ」マリアは冷静だ。「ダイチ、あなたをしばらくドクターにお貸しすることにしたから」


    　……何だって？


    「だから、少しの間、ドクター・砂原にあなたを預けるの。ドクターはあなたに興味があるみたいだから」


    「そういうわけだから、ダイチくん、よろしくね」と砂原が言った。俺の視界の中で、彼は変わらず笑顔だ。
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    　なるほど。俺は彼らの決定に抵抗することはできないし、そもそも、口を出すつもりはない。どこにいようとも、俺の行動範囲に大差はないし、砂さ原はらは俺に危害を加えるようなことはしないだろう。


    　しかし、何でまた俺なんかを？　と思う。砂原は、何で俺なんかに興味を持つんだ？　そして、マリアはどうして実験サンプルである俺をそう簡単に貸し出すんだ？


    「ダイチくん、どうやら君には自覚が足りないみたいだ」と砂原は言った。表情は変わらないが、やれやれ、といった感じで首を振っている。


    「君はいくつかの意味で世界初の存在なんだよ。意識を別のものに移し替えられるだけであれば、前例は数え切れないほどあるけど、電子媒ばい体たいに複製を保存された人間は、過去にいないんだよ。興味を持たないほうがおかしい」


    「わたしとしても、ドクターに預けておいて、ドクターが何かに気がついたら、それはそのまま研究に役立つもの。双そう方ほうにとって有益な取引なのよ」


    　砂原の説明の後で、マリアが補足した。


    　そうか、共同研究ってやつか。


    「そういうこと」とマリアと砂原が同時に言った。


    　なるほど、事情は理解できたと思う。俺としては、その取引に関して、特に不満や異論はない。あったとしても、どうしようもない。


    「そう」とマリアが言った。俺の視界の外だ。


    　しかし、「少しの間」というのは具体的にはどれくらいのことなんだろうか。


    「長くて一週間。短ければ今日か明日中だね」と砂原が言った。「基本的に、僕の知的好奇心が満足するまで。ただし、ミス・ポイントナーの研究の邪じや魔まにならないよう、最長で一週間というルールを自分で決めた。期間はどれだけ長くても良い、と言われたけど、さすがに遠えん慮りよしたよ」


    「ドクターは大変謙けん虚きよで遠慮深い方ですね」とマリアは言った。「わたしには、他にも研究対象がいくつかありますから、本当に良かったんですよ？」


    「いやいや、僕もこの研究は早く進めてもらいたいですから、できる限り手て短みじかに済ませたいと思います」


    　砂原は頭を下げた。


    　視界が動き、今度はマリアの顔が映った。俺の体は、マリアから砂原に手渡されたらしい。


    「しばしの別れだね、携帯電話くん」とザムが言った。彼はマリアの右肩の上に乗っていた。


    　俺はすとんと落下した。視界が突然消えた。砂原のポケットに入れられたらしい。まったく。ポケットに入れるのは構わないが、予告してからにしてほしいものだ。


    　俺は、闇が怖い。


    



    　そして俺はマリアたちから引き離された。砂さ原はらは俺をポケットに入れたまま「それでは、もう遅いですし。今日はこれで」と言って、その場を後にした。


    「今後よろしくお願いします」とマリアが言った。


    　たぶん、マリアとミエはお辞じ儀ぎをしているのだろうな、と思った。そして、ザムは何もしていないだろうな、とも思った。


    　数分して、砂原は自分の部屋に入ったようだ。


    「少し待っていてくれ。風呂に入るから」と彼は言った。俺はポケットから取り出されて、充電器にセットされた。部屋の壁を背にして、俺は立たされた。砂原はちゃんと充電器を用意していたんだな。まあ、考えてみれば当たり前のことか。


    　砂原がいなくなり、俺は部屋を眺めていた。


    　テーブルの上に置かれているらしく、視界の下部は木目調のデスクの色で占しめられていた。


    　向かい側の壁かべ際ぎわに、天てん井じようまで届く高さの本棚があった。焦しよう点てんを調節して背表紙を見てみる。てっきり、お堅い学術書ばかりだと思っていたが、予想に反し、どうやらほとんどが小説の本らしい。


    　視界の下部がデスク、左半分が本棚で、右半分は壁だった。壁には額がく縁ぶちが掛けられていた。絵画のようだが、一部しか見ることができないため、何の絵なのかはわからない。しかし、どうやら、絵具ではなく鉛筆で描かれているらしいとわかる。砂原が描いたのだろうか。それとも、誰かに描かせたのだろうか。


    　部屋の全体を見渡すことはできない。左右の死角が大きすぎる。だが、おそらく相当な広さがあるのだろうな、と想像した。なにしろ、この施設の主、砂原知とも樹きの自室だ。聞いた限りでは相当なお金持ちらしい。


    　しかし、マリアから前もって聞いていた情報から思い描いた姿とは、ずいぶん違っていて驚いた。もっと偏へん屈くつで、研究以外のことを考えない学者肌で、世せ間けん知らずの中年男をイメージしていた。ところが現れたのは爽さわやか系の若い紳士で、建物はお洒落しやれで、あかぬけている。


    「お褒ほめの言葉、どうもありがとう」と砂原が言った。風呂から上がったようだ。午後十一時を回ったところだった。


    「君が思ってるほど、立派なものではないと思うけどね。お金が余ったから、綺き麗れいなものや面おも白しろそうなものを並べているだけなんだ」


    　お金が余ったから、とさらりと言うところがすごいな。しかも、砂原の言葉には嫌いやみったらしさの欠片かけらもなかった。単純な自己分析を述べただけで、そこには感情らしきものはほとんどない。


    「ちょっと個人的な話は横に置いておいても良いかな。あまり褒められると照れくさいし、それに」砂原の顔が俺の視界に現れた。「ちょっと僕の研究の話をしたいからね。君に」


    　言われてみれば、砂さ原はらは自分の研究のために俺をマリアから借りたのだった。どうやらこれは彼の道どう楽らくの一部ではないらしい。今から彼は、楽しい話ではなく真ま面じ目めな話をしようとしている。


    「そう言われると、若じやつ干かん違和感があるなあ」砂原は俺の視界の中で頭を搔かいた。「確かに今から僕は真面目な話をしようとしている。でも、これは僕にとって楽しい話でもあるんだ。だって、そうだろう？　研究って楽しいじゃないか？」


    　同意を求められても困るんだが。


    「何が困るんだい、ダイチくん？」


    　だって、俺は数学を受験せずに経済学部に入学した、文系の学生なんだぜ？　理系の研究をしたことはない。研究が楽しいかどうかなんて、俺にわかるわけがないだろうに。仮に俺が理系でも、楽しさなんて人それぞれだろう。


    「あー、そういうものかなあ。研究って、僕にとっては楽しいものの代名詞みたいなものなんだけど」


    　ふうん、そうなのか、と俺は思った。それ以上に特に感想はない。主義信条は、その人の自由だ。


    　砂原は口をつぐんだ。どこか不ふ機き嫌げんそうに見える。俺の同意が得られないのが、どうやら気に入らないらしい。彼は横を向いて俺の視界から去った。


    　少し離れたところで物音がした。当初は何の音かわからなかったが、液体が何かに注がれているのが聞こえたので、さっきのは冷蔵庫を開けた音だったのだとわかった。


    「なかなかの洞どう察さつ力りよくだね、ダイチくん」と言いながら砂原は戻ってきた。表情からは特に怒いかりは見て取れない。不機嫌に見えたのは気のせいだったのだろうか。


    「携帯電話になって少し経ったことで、ダイチくんもその環境に慣れてきたのかな。外界の出来事に関して、前もって推測したり、後から遡さかのぼって理解するのが非常にうまい。人間だったときから元々そんな風だったのか、あるいは、携帯電話になってから身についたものなのかは、ちょっとわからないけど。あ、そうか。そういうテーマの研究も興味深いな」


    　砂原はグラスを俺の目の前に置いた。俺のカメラの性能を信用するなら、グラスの中の液体は無色透明のようだった。水だろうか。それとも、酒だろうか。


    「乾杯」と言って、砂原はグラスを俺のカメラに近づけ、軽く俺の体に当てた。視界が一瞬揺れて、止まった。「水だけどね」と砂原は言った。


    「さっきの話だけど、これはダイチくんが人間だったときにテニスをしていたことも関係しているのかもしれないな。相手の次のプレイを読んで動き出すというのが習慣化している。あるいは、音とボールの動きから、相手がどんな打ち方をしたのかを瞬時に判断できている。そういうことかもしれない」


    　言われてみれば、そんなことを考えながらプレイしていたのかもしれない。そこまで意識的にやっているわけではないが、一瞬一瞬の思考を拾っていけば、そういうところに行き着くのかもな。


    　俺はサークルの先輩の篠しの塚づかさんを思い出した。


    



    　二年上の先輩で、俺が入学してサークルに入ったときに、篠塚さんは三年生で部長だった。入部後しばらくして、同期の中で誰と誰が強いのかが徐々に判明してきた。俺は、どうやら「なかなか強いやつ」と分類されたみたいだし、俺もそれを自覚していた。ある日、練習中に篠塚さんが「藪やぶ沢さわ大だい地ち」と呼んだ。関西弁のイントネーションで名前を呼ばれたのは初めてだった。


    「ちょっと打たへんか、俺と」


    　篠塚さんは薄い眼鏡めがね越しに、にっこりと笑っていた。


    「よ、喜んで」と俺は答えた。


    　そうして、俺と篠塚さんの初対決が始まった。しかし、それは対決というレベルではなかった。篠塚さんは、俺と勝負するためではなく、俺のレベルを確かめるために声をかけたのだった。最初から勝負になっていない。俺が渾こん身しんの力を乗せ、普通の選手なら絶対に追いつけないコースへ放った打球に、篠塚さんは追いつくどころか、まるで最初からそこで待っていたかのように、余よ裕ゆうをもって打ち返してきた。


    　篠塚さんはずっと、俺からポイントを奪おうとはせずに、俺の打ちやすいところに打ち返してきた。だから、俺がポイントを取らなければおかしいのだ。しかし、俺が得たポイントは、篠塚さんの打球がわずかに逸それてアウトになったときだけで、俺はスタミナ切れによってその倍以上のポイントを失った。


    「よし。この辺にしとこ」


    　篠塚さんがそう言ったとき、彼はまったく疲れた様子を見せていなかった。俺には「ありがとうございました」と言うだけの体力しか残っていなかったというのに。俺はコートから出るや否いなや、しゃがみ込んで休んだ。


    　あのときはこんなことを考える余裕はなかったが、後になって、篠塚さんは相手選手の動作を観察しながら試合を進めているのだと気づいた。筋肉の緊張、視線の動き、テイクバックするラケットの角度。そんな些さ細さいな事柄から、対戦相手が次に何をしようとしているのかを予測する。予測したら、相手が動くよりも先に自分が動く。先回りして待っていれば体力を消しよう耗もうすることもないし、ミスの確率も減る。


    　言うのは簡単だが、実じつ践せんするのは難しい。持って回った言い方をするならば、ラクダが針の穴を通るよりも難しい。端たん的てきに言うならば、凡ぼん人じんには不可能だ。


    　俺も一度、篠塚さんの真ま似ねをして、相手の行動を予測しながらプレイしてみようと思ったことがある。しかし、その結果は惨さん憺たんたるものだった。相手の動きを意識すると、ボールへの注意が疎おろそかになる。しかも、相手の次の一打なんて、簡単に言い当てられるものではない。実力不足なのに高度なことをやろうとすると、すべてが中途半はん端ぱになる。テニスだけでなく、あらゆる分野において共通する真実ではないだろうか。


    　そんな、難度の極めて高いことを、篠しの塚づかさんは簡単そうにやってのけている。プロ選手でもないのに、篠塚さんは複数の対象をどうやって同時に認識しているのだろうか。どうやって瞬時に相手の動きを予測しているのだろうか。彼の頭の中を見てみたいものだ、と俺は思っていた。


    



    「そう。そこだよ、ダイチくん」砂さ原はらの言葉で、俺は我われに返った。視界の真正面で、砂原が真ま面じ目めな顔してこっちを見ていた。……それで、いったい何が「そこ」なんだ？


    「頭の中を見てみたい、って言っただろう？　僕も昔、同じことを思ったのさ」砂原は穏やかに言った。


    「きっかけは君と似ている。スポーツじゃないけどね。僕のきっかけについて話し出すと長くなりそうだからやめておくけど、僕の身近にも、いったい何でこんなことができるんだ、本当に同じ人間なのか、って思ってしまうほどの力を持った人がいてね、その人の頭の中を見てみたいと思ったのさ。僕が脳関係の研究をしているのは、そのためだよ。研究してれば、他人の頭の中が見られるだろ？」


    　頭の中を見てみたい、というのは、比ひ[image: ]ゆというか慣かん用よう句くというか、何にしろ、ただ日本語の言葉の上でのみ成立するものだと思っていた。しかし、目の前のこの男は、本当の本当に実現させようとしたらしかった。すげえな。


    「それほどでも」と砂原は言った。


    「わかるかな？　僕はその人の頭の中に興味を持った。だから、研究の道に入った。いくら研究しても、その人がどうしてとんでもない力を持っていたのかはわからなかったけど、研究しているうちに、他にも色々と興味深いテーマに出合ったんだ。楽しかったなあ。と言うか、実は今でも楽しい。だから、僕にとって、研究は真面目なものでもあり、楽しいものでもあるんだ」


    　ああ、そうか。そういう話だったか。砂原が「研究は楽しい」と主張していたのを俺は思い出した。話が脱線すると、元の話を忘れてしまうのが俺の悪い癖くせだ。


    「頭の中を見れているか否いなかという意味では、この状じよう況きようは今までで最もそれに近い、つまり、最も『見れている』状況だね。何しろ、ダイチくんの内ない言げん語ごが可か聴ちよう化かされているのだから、これは画かつ期き的だ」と砂原は言った。「さて、本題に入ろう」


    　視界が急に揺らいだ。俺は充電器から引き離された。砂原が俺を手に取ったようだ。服装が一瞬だけ見えた。風呂上がりだというのにワイシャツだった。そして、視界は真っ白になった。壁か天てん井じようを向いているようだが、そのどちらなのかは不明だ。まあ、大差はないな。


    「僕が君をミス・マリア・ポイントナーから借りたのは、君のことを知るためだ。まずは、ダイチくんの体、つまり、この携帯電話本体について。君の記憶や感情を維持するために、どんな魔術がどれだけ使われているのか。特別な部品がどの程度使われているのか。内部構造はどうなっているのか。その他もろもろ。そして、本体だけではなく、ダイチくん自身についても知りたい。藪やぶ沢さわ大だい地ちくんとしての記憶が、どれだけ完全に移い植しよくされているのか。あるいは、されていないのか。人間でなくなったことで、外界からの刺激に対する反応はどう変わったのか。身体機能の反射は残っているのかどうか。こんなところかな」


    　彼は長い台詞せりふを一度も嚙むことなく言い終えた。台本を持って練習でもしたんじゃないかと思った。


    　しかし、熱意は大変結構なのだが、残念ながら砂さ原はらの願いは叶かなわない。なぜなら、俺はマリアの防御魔術とやらで守られているからだ。


    　重要な実験のサンプルである（らしい）俺が、悪意ある人間の故意や事故によって破壊されないように、マリアは俺に魔術を行こう使しした。この魔術が働いている限りは、俺は破壊されないばかりか、表面に傷のひとつもつかないとのことだった。その効果は実証済みだ。俺は成人女性に全体重を乗せて勢い良く踏みつけられたことがある。正直、目の前にマリアの姉のエリスの靴底が迫ってきたとき、俺は終わったな、と思った。しかし俺は、踏まれてもなお頑がん健けんに、機能と形状を維持していた。


    　だから、砂原が俺の体を分解しようと思っても、マリアの魔術に阻はばまれるはずだ。マリアに話をつけない限りは、俺の内部構造を見ることなどできないのだ。


    「知ってるよ」と砂原はさらりと言った。「君に魔術がかかっていることは知っていたし、その魔術を解くようにミス・ポイントナーに頼んではいないから、その効力はまだ持続している。でもね、それでも君の内部を見る方法はあるのさ」


    　砂原の自信に満ちた口ぶりから察するに、もしかすると、砂原はマリアの魔術を無効化することができるのかもしれないと思った。だとしたら確かに話は早い。


    「残念ながら、それは違う」砂原は俺の視界の外から言う。俺の近くでごそごそと何かを動かしている気配を感じる。「僕の専門は科学だけど、非科学的なものの代表格である魔術にも手を染めている。手を染めているというよりは、生まれつき魔術が使える人間だっただけなんだけど。まあ、それはともかく、僕が言いたいのは、両方とも知っているだけに中途半はん端ぱなレベルなんだってこと。科学のほうはわりと得意なんだけど、魔術のほうは本当にお話にならないレベルでね。名門ポイントナー家の魔術師の術をどうこうしようなんて、おこがましい限りさ」


    　だったら、どうしてそんなに自信満々なんだよ。何か秘ひ策さくがあるようにしか思えないのだが、いったい何をしようとしているのか。俺には見当もつかなかった。


    「今から君の電源を切る」と砂原は言った。


    　もしかして砂原は、電源が切られている間はマリアの魔術の効力も消えるとでも考えているのだろうか。そんなわけないだろ。電源オフのときに隙すきだらけになる防御魔術なんて、あの完かん璧ぺき主義者のマリアが使うわけないだろう。事実、俺はエリスに電源を切られている間に、様々な方法で破壊されそうになったらしいが、それでもこうして生せい還かんしたのだ。


    「それもわかってるさ」と砂さ原はらは言う。俺のカメラをのぞき込む。影になって暗い。「しばらくしたら、また会おう」


    　俺は意識を失った。電源を切られたのだ。午後十一時半を過ぎていた。


    



    　次に俺が意識を取り戻したのは、なんと一週間後だった。どうやら仰向けにされているらしく、砂原は俺を上から見下ろしている。


    　砂原の言う「しばらく」は一週間を意味していたらしい。むろん、俺の内部の時計を操作されていなければ、だが。これをいじられてしまうと、俺は困る。まあ、搭とう載さいされているテレビ機能を使えば、正確な日付と時刻はわかるわけだが。


    「時計をいじってなんかないよ。保証しよう。現在時刻は十二月二十三日、午前零れい時五十二分だ。まあ、一、二分くらいの誤差はあるかもしれないけど」と砂原がこっちを見て言った。


    　誤差を気にするあたり、慎しん重ちような保証だな。携帯電話に内蔵される時計も全部電波時計になればいいのに、と俺は思った。


    「あ、それ僕も思う」


    　意見が合ったな。


    「あと、パソコンにも入れてほしいよね、電波時計。たまに、数分だけ時計がずれたパソコンからメールが送られてきて、メールボックスの受信時刻の表示がすごく気持ち悪くなるんだ」


    　その経験は俺にはないな。ないが、まあ、何となく気持ちはわかる。


    「電波時計、いいよなあ。あとでメーカーに要望しておこう。でも、僕たちが知らないだけで、もうすでに開発されているのかもしれないね」


    　さて、俺は砂原の個室のテーブルの上で、充電器に挿さし込まれている。これは電源を切られる前と同じ状態だ。果たして、俺はこの状態で何事もなく一週間を過ごしたのだろうか。あるいは、俺が想像だにしないような魔術や科学検査を砂原が行い、俺の内部構造とやらが調べ尽くされたのだろうか。


    「そのような、そうでないような」と砂原は言った。「しかし、何も起きていないかと言うと、決してそんなことはない。ついさっき、ダイチくんの周りで大きな変化が起きた。それによって、君のことは大体わかった」


    　何だ何だ？　魔術を解いていないのに、俺の内部を見られるのか？　まさか、砂原は透とう視しでもしたのか？


    「いやいや、透視なんてできないよ。魔術師でも透視できる人間は少ないんだ。滅めつ多たにいない。ああ、ミス・ポイントナーのお連れの方、ミエさんといったかな？　彼女は遠えん隔かく透視ができるみたいだけどね。揃そろいも揃って稀け有うな才能だよ」


    　透視ができないとしたら、俺の体の中を見ることはできまい。


    「違うんだ、ダイチくん。魔術を解く必要もないし、透視なんてできなくてもいいんだ。なぜなら、ダイチくんは別の体、魔術がかかっていない体になったんだから」


    　もうそろそろ俺の脳のキャパシティが辛つらくなってきたぞ。砂さ原はらが何を言っているのか、さっぱりわからない。ひねくれた友達から、意地悪クイズを出されたときのようなもどかしさだ。隔かつ靴か搔そう痒よう、ここに極まれり。


    「ははは、ごめんごめん。説明するよ」


    　砂原は軽く笑っていた。魔術師たちは、軽く笑いながら大事なことを言う。その法則を俺はこのとき思い知った。砂原は手に白い携帯電話を持っていた。


    「実は君の頭脳をコピーさせてもらったんだ。ミス・ポイントナーから借りた携帯電話はこれ。まだ電源を切ってある。君はたった今、僕の手によってコピーされた、新しい携帯電話なんだ」


    　携帯電話のストラップが砂原の指に掛かって、くるくると揺れている。


    



    　……。


    　あー、えーと。どうリアクションしたら良いものやら。


    　つまり、今俺の視界の中で揺れている携帯電話が、さっきまでの俺の体で、俺は複製されて、別の体の中にいる、ということなのか？


    「そういうこと」　砂原は手首を返して携帯電話をキャッチした。「理解が早いな。さすがは、一度同じことを体験しただけのことはある」


    　言われてみれば、俺の内部構造はがらりと変えられていた。時計の文字盤も、データのフォルダの位置も前とは違う。格納されているデータにいたっては、ほとんどゼロだ。アドレス帳には元から俺が持っていたリストがそのまま残っていたが、写真や送受信の履り歴れきは消されている。マリアが俺を移し替えたときは、そのまま持ち出せたのだが。


    「あ、そのほうが良かった？」と砂原がきく。


    　いや、そこまでこだわるわけじゃないが、暇ひまつぶしの材料になるので、あれば助かる。と言っても、もう何度も見て飽あきたと言えば飽きた。他にやることもないので、自分の内部のほとんどのデータは繰り返して見てしまっているのだ。


    「そっか。ならいいかな、このままで」と砂原は言った。


    「さて。これで君は二回目のコピーを経験したことになる。あ、このコピーについては、こっちの彼、つまり、今電源を切ってあるほうのダイチくんはまったく知らない。ミス・ポイントナーも、おそらく気づかない。僕が君をコピーしたことを知っているのは、君と僕のふたりだけなのさ」


    　つい数週間前、俺はほぼ同じことをマリアから言われた。俺は複製されたデータ。人間ではない、と。


    　そのときはかなりショックを受けたのだが、今回は不思議と平静だった。二回目だということもあるし、そもそも、今の俺は最初からデータだったのだから、まあ、大差あるまい。


    　俺にとって、人間という存在、俺という存在はそんな軽いものになってしまっていた。どちらかというと、そっちのほうがショックだ。


    「なるほど。面おも白しろい視点だ」砂さ原はらは顎あごに手を当てた。そして「だけどね」と言いながら逆の手の人差し指を立てて講義を始める。


    「人間の存在はもともとそんなに重いものじゃなかったのかもしれないよ？　多くの人は、『人の命は地球よりも重い』って信じているみたいだけど、どうかな。僕はいつも思うんだけどさ、ちょっとおかしいよね。地球を軽く見すぎじゃない？　地球に失礼だよ」


    　そういう考え方をする人に会ったのは初めてだ。なるほど、言われてみればそうかもしれない、と納得しそうになる。ところで、地球の重量って何トンだっけ？


    「さあ？」と砂原が両手を広げた。


    「でも、完全に納得しないあたり、ダイチくんも慎しん重ちようだな」と砂原は笑う。「話を戻そうか。だから、元から人間の存在が軽いものだったとしたら、ダイチくんがさっき感じた『自分という存在』についての認識は正しいということになる。実際、僕も間違ってないと思う。もちろん、間違っていると感じる人は多いけどね。ダイチくんも今はそうだろ？　でも、ミス・ポイントナーの技術が完成して実用化されれば、社会の意識は変わると思うよ。今度は『人間の存在は軽いものなんだ』と考える人が多数派になると思う。いや、そもそも、そんなことを考える人はいないかもね。新技術に驚くばかりで、考えるまでもなく、いつの間にか価値観が変えられてしまう、と言うのが的確かも」


    　ちょっと待てよ。


    　人間は、自分たちの意思と努力をもってして、正しい方向に少しずつ進んでいくものなんじゃないのか？　そうあるべきなんじゃないのか？　いつの間にか変わっていたなんて、ただ流されているだけじゃないか。そんなことでいいのか人類。


    「人間ってそんなものだよ」と砂原が言う。


    「僕やミス・ポイントナーの研究がどれだけ社会全体の意識を変化させるかは不確定だ。でも、どうだっていいんだ。ただ、僕の予想としては、さっきも言ったように、人間は簡単にコピーできるというのが当たり前の考えとして定着すると思う。道どう徳とく的にどうなのか知らないけど、そのほうが便利だからね。人間は便利で楽なほうに流れる。あ、これはあくまで僕個人の予想で、願望でも何でもないし、その変化が善ぜんなのか悪なのかも知らないけどね」


    　確か、マリアはその変化が善だと信じ切っていた。マリアが俺に話した台詞せりふを、思い返す。携帯電話としてのメモリの中には当然ない。俺自身が思い出さなければならない。「才能ある人間が、いつまでも力を発揮する素晴らしい世界」と言ってたかな。言葉は曖あい昧まいにしか覚えていないが、そのときのマリアの嬉うれしそうな表情ははっきりと覚えている。


    　それに比べて、砂さ原はらはドライだと思った。楽しそうではあるが、マリアほど嬉しそうな顔ではない。善ぜん悪あくに関して頓とん着ちやくがないというか、興味がないようにも見える。


    「そうそう。僕はそんなのに興味はないんだよ。ミス・ポイントナーも、そこまで興味があるわけじゃないと思う。ただ研究がしたいだけなのさ。彼女はその理由付けとして、その研究の善性を信じ込んでいる。そして僕は」砂原が苦笑した。「理由がなくても動く」


    　砂原が俺の視界から消えた。また水を汲くみに行ったらしい。そんなに喉のどが渇くのか。酒は飲まないのだろうか。


    「飲めるけど、今は研究中だからね」と言いながら砂原は俺の視界の中に戻ってきた。


    「何の話だっけ？　あ、そうそう、君の内部についての話をしようと思ったら、どんどん話が脱線しちゃったね。ごめんごめん。さて、じゃあ、その話にしよう」


    　砂原はコップから一口飲んだ。


    「ダイチくんを、つまり、複製されたほうの君を、という意味だけど、複製したときに大体の構造を把は握あくできた。特殊な部品はまったく使われていなかった。複製の際にかなりの量の魔力が要求されるけど、維持するのに魔力はほとんど必要ない。本当に、電子部品とほんのわずかな魔力のみで君の記憶は保たもたれているんだ。わかっていたつもりだけど、改めて目まの当あたりにすると、ミス・ポイントナーの仕事のレベルの高さを実感するね」


    　砂原は若じやつ干かん興奮気味に話している。こいつ、本当に研究が好きなんだな。理由もなく動く、と言ったのは噓ではないらしい。真ま面じ目めでもあり楽しい話でもある、と言うのも間違いではないらしい。こいつは、本当に楽しんでいる。


    「しかし、複製するためにはかなり面倒なプロセスを踏まなければならない。データ量が膨ぼう大だいで、時間がかかる。できることなら、もう少し数を揃そろえて対照実験に使いたかったんだけど、すぐには無理らしい」


    　それはお気の毒に、と思った。そして、少し安心した。そんなに簡単に俺という存在が増えては困る。何に困るのかときかれると答えに窮きゆうするのだが、とにかく、困る。精神衛生上良くない。


    　砂原はしばし黙もつ考こうしてから話を続ける。顔には笑みを湛たたえているが、何か迷っているような素そ振ぶりにも見える。


    「オリジナル、つまり、元々ミス・ポイントナーが持っていた携帯電話は、きちんと返さないといけない。だから、僕が自由にすることができるダイチくんは、今のところ君ひとりしかいない。ひとりしかいないのだから、本当は手元に置いて、じっくりと腰を据すえて実験に取り掛かるべきなんだ。そうしたい自分もいるのは間違いない。でもね、それ以上にやってみたいことがあるんだ。うん」


    　どうやら、砂原は自分が考えたふたつの案に板いた挟ばさみになって迷っているらしい。ひとつは、俺をそばに置いて観察するというもの。そして、もうひとつは。


    「実は、君をしばらくの間だけ外に出してやりたい、外に出していろんなことを見聞きさせたい、そして、その上で君を回収したいと思ってるんだよ。あ、外というのは、携帯電話の外じゃなくて、この施設の外って意味ね。ダイチくんは、ここしばらくミス・ポイントナーの館やかたに閉じこもりきりだっただろう？　まあ、ザムくんのような楽しい話し相手にくわえて、頭脳明めい晰せきな美女がふたりもいるのだから、それはそれで決して退たい屈くつはしないだろうけど、人体や精密機械の研究にも、魔術にも精せい通つうしていないダイチくんとしては多少肩が凝こる環境かもしれない。というか、肩が凝ってるな、というのが見ていてわかる。この施設の中もほぼ同じと思ってくれていい。だから、君に少し外を見せてやりたい。外を見せた上で、ダイチくんにインプットされたものを分析してみたいんだ」


    　何だか意図が正直よくわからんが、要するに、俺を別の環境に移したいということだろうか。環境にもよるが、そうしてもらえると助かるかもしれない。砂さ原はらの言うとおり、マリアの話す言葉の何割かは高度な専門用語なのだ。俺には魔術用語なのか理系の技術用語なのかすら区別ができないほどだ。わからないことについては特に不満はないが、心安らかな場所とは言えない。


    「だろう？　良かった。ダイチくんもそう思ってくれているのなら、話は早い。少し早いけど、君へのクリスマスプレゼントだ」


    　しかし、砂原は重要なことをまだ言っていない。俺をどこに持って行くつもりだ？　まさか、南極のでかい氷の上とか、名前のとおりにサハラ砂漠とかに置き去りにするつもりじゃないだろうな？


    「場所については心配しなくても大丈夫だよ。ちゃんと日本だし、むしろ、ダイチくんの希望を聞き入れるつもりだから」


    　希望と言われてもな。まったく思い浮かばないのだが。東とう京きようタワーの上とか、スポーツ会場の見晴らしの良いところとか、自然の綺き麗れいなところとかいう答えで良いのだろうか。


    「ああ、そうか。ごめんごめん。説明が悪かったね」砂原は頭を搔かいた。「どこかに固定して設置されると思ってたんだね？　違うんだ。そういう方法じゃなくてね、誰かの携帯電話に、ダイチくんというデータを転送する形なんだよ。もう転送する方法もわかったからね。本当に簡単だ。ただ、相手側のメールアドレスがわからないと駄目なんだ。だから、芸能人の誰々さんの携帯に送るというのは不可能。逆に言えば、君がメールアドレスを覚えている人であれば、誰でも良いよ」


    　俺は砂原の言葉を頭の中で反はん芻すうした。


    　誰でも良い？


    　メールアドレスさえわかれば？


    　俺が他人の携帯電話の中に入るってことか？


    「そういうこと」と砂さ原はらは言う。「嫌かい？」


    　それは、他人の生活をのぞき見ることになるんじゃないのか？　思い切りプライバシーと言うか人じん権けん侵しん害がいじゃねえか。だ、誰がそんなことやるもんかよ。


    「ダイチくんの内ない言げん語ごはすべて聞こえているよ」と砂原は言う。「これも君の言うプライバシー侵害かもしれないけど、許しておくれよ。君の中の半分以上が『人権侵害』と声を上げている。しかし、残りの部分で、誰の携帯電話が良いかを考えている。どう？　違うかい？」


    　砂原の言うとおりだった。俺は、表ひよう層そうの部分では「これはいけないことだ」と考えていたが、本ほん音ねでは、誰の携帯電話に入りたいかを吟ぎん味みしていた。


    　俺の家族が良いか。友達が良いか。


    　友達であれば、まず思い浮かぶのが光みつ山やま冴さえ子こだ。俺は人間だったときに彼女に惚ほれていた。ふられたけど、今でも好きなことに変わりはない。


    　あとは、瀧たき村むら亜あ矢やも気になる。俺に気があるような素そ振ぶりを見せていたし、俺の葬そう式しきには「出たくない」と言って参さん列れつしなかったらしい。その後、持ち直したかどうかが心配だ。


    　他にも色々と候補は挙がるが、いずれもこのふたりには及ばないな。


    「そのふたりの中でも、序じよ列れつははっきりしているように見える」砂原はまじまじとこちらを見つめていた。「七対三の割合で冴子さんの勝ちみたいだね。内言語の声の大きさでわかる」


    　ああ、やはりそうなのか。


    　自分自身を客観的に見るのは難しいものだが、外からはわかるものなんだな。心の声が聞こえてしまっているからこその芸当ではあるが。


    「うーん。確かに、この技術もカウンセリングとかに応用できそうだね」と砂原は感心したように言う。「興味深いけど、今はそれは置いとこう。じゃあ、決まりだね。光山冴子さんの携帯電話に君を送る」


    　そう言うや否いなや、砂原は俺の体を手に取って開いた。キーを操作し、アドレス帳の「マ行」を展開する。


    「ハブ・ア・グッド・タイム」と砂原は言った。「よいクリスマスを」


    　その後、砂原が何をどう操作したのか、俺にはわからなかった。わからなかったが、俺が携帯電話の外に出されて、送信されてしまったのだということだけはわかった。


    　次の瞬間、俺は冴子の携帯電話の中にいた。
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    　長い振り返りになったが、これが俺が冴さえ子この携帯電話に送られた顚てん末まつである。砂さ原はらに引き渡されたのが十二月十六日の夜。一週間経ってから、俺は複製された上で送信された。十二月二十三日。冴子の携帯電話として過ごし始めて二十時間ほどだ。


    　冴子は帰宅途中に、亜あ矢やからの電話を取った。明日のクリスマスイブに遊びに行くことについてだった。


    　俺が先月ふられたときには、冴子には他に好きな人がいるとのことだった。しかし、クリスマスイブを女友達同士で過ごすつもりだという。どうやら、冴子の片思いはまだ実っていないらしいとわかる。


    　もちろん、この手がかりだけで判断するのは早そう計けいだ。珍しいケースだとは思うが、恋人がいるのにクリスマスを一緒には過ごさないということも、ありえなくはない。本当はもう彼氏を捕まえているのだと勘かん繰ぐろうと思えば勘繰れる。


    　しかしながら、そういう可能性を否定できるだけの情報を俺は持っている。俺は冴子の携帯電話なのだった。見たいかどうかに関係なく、冴子のメールのやりとりの情報や、保存された写真を見てしまうことになる。


    　俺の周りを取り巻くデータを見る限りでは、特定の男の姿は浮かび上がらない。メールのやりとりにも偏かたよりがない。どの男とのメールも恋愛とは関係なさそうな、ごく普通のものだった。写真もしかり。女友達数人の写真が多く、男がひとりで写ってる写真も、冴子とふたりで写ってる写真もない。


    　このことから、冴子の片思いはまだ継続中と判断して良いだろう。うーん、何か探偵になった気分だ。あるいは、私生活をのぞき見するストーカーか。不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、ちょっと自己嫌けん悪おだ。


    　砂原が「送信する」と言ったときに、抵抗しようとしなかった自分を思い出す。まともな人間としては、もう少し抵抗するべきだったのだ。それが功を奏するかどうかは別問題として、流されるままに冴子の携帯電話の中に入るべきではなかった。「ちょっと良いかもしれない」と思った自分が後ろめたい。


    　しかし救いなのは、冴子はマリアとは違い、携帯電話の目の前で服を脱いだりはしない。もしもそんな場面を見てしまった日には、俺は切せつ腹ぷくしてでも詫わびなくてはいけないところだった。まあ、自殺もできない状じよう況きようではあるけれど。


    　暇ひまつぶしにＧＰＳ情報を受信する。ＧＰＳ機能は、俺の携帯電話には付いていなかったので、新鮮だ。地図が俺の頭の中に展開され、俺の現在位置周辺の情報が表示される。砂原の手元から送信されて冴子が目を覚ますまでの間に、俺は冴子の自宅の位置を地図上で確認していた。今、冴子は寄り道をせずに駅から自宅までの道を歩いて帰った。


    「ただいまー」と冴さえ子こが言った。それに前後して、ドアが開閉する。


    「おかえりー」と冴子のお袋ふくろさんが言う。「ご飯すぐ食べる？」


    「うん！　食べる食べる！」


    「じゃあ、温めなおしておくわね」


    「あ、姉あね貴き、おかえり」と冴子の弟が言う。


    「たーだいま」冴子は妙みようなアクセントをつけていた。弟の前では、ちょっとふざけてみるらしい。普段は見ることのできない冴子だ。


    「ふたりとも、早く手を洗ってらっしゃいな」


    「はーい」と冴子と弟の声が重なる。


    　冴子のお袋さんの声は、優しい。顔は微笑ほほえんでいるに違いない。暗闇の中で、顔を見られなくたって、声だけ聞けばその人となりを感じることができる。疑う余地のない「よい母親」のお手本である。うちのお袋とは大違いだ。お袋は「やかましいおばちゃん」の見本である。


    　不意に俺は闇から出された。冴子が俺の体を開く。メールや着信がないかどうか確認したようだ。再び俺は閉じられ、視界は真っ暗になった。スカートかパンツのポケットに入れられたらしい。冴子の太ももの動きを、俺は感じ取ることができた。


    　この状じよう況きようはやべえだろ、と冴子の携帯電話に送信された当初の俺は思った。体密着してるじゃん。しかもたぶん腰のあたりじゃん。やべえよやべえよと、俺の頭の中はてんやわんやだった。この騒ぎでいくつかのデータを忘ぼう却きやくしてしまってもおかしくはなかった。


    　しかし、一日経って、この環境にもようやく慣れてきた。今の俺は、若じやつ干かんどきどきしているものの、取り乱すほどではない。比較的平静を保たもてるようになってきたな、と自己評価できるほどには落ち着いている。


    　冴子と弟くん（陽あき大ひろという）は手を洗い、食卓につく。「いただきます」とふたりの声がまた重なり、食事が始まる。


    　テレビの音は聞こえない。光みつ山やま家では、誰もテレビに興味を持たないようだ。だらだらとテレビを見ているという習慣がない一家であるらしい。俺の実家では、飯はテレビを見ながら食うものと決まっていたので、俺は戸と惑まどいを覚えた。他人の家庭をのぞき見るというのはこういうことなのだ、と俺はしみじみと感じた。同じ日本の家庭だが、習慣の違いは意外と大きい。


    「明日はふたりとも夕食は要いらないんだよね？」と冴子のお袋さんがきいた。


    「うん。ごめんね」と冴子が答える。


    　弟の陽大は黙っているらしく、声が聞こえない。顔の動きだけで返答したのだろうか。


    「いいのよいいのよ、楽しんでいらっしゃい。特に、陽大はラブラブな彼女とクリスマスイブでしょ？」


    　急に誰かが咳せき込んだ。陽大だ。


    「あらあら大丈夫？」とお袋さん。


    「羨うらやましいなあ」と冴さえ子こがくすくす笑いながら言った。


    「あら、冴子にもすぐいい人見つかるわよ。あなたはお母さんの娘なんだから」


    「親おや父じが聞いたら泣きそうになるだろうな」むせていた陽あき大ひろが復活した。光みつ山やま家けのご主人は、ここにはいないらしい。


    「そうかもしれない」とお袋ふくろさんが笑った。


    　いい家族だな、と思った。藪やぶ沢さわ家も家族仲は悪くないほうだったが、光山家のこの団だん欒らんのテンポの良さと言ったらない。俺は自分の恋愛なんて家族には隠しておきたいと思っていたが、こんな家族なら共有しても良いかもしれない。陽大くん、君は幸せだな。冴子の弟というだけでも羨ましいのに、こんなお袋さんの息子で、しかもクリスマスを一緒に過ごす彼女もいるときた日にはもう。


    「姉あね貴きと付き合う男が想像できないなあ」と陽大が言った。


    「それって、世せ間けんにはわたしを好きになる男の人はほとんどいないぞ、ってこと？」


    「いや、そうは言ってねえ」


    「じゃあ、なあに？」


    「姉貴がどんな男に惚ほれるのかがわからない」


    「ああ、それは確かに！」お袋さんが膝ひざを打つ。本当に打ったかどうかは知らないが。


    「えー？　ふたりとも、どういうこと？」と冴子がきく。


    「姉貴は誰とでも仲良くするだろ？」


    「だから？」


    「だから、冴子が特定の誰かひとりとお付き合いしているところが想像しにくい、ってことでしょ？」とお袋さんが陽大の意図を汲くみ取って言った。


    「そう！　それ！」陽大が我が意を得たりと言わんばかりに答える。


    「うーん」と冴子は言った。「それ一理あるかも」


    



    　その後、夕食は済み、光山家の面々が順番に風呂に入り、その間に冴子の親父さん、光山家のご主人その人がご帰宅なさり、冴子と冴子のお袋さんが「おかえり」と明るく出迎えた（陽大は風呂に入っていた）。


    　親父さんは、ご飯を食べている間はずっと、冴子とお袋さんと雑談していた。冴子はすでに風呂から上がっていたが、自分の部屋には戻らない。何をしながら話しているのだろうか。俺が実家暮らしだった頃、家族と話すときと言えば、必ず何かを食べながらと決まっていた。だから、夕食後にも家族と雑談する冴子を見て（厳密には見たわけではないが）驚いた。


    　家庭に会話がない、ということが深刻な社会問題として報じられて久しい。しかし、光山家はそんなものとは無縁であるようだ。


    　途中で「風呂、出たから。親父入っていいよ」と陽大が言って、自分の部屋に戻った。光山家けは一軒家で、冴さえ子こと陽あき大ひろの部屋は二階にある。陽大がリビングのドアを閉めて、その向こうで階段を上がる足音が聞こえた。


    「じゃあ、わたしも上に行くね」と冴子が言った。


    「おやすみなさい」とお袋ふくろさんが言った。


    「おやすみ」と冴子が返す。


    「さ、冴子」と親おや父じさんが上ずった声で呼んだ。さっきまでは普通に話していたのに。


    「どうしたの、お父さん」


    「ええとだな」と言いよどんだ末に、親父さんは言った。


    「明日は、彼氏とかではないんだよな？」


    　沈ちん黙もくした。ここ数十分間の団だん欒らんで一度も訪れなかった沈黙である。誰がどんな顔をしているのかはわからないが、親父さんはありったけの精神力をつぎ込んで尋たずねたのだ。こわばった表情をしているに違いない。


    　冴子かお袋さんか、どちらかが小さく吹き出した。両方かもしれないが。


    「やだもう、お父さんたら」とお袋さんが言った。お袋さんも、旦だん那なさんをお父さんと呼ぶ。


    「そんな心配なさらなくても」


    「しかしだな母さん」


    「大丈夫よ、お父さん。まだ今年はお友達とだから」と冴子が言った。
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    「ほらね？」とお袋ふくろさん。


    「まだ今年は、か」と親おや父じさんが言う。声が遠いのは、冴さえ子こが移動して離れたからだろうか。それとも、声そのものが小さくなっているからだろうか。「来年はどうなることやら」


    「来年はきっといい人見つけますよ、この子」とお袋さんが明るく言う。


    「明るく言うことかなあ」と親父さん。


    「うふふ」と冴子が口を閉じたまま笑う。冴子はよくこの笑い方をする。人間だったときに、何度となく見た笑いだ。何度となくじっと見入って聴き入った笑いと声だ。「それじゃあ、おやすみなさい」


    「おやすみ、冴子」とお袋さんが言った。


    「ああ、おやすみ」と親父さん。


    　挨あい拶さつの後で、ドアが閉まった。


    



    　　　　＊


    



    「明日はお祝いだね！」とカブトムシが言った。


    「どうして？」と白人の少女が首を傾かしげる。


    　ここは砂さ原はら知とも樹きの研究施設の三階の一室である。白い壁紙と、窓の外の闇がコントラストを作る。テーブルの上にはノートパソコンが三台並べて置かれていた。それぞれのパソコンから伸びる数本のケーブルが、一台の白い携帯電話に繫つながっていた。パソコンの画面上では数秒おきに少しずつ折れ線グラフが作られている。携帯電話の電源は切られていた。


    　ベッドの上でネグリジェを着た少女が横になって雑誌を捲めくっている。捲りながら、カブトムシが入ったクリアケースのほうを見た。


    「ザム、根こん拠きよは？」と少女がまたきいた。


    　ザムと呼ばれたカブトムシが答える。


    「だって、クリスマスイブじゃないか！　世界的にお祝いされる日だよ！」


    「そうね」と少女は言った。「そのとおりね、ザム」


    「マリア、もしかして忘れてた？　明日がクリスマスイブだってこと」


    「そんなことはないけど」マリアはまた雑誌のページを捲る。「ただ、わたしにはクリスマスを祝う習慣がなかったから」


    「あ、そうなの？」とザムが驚く。「あ、そっか！　僕がマリアと一緒にこの時期を迎えるのって初めてだったね」


    「そうね」とマリアが微笑ほほえむ。


    「それで、何でまた？　どうしてクリスマスを祝わないの？　ポイントナー家の伝統？」ザムが頭部を傾けた。


    「だってわたしたちは魔術師よ？　キリスト教と魔術は昔から相あい容いれないと決まっているの。大昔には、教会から異い端たん狩がりされて絶滅しかけたらしいわよ。本当か噓か知らないけど」


    「あ、そっか。じゃあ、マリアにとってキリスト様は仲良しじゃないんだね」


    「誰にとっても仲良しじゃないと思うけど……」


    「あ、そういうもの？」ザムが言った。「ねえねえ、ミエさんはどう？」


    「日本人の多くは、ほぼ無宗教だと思いますが」小さな声が答えた。


    　部屋の窓の向こうは夜の闇。その黒を背景にして、白い顔が浮いていた。正確には、窓の手前に女性が立っていた。黒い服が完全に闇に溶け込んでいる。ミエと呼ばれた女性は、手を前で軽く合わせて、微び動どうだにせず立っていた。石像になる魔法をかけられているわけではない。


    「むしゅうきょう？」とザムがきく。


    「神様の存在を信じない、ってことよ」マリアが言った。もうザムを見ていなかった。雑誌を読みながら、袋から菓子を取り出して頰ほお張ばる。ジャムが入ったマドレーヌだった。


    「へええ」とザムが驚きよう嘆たんする。「大だい仏ぶつ様がいるのに？」


    「国民の大部分は仏教を知っていますし、一部は熱心に信仰していますが、多数派とまでは言えないと、わたくしは思いますよ」ミエの声は小さく、暗い。外の闇といい勝負である。


    「ミエさん自身はどうなの？」


    「わたくしですか？」


    「うん」


    「わたくしも、特に何も信じておりませんが」


    「そっかー」とザムが相あい槌づちを打つ。


    「あ、そういえば、ドクター・砂さ原はらのスタッフが集まってパーティーするって言ってたっけ」とマリアが言った。


    「ええ？　じゃあそれに行こうよ！　何で行かないのさ？」ザムが勢い良く叫んだ。


    「行っても良いのかしら？」


    　そのとき、ドアが外からノックされた。


    「どなたですか？」とマリアが声をドアの向こうに投げる。


    「砂原です」と外から声が返った。


    「噂うわさをすれば海かい路ろの日和ひよりあり！」とザムが言う。


    「ミエ、開けて差し上げて」


    　マリアはカーディガンを羽は織おりながら言った。


    　マリアに命じられたミエは、音もなくドアまで移動し、ロックを外してドアを開けた。外には男が立っていた。砂原知とも樹きである。


    「お寛くつろぎのところ失礼します、ミス・ポイントナー」


    　砂原が頭を下げた。いつもどおり白いシャツと黒のパンツ。砂原は夏も冬もこれが基本スタイルである。館内の空調は、砂さ原はらの服装に合わせて設定されている。


    「ドクター。どうぞお入りになって」マリアが砂原を招く。彼女は体を起こして、ベッドに腰掛けていた。


    「いえ。すぐに済みますので、それには及びません」


    「ドクター。どうぞお入りになって」ザムがマリアの声色を真ま似ねた。砂原はそれを聞いて笑った。


    「もう！　ザム！」マリアがケースの中を睨にらんだ。


    「さて、ミス・ポイントナー。明日はクリスマスイブですが、ご予定のほうはいかがです？」


    「特に何も」マリアは澄すまして答える。「いつものように研究室にいるつもりですが」


    「なるほど」と砂原が頷うなずいた。「何時頃までのご予定ですか？」


    「特には決めていませんが」とマリアが言う。「パソコンの設定やデータ転送が済みまして、電子精神装置が錯さく視しを起こすかどうかを実験中なのです。切りが良くなれば終えようかと」


    「でんしせいしんそうち？」とザムがきく。


    　もちろん、電子精神装置とは目もつ下かのマリアの研究課題を指す用語だ。藪やぶ沢さわ大だい地ちの精神の複製が入った携帯電話がまさにそれである。しかし、マリアは解説しない。


    「錯視ですか。興味深い実験ですね」


    　マリアは唇の端を意識的に上げた。


    　砂原は続ける。


    「スタッフからお聞きになったかもしれませんが、実は、夕方からささやかなクリスマスパーティーを開くつもりでいるのです。もしよろしければご参加いただきたいと思いまして」


    「お招きありがとうございます」マリアは座ったまま優ゆう雅がに頭を下げた。「ただ、実験がひと区切りするかどうか、そのときになりませんとわかりませんので……」


    「ええ、お気が向いたらで結構です」砂原は微笑ほほえんだ。「スタッフの面々も、是非一度ミス・ポイントナーにお目にかかりたいと申しておりますので、お手空きの折にでもお立ち寄りいただければ」


    「考えておきます」マリアが笑顔を作る。儀ぎ礼れい的な表情だ。


    「ありがとうございます」砂原がお辞じ儀ぎする。「我が施設のシェフが腕によりをかけますから、期待してくださって良いですよ。味は保証します」


    「むむむ」とマリアが眉み間けんに皺しわを寄せる。急に真剣な顔つきになった。「ドクター、恐きよう縮しゆくですが、メニューを伺うかがっても良いですか？」


    「あー、砂原さん、この調子だとマリアはパーティーに行くと思うよ」とザムが言う。


    「なによりです」


    「あ、僕も行って大丈夫？」


    「もちろん」砂原は気持ち良く頷いた。


    「ドクター、メニューを」とマリアは促した。


    



    　　　　＊


    



    　俺は充電器に挿入され、冴さえ子この部屋は暗くなり、何も見えなくなり、冴子の寝息が規則正しくすうはあしているのを数時間聞き入り、そして朝が来た。長い夜だった。携帯電話になってからというもの、夜が異様に長く感じられるのだが、今日は特に長かった。すうはあすうはあは反則だろう。と抗議しても、仕方がないのはわかっているけれど。


    　そういうわけで、夜も朝も特に何もなく、今は午後三時である。クリスマスイブである。


    　ＧＰＳ情報によると、現在位置は駅の出口付近の広場らしい。説明しやすいという理由からか、待ち合わせによく使われるスポットなのだが、それだけに混雑するため、お互いを見つけるのに時間がかかるというジレンマもある。特に今日などは大変ではないだろうか。冴子のハンドバッグの中からでは見えないが、周囲は相当な人口密度だろう。数百の気配がばらばらな方向に移動しているのを俺は感じる。


    「やっほー！　亜あ矢や、こっちこっち！」と、すでに冴子と共に待ち合わせ場所にいた佐さ久く京きよう子こが大声で呼びかけた。


    　佐久も、俺や冴子や亜矢と同じサークルの一員である。佐久は練習への出席率があまり高くない。そのため、俺から見て、佐久は冴子や亜矢ほどは親しくない。しかし、印象は強烈だ。ファッションが派手で、つけ睫まつ毛げの密度と長さで彼女の右に出る者はそうはいない。佐久の睫毛の上に爪つま楊よう枝じを一、二本乗せても落ちないだろうと俺は踏んでいる。三本だとさすがに無理だと思うが。


    「亜矢、おはよう」温和に挨あい拶さつする、これは冴子だ。俺のすぐ上から声が聞こえる。闇の中で、手がかりは送話口ひとつだけなので、音がした方向を特定するのは難しいが、この場合は状じよう況きようから考えて上だとわかる。


    　瀧村亜矢はきまり悪そうに、しかし笑っていた。「悪い悪い！　遅れた！」


    「も・う・慣・れ・て・る！」佐久と冴子の声が重なった。


    「しかし、恵え利りが来れないのは残念だねえ」と佐久が言う。


    「うーん、確かに」冴子は相あい槌づちを打った。


    「でも佐久先生、恵利が来ないおかげで酒が飲めるようになりましたぜ」と亜矢が言った。


    「おっ！　そうだった！」


    「ふたりとも、楽しそうだなあ」そう言う冴子も楽しそうである。


    　佐久と亜矢のふたりは、よく酒を飲む。そして、酔うのが好きである。飲み会への出席率は高い。それ以外の共通点は少ないが、その共通点をもってして強固な団結を形成している。


    　酒を嫌う恵利が来なくなったことで、クリスマスイブのカラオケ会は酒類解禁の運びとなった。佐さ久くと亜あ矢やがいるということで、無事に済むとはどうしても思えない。


    「それじゃ、行こうかな」と佐久が言う。「覚悟して臨のぞむべし！」


    「さくちゃん、かっこいい！」


    「お供します！」


    　冴さえ子こと亜矢が敬礼しているのが見えるようだ。クリスマスイブに彼氏のいない女の子というものは、女の子だけでもこんなにも楽しめるものなのか。男だとちょっと考えにくい。


    　しかしまあ、たかだかカラオケに覚悟が必要なあたりが、なかなか怖いところだ。


    



    　　　　＊


    



    　マリア・ポイントナーは、白い携帯電話を見ながら頰ほお杖づえをついた。視線をそのままパソコンのモニタへ移動させる。施設地下二階の実験室で、携帯電話の電源は頻ひん繁ぱんに切り替えられていた。今はオフの状態である。藪やぶ沢さわ大だい地ちの精神の複製は、意識を失っている。


    「マリア、どうしたの？　黙り込んじゃって」


    「……ちょっとね」


    「お嬢様、体調が優すぐれませんか？」とミエがきく。


    「お腹が痛いの？」とザム。

  


  [image: ]


  
    　青い目を閉じて、マリアは首を振る。金色の髪が揺れる。


    　暖房が効いているため、マリアは長なが袖そでだが薄手のシャツを着ていた。下は細身のジーンズである。ベルトはしていない。


    「そんなんじゃないのよ。大丈夫」とマリアは言った。


    「ね、ね、ね、夕方のパーティーには行くんだよね？」ザムが心配そうに尋たずねる。


    「ええ。心配しなくても良いわよ」　マリアはモニタから顔を上げて、ミエを見た。「用意は？」


    「できております」ミエが答えた。


    「よろしい」マリアが言った。


    「よろしい」とザムも言った。


    　マリアはザムを睨にらんだ。彼はマリアが出しゆつ力りよくしておいたプリントの上を歩いていた。気配を感じたのか、上方を気にする素そ振ぶりを見せた。マリアはその前に視線を外した。


    「気のせいか」ザムがマリアの顔を見て言った。


    「ところで今日は行かなくていいの？　小こ銭ぜに拾い」


    「あ、そっか。行く行く！」


    　ミエが足音を立てずに歩き、ドアを開けた。相変わらずつま先まで黒一色だ。


    「あれ？　ミエさんミエさん、どこ行くの？　窓を開けてくれないの？」ザムが頭部を傾けた。


    「ザム様、ここは地下でございます」


    「そうでした」とザムは言った。


    



    　巾きん着ちやく袋ぶくろを背負ったザムは、一階の玄関口から飛び立った。外は少々風があり、気温は低いものの、天候は悪くない。ザムは風の様子を見ながら慎しん重ちように飛行した。気温が低いことは普通のカブトムシにとっては致ち命めい的だが、ザムは普通のカブトムシではない。風に流されないように気をつけさえすれば、問題はない。


    　この近辺で小銭がたくさん落ちているポイントを、ザムは数カ所把は握あくしている。彼はそのうちのどこに行くべきなのか、検討を始めた。たいていの場合はその日の気分で選んでしまうものだが、今日は風がある。行き帰りにあまり影響のないルートが望ましい。ザムは珍しく頭を使っていた。


    　目的地を、ある商業施設周辺と決め、そこへ直行すると、人だかりになっていた。クリスマスイブで人出が多いのだった。上から眺めてみるに、とても小銭を拾える環境ではない。拾おうとしたものなら、ザムの体は間違いなく踏みつぶされるだろう。ただでさえ踏まれる危険が大きい仕事だ。ここは諦あきらめよう、とザムは思った。


    　ビルの前の広場の植木に向けて、ザムは降下した。適当な枝に巾着袋を引っ掛けておいた。彼自身は幹みきにしがみつくようにして止まり、羽を休める。ザムは次の目的地を考え始めた。


    「あれ？」と下から人間の声が聞こえた。女だ。「ちょっと、あれ見て。カブトムシじゃない？」


    　ザムが下を確認すると、女の子がこちらを指差していた。前髪で左目が隠れている。白いコートを着た少女は、座っていたベンチから腰を浮かせていた。マリアと同じくらいの年だろうか、とザムは思った。もしかすると、もっと若いかもしれない。


    　そばには男が座っている。彼氏だろうか。少女の声に反応してザムのほうを見上げた。コガネムシ色をしたサングラスをしている。唇にピアス。焦こげ茶色の長いコート。ワックスで細かくセットされた短髪。


    　このようにザムが目撃されてしまうことは、往おう々おうにしてある。夏には誰も不思議がらないが、それ以外の季節では、カブトムシは本来地上に存在しないものだ。どうしても注目されてしまう。今はふたりだから良いが、波は及きゆうして目撃者が多数に上るとやりづらくなる。早めに立ち去ろう。ザムはそう決めた。


    　今のところふたり以外にはザムに注意を払っている人間はいない。通行人は相変わらず通行しているし、ベンチに座っている人たちも、談だん笑しようしているか、携帯電話をいじっているかのどちらかだ。わざわざ木を見上げる者はいない。


    　飛び立つ前に、ザムはふたりをじっと見た。少女と目が合った。サングラスの男とは目を合わせられない。


    「彼氏のほうはちょっと怖いなあ」とザムは思わず言った。「女の子は可愛かわいいけど」


    　すると、少女は目を見開いた。右目だけが大きくなった。左目は変わらず髪に隠れている。男のほうは、閉じたままの唇を訝いぶかしげに曲げた。ふたりは顔を見合わせた。


    「ねえ、今の聞こえた？」と少女が言った。


    「美み保ほ、落ち着け。きっと気のせいだ」と男が諭さとすように言う。「冷静さが大事なんだ。覚えておけ」


    「いやいや、兄上も聞こえたんでしょう？　気のせいなんかじゃないよ」


    「だから、落ち着け。別のところから聞こえただけに違いない。これだけの数の人間がいるんだ」


    「そんなわけないよ、兄上！　だって、絶対に上から声が聞こえたんだもん！」


    　兄上、と少女は言った。どうやら彼氏彼女ではなく兄きよう妹だいだったらしいとザムにもわかる。


    　しかし、それどころではない。ふたりにはザムの声が聞こえたらしい。ということは、普通の人間ではない。普通の人間には、ザムの声を聞くことができないはずなのだ。この兄妹は魔術を使える人間、魔術師だ。未知の魔術師に遭そう遇ぐうするのは、ザムにとって初めての経験だった。このような場合にどうすれば良いのか、マリアからの指示はない。ザムだけではなく、マリアも想定していなかった事態なのかもしれない。


    　とりあえず、この兄妹の前ではもうしゃべらないほうが良いということくらいは感覚的にわかる。できる限り早くここを離れるべきだということもわかる。しかし、今後のために、この兄きよう妹だいについて少しでも情報を得ておくべきなのかもしれない、とも思った。一瞬迷う。


    「今、驚いたみたいだな、あのカブトムシ」と男が言った。


    「え？」と妹が兄の顔を見る。


    「さっき、一瞬だけ体が震えた。原因はわからん。単にお前の声に驚いただけかもしれない。しかし、俺たちの会話の内容を聞いて驚いた可能性もないわけではない」


    「兄上はよく見てるなあ」


    「まあ、いずれにせよ、捕ほ獲かくする価値はある。人語を解するカブトムシなんてそうはいないし、そうでなかったとしても、この季節のカブトムシだ。希き少しよう価か値ちのある特異種である可能性が高い」


    　やばいぞ！　このグラサン兄上は相当できるやつだ！　しかも僕を捕まえようとしている。早く逃げないと！


    　ザムはそう考えて羽を広げた。この魔術師たちとの競走になる。自由に飛べるというのは、ザムにとって有利だ。独力で空を飛ぶことのできる魔術師はいないわけではないが、仮にこの兄妹が飛行能力を持っていたとしても、この人込みの中で飛び立とうという魔術師はいるまい。大変な騒ぎになる。


    　羽を広げながらずっと兄妹を見ていたが、ふたりとも動く気配がない。「捕獲する」と言っていたのに、どうしたものだろうか、とザムは思った。しかし、動かないのは好こう都つ合ごうだ。この隙すきに逃げるべし。


    「捕まえた？　兄上」と妹がザムを見ながら言った。


    「完了した」と兄が答える。木のほうを見もしない。


    　どうしたことだろうか、ザムは羽を広げたまま動けなくなってしまった。羽ばたくことができない。手足も動かない。これでは飛び立つことなどできない。全身が糊のり付づけされてしまったかのようにザムは感じた。


    　完了した、と兄のほうが言ったのはこういう意味か。きっと、体の動きを止める魔術を使ったのだ。このままでは競走するまでもなく捕まってしまう。


    「じゃあ、ちょっと取ってくるねー」と妹がコートを脱いで兄に渡した。下にはオレンジ色のシャツを着ていた。袖そではほとんどない。


    「慎しん重ちようにな」と兄が言う。白いコートをたたんで膝ひざの上に置いた。木の下のベンチに座ったままだ。彼は自分のコートのポケットから飴あめ玉だまの包みを取り出した。破り取って飴玉を口に入れる。「しかし、その服装は寒くないのかね」


    　妹は兄に返事をせずに、植え込みに足を踏み入れる。木を見上げて、取っ掛かりを探す。準備運動のつもりか、手袋に包まれた手を握ったり開いたりした。


    「よっ」と言うなり、彼女は木の幹みきに飛びついた。続いて左手を枝に掛ける。なかなかの身のこなしだ。


    　妹はすいすいと登ってくる。ザムは焦あせって策を考える。体はどうしても動かない。これに関しては諦あきらめるしかない。しかし、しゃべることはできるかもしれない。


    　そう考えているうちに、彼女はザムのすぐそばに来ていた。手を伸ばし、ザムの体を優しくつまみ取ろうとする。


    　そのときをザムは狙ねらっていた。


    「あ、美み保ほちゃん、パンツ見えてる！」とザムは叫んだ。


    「ええ？」


    　彼女は慌あわてて腰のあたりに手をやった。体のバランスが崩れる。そして、ザムにとって幸運なことに、その瞬間に突とつ風ぷうが吹いた。


    「げ」


    　彼女は手を滑らせ木から落下した。


    「あにうえー！」と叫んだ。


    　兄は振り返って木を見た。受け身を取る間もなく、兄の真上に妹が落ちてきた。サングラスの男は自分の頭部を守るのが精一杯だった。ベンチの上に、ふたりは折り重なるようにして倒れた。


    　ザムにかかっていた魔術が解けた。急いで飛び立つ。


    　ビルよりも高いところまで一直線に飛び、振り返って空中から見ると、ふたりはようやく立ち上がったところだった。ザムがいなくなった木の幹みきを見て、少女は肩を落としていた。彼女の兄は頭を搔かいて宙を仰いでいる。


    　ザムはそのまま去った。巾きん着ちやく袋ぶくろのことは忘れていた。


    



    　　　　＊


    



    「あれ、大丈夫かねえ」と佐さ久く京きよう子こが言った。横断歩道の向こうを指差している。


    「怪け我がはないかしら」と光みつ山やま冴さえ子こ。


    「あ、立ち上がった立ち上がった」京子が表情を緩ゆるめる。「大丈夫みたいだ」


    「どうして木に登ったりなんかしたのかしら？」


    「クリスマスイブだから、皆、テンションがおかしいのさ」と瀧たき村むら亜あ矢やがけらけら笑う。


    　三人が向かおうとしているカラオケ店の入ったビルの前で、オレンジ色のシャツを着た少女が木に登ろうとして落下し、下にいた男を直撃していた。遠目からそれを見ていた三人だが、どうやらどちらも無事らしいとわかり安心した。信号が青になり、三人は歩き出す。


    　ビル内の五階にあるカラオケ店に入った。かねて京子が機種や食事のメニューや料金体系などを比較検討した結果選んだ店である。受付には店員が三人おり、そのうちのひとりが応対する。若い男だ。


    「何名様でいらっしゃいますか？」と店員が言った。


    「あ、三人で」と亜あ矢やが答える。


    「お煙草たばこはお吸いになりますか？」


    　三人は顔を見合わせる。「吸わないよね？」と冴さえ子こが確認する。「じゃあ禁煙室で」と亜矢が店員に言った。


    「かしこまりました」


    　店員はそう言って手元のパネルに入力する。


    「お時間、いかがなさいますか？」


    「六時間」と京きよう子こが言う。


    　六時間？　今、六時間って言ったか？　という店員の心の叫びは三人には届かなかった。この店は二十四時間営業なので、長時間利用で夜を明かす客は珍しくないが、午後三時過ぎから六時間という客はなかなかいない。


    「ろ、六時間。かしこまりました」と店員が言った。


    　料金を先払いした三人は、小さめの部屋に通された。彼女たちはメニューを見て、スナック類数点とお好み焼きと、軽めのアルコールを選んで注文する。ほどなく店員がトレイをふたつ持ってやって来た。注文した品が届くまで、三人は曲を入力しなかった。


    「しかし、カシスオレンジとは、無難なスタートですね、佐さ久く大佐」


    「そう言う軍ぐん曹そうこそ、ビールではないのかね」


    「やっぱり、女の子だけで中ジョッキのビールを頼むのは、ちょっと勇気要いるよねえ、亜矢も、さくちゃんも」と冴子が笑った。「店員さんの目もあるし」


    「おお？　冴子、ああいうのがタイプ？」と京子が面白がってきく。


    「ええ！　いやいや、そんなことないよ！」冴子は慌あわてて手と首を振った。すごいスピードで振った。


    「まあいいや。乾杯するべし！」と亜矢が言った。


    　三人は「女だけのクリスマスに乾杯！」とグラスを勢い良く何度も合わせた。


    　一曲目は佐久京子が歌った。京子はいつものように濃いつけ睫まつ毛げをしており、三人の中で一番明るい色の髪の毛をしている。ブランド物のジャケットとパンツで身を固めた彼女は、そのままファッション誌に出てきそうなほど背が高く、細い。この上うわ背ぜいをテニスに活用し切れていないのがもったいないと、亜矢は常に思っていた。


    　しかし、今日の亜矢はそんなことはおくびにも出さず、能天気に手て拍びよう子しをしていた。クリスマスイブの、午後三時半のことだ。


    　一時間ほどが経過し、三人ともが数曲ずつ歌った。うち二曲は、マイクを回しながら三人全員で歌った。次は京子がソロで歌おうというときに、亜矢が席を立った。


    「ちょっとトイレ行ってくるわ」と亜あ矢やがドアに手をかける。「おやおや、軍ぐん曹そう。大佐の番ですよー？　失礼じゃあないですかー？」と冴さえ子こがふざけて言う。冴子の顔は少し赤くなっていた。


    「光みつ山やま隊員、許してやりなさい」京きよう子こがクールに片手を突き出して、行ってよいぞ、と手で合図する。京子も酔っているが、あまり顔に出ない。


    　亜矢は笑って出て行った。透明なガラス戸の向こうで、黒い顔から白い歯がのぞいた。そのまま歩いて姿を消す。


    　京子は持っていたマイクをテーブルの上に置いた。イントロが終わり、歌詞が画面に表示されたが、京子は歌わない。スナック菓子をひとつつまんで、口に入れた。


    「さくちゃん？」と冴子が言う。「歌わないのー？」


    「今はいいや」と京子が食べながら言う。歌い手のいない音楽は流れ続ける。京子はリモコンを取って、音量を下げた。「ちょっと話そう」


    「何について？」


    「亜矢について」


    「ああ」冴子が髪を手で搔かき上げる。「そういうことね」


    「そういうこと」と京子が笑う。


    「本当に良かったよね、亜矢は」


    「一時はどうなることかと思ったけどな」


    



    　　　　＊


    



    　瀧たき村むら亜矢は十一月中ちゆう旬じゆんから下旬にかけて、十日以上もの間、、家にこもって一歩も外に出なかった。原因はある鉄道事故だった。


    　運転士か車しや掌しようか、いずれにせよ関係者のミスで事故が発生し、亜矢と同じＳ大学の経済学部二年生が、通学中にあっけなく命を落とした。乗っていた電車から転落し、隣となりの車線を走る電車に轢ひかれたのだ。


    　死亡した学生は藪やぶ沢さわ大だい地ち。遺体の損そん傷しようは激しかったが、頭部はそれほどでもなく、所持品の回収も滞とどこおりなく進んだため、身許確認に時間はかからなかった。


    　亜矢は藪沢大地と同じ電車の別の車両に乗っていた。大地とメールをしているうちにそのことに気がついた。彼女は大学最も寄より駅で降車したところで藪沢大地と待ち合わせをした。


    （着いたら改札の前で待っててよ。大学まで一緒に行こう）


    　亜矢のメールに対し、藪沢大地はすぐに返信してきた。


    （遅刻してないのか。やるじゃん（笑）。改札前待ち合わせで了りよう解かい～）


    （おっけー）と亜矢も即座にメールを返す。


    　ちょうどそのとき、駅に停車中だった電車に異常が発生した。本来開く側とは反対のドアが開いたのだ。亜あ矢やはドアから離れていたので、彼女自身には問題は起こらなかった。


    　その後で、事故発生のため、電車の運転をしばらく見合わせる旨むねのアナウンスが流れた。乗り換え駅ではなかったが、十分ほど歩いたところに、別の路線の駅があるということで、振り替え輸送を行うとのことだった。乗客のうち、三割程度が慌あわただしく降車していった。亜矢が通うＳ大学へはこの路線以外では行けないため、彼女は運転再開を待つことにした。


    （災難だねー。今何両目にいる？）


    　亜矢は携帯電話を取り出し、メールを打った。大だい地ちに送信する。無事送信できたのを画面上で確認し、しばらく窓の外を眺め、思い出したようにバッグから漫画本を取り出した。友人の佐さ久く京きよう子こから借りていた少女漫画だ。亜矢がこの種の漫画を読むのは珍しいが、実写で映画化されたため、気になって貸してもらったのだった。客が降りたおかげで混雑が緩かん和わされ、本を広げても大丈夫な程度の余よ裕ゆうが車内に生まれた。


    　読み始めた巻かんの中ほどまで読んだあたりで、大地からの返信が来ないことに気づいた。藪やぶ沢さわ大地は、メールの返信は早い。授業中や、テニスの練習中や、飲み会やバイトの最中などは別だが、それ以外の場面では、大地は必ず五分以内にメールを返してきたし、返せなかった場合は「悪い。バイト中だった」などと一言謝あやまる。そんな大地にしては、珍しく返信が遅い。この電車の中にいるはずなのに。


    　メールを確認してみるが、新着メールは一通もない。送信済みメールのボックスには、さっき送ったメールがきちんと残っている。送信に失敗したわけではない。


    　どうやら、大地は受信したのに気がつかなかったらしいな、と亜矢は思った。会ったときに、「悪い悪い」と苦にが笑わらいしながら謝る藪沢大地の顔を思い浮かべた。亜矢は微笑ほほえんで、携帯をポケットにしまった。


    　停車してから二十分ほどして、運転は再開された。完全に遅刻であるが、遅刻には慣れているし、同じ境遇の学生は多そうなので、あまり気にしない。ただ、せっかく早起きしたのにな、と心の中でほんの少し残念さを込めて呟つぶやく。


    



    　ほどなくＳ大学の最も寄より駅に到着し、大勢の乗客が降りた。そのほとんどが大学生風だ。亜矢も読んでいた漫画をバッグに入れて、降車する。


    　改札を出る前、駅構内の階段を上っている途中で、佐久京子に会った。


    「亜矢、おはよう」と京子が後ろから呼びかけた。


    「おお、さくちゃーん！」と亜矢は振り返って明るく言う。「さくちゃんも一限？」


    「うん、そう、一限。それにしても、事故るとはねえ。ありえなくない？」


    「あたし、電車が止まってる間にさくちゃんから借りた漫画を読んでたよ」


    「お、なかなかいい心がけじゃん。どうよどうよ？」と京子が笑う。


    「いやあ、結構面おも白しろいね、あの漫画。たまに、ギャグシーンで笑いを堪こらえるのに苦労した」と亜あ矢やが言った。


    「だろ、だろ？」京きよう子こは得意げに亜矢を指差す。「……にしても、二十分も停車するなんて、ホントありえないわあ」


    　京子は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。


    「まあ、わたしは一限がパンキョーだから、遅れても別にいいっちゃいいんだけどさ」


    　京子が言う「パンキョー」とは、「一般教養課目」の略である。


    「あたしは語学だぜ。英語」と亜矢が言う。


    　京子が目を丸くした。「ええ？　やばくない？　それ」


    「まあ仕方ないさ」と亜矢が言う。「たぶん、遅刻者多いし、許してくれるさあ」


    「あ、そっか。そうだよねー」京子は笑った。


    「大だい地ちも同じ電車っぽいし」


    「藪やぶ沢さわも？」


    「うん」


    「あ、そっか、同じクラスだもんね」


    　改札を出たところで、亜矢は立ち止まった。「どうしたの？」と京子がきく。亜矢は答えた。


    「あたし、ここで大地と待ち合わせしてるんだよね」


    「藪沢と？」


    「うん」


    「ふうん」京子が言う。「ラブラブ？」


    「ラブラブ」亜矢が苦笑する。


    「頑張れよ」と京子も笑った。「邪じや魔ま者は消えるよ」


    　亜矢は顔の前で片手を立てる。


    「ありがと。ごめんな」


    「気にしてないよ」京子は手を振って歩き去った。


    



    　五分ほどその場で待ったが、藪沢大地は現れなかった。後続の電車の乗客がぞろぞろと改札を通過するが、大地の姿は見当たらない。同じ電車に乗っていたのであれば、降りて来なければおかしい。


    「トイレにでも行ってるのかな」


    　亜矢はひとり言を言った。携帯電話を取り出す。依い然ぜん、返信はない。メールチェックをしたが、新着メールはなかった。


    　藪沢大地に電話してみることにした。画面上でアドレス帳を開いて番号を選択し、発信ボタンを押して、電話を耳に当てる。コール音ではなく、アナウンスが聞こえた。


    「おかけになった電話は、現在、電源が入っていないか、電波が届かないところにいるため、かかりません。しばらくたってから、もう一度、おかけ直しください」


    　どうしたのだろうか。亜あ矢やと大だい地ちが使っている路線は、地下鉄ではない。携帯電話が圏外になるエリアはないはずだ。大地の携帯の電池が切れているのかな、と亜矢は思った。


    　もしかすると、大地は先に大学に行ってしまったのかもしれない。人込みの中で、亜矢を見つけられなかったため、諦あきらめたという可能性はないわけではない。事故でかなり遅くなってしまったから、急いでいたとしても無理はない。


    　亜矢は待つのをやめて、大学に向かうことにした。


    　そして彼女はふと思いつく。そうだ。駅が発行する遅ち延えん証明書を貰もらって行くべきだろう。持っていなくても、大勢の学生が遅れただろうから、証人には事欠かないとは思うが、これを講師に提出すれば、間違いなく遅刻の減点は取り消される。


    　亜矢は窓口まで遅延証明書を取りに行った。係員に尋たずねるとすぐに渡してくれた。二枚欲しいと言うと、もう一枚くれた。一応、念には念を入れて、大地の分も持って行ってやろう、という亜矢の配はい慮りよだった。


    　窓口を離れ、ふと目を上げて電光掲示板を見た。「本日、車両故障と人身事故の影響で、ダイヤが乱れております。ご迷惑をおかけして申し訳ございません」という案内がスクロールして表示されていた。


    　人身事故？


    　亜矢はその文字を見て立ち止まった。


    　逆側のドアが開閉する事故で、運転見合わせとなったのは知っているが、てっきり、ただ車両点検をしているだけだと思っていた。しかし、どうやらそうではなく、人身事故の処理に時間がかかっていたらしい。


    　彼女は窓口まで引き返して、もう一度係員を呼んだ。


    「すみません。あの、今日起きた人身事故について教えていただけませんか？」と亜矢はきく。


    「どういったことをお知りになりたいのですか？」と係員が言った。


    「どんな事故だったのか、どんな人が何人くらい、どの程度の怪け我がだったのか、とかです」


    　初老の係員は眉をひそめた。珍しいことを尋たずねる客だ、と思ったことが、ストレートに顔に出ていた。


    「あまりお聞きにならないほうが良いと思いますよ」と係員は言う。「わたしもあまり話したくない」


    　亜矢は動かなかった。じっと係員を見ている。何も言わない。三秒ほど見ていると、係員はばつが悪くなったのか、目を逸そらした。しばらく考え、「何か事情があるようですね」と溜ため息いきをつく。


    「実はですね」と係員が話し始めた。周りを気にして、声を心持ち潜ひそめている。「駅停車中に、間違ったドアが開いてしまったんですよ。車両のドアが、ね。それで、お客さんがひとり線路に落ちてしまいまして、走ってきた車両に轢ひかれて、お亡くなりになりました。こちらとしては、言い訳のしようがないというか、もう、本当にね、申し訳ないとしか言えません。亡くなったお客様は、若い男性の方と聞きました。もう事故処理は済んで、運転が再開されてますけど、二十分近くもお待たせしてしまいました。こちらに入っている報告は、大体こんなところですが、よろしいですか？」


    　若い男性、と係員は言った。


    　まさか、と亜あ矢やは思った。


    　何も言えない。言葉が出ない。


    　口の中で、大だい地ち、とだけ呟つぶやく。


    　係員には聞こえない。


    　亜矢はその場を離れた。電話を開いて、発信履り歴れきを呼び出す。「藪やぶ沢さわ大地」を選択し、もう一度かける。


    　大地は、出ない。


    　大地は、出ない。


    　先ほどと同じ、感情のない女性のアナウンスが流れる。亜矢はそれを、ただただ繰り返し聞いていた。


    



    　　　　＊


    



    「あの事故から、どれくらいだっけ？　亜矢が家にこもっていたの」と京きよう子こが視線を泳がせる。


    「二週間近くだったよね」と冴さえ子こが言った。グラスを取って、少しだけ飲んだ。「本当に可哀かわい想そうだった」


    「あの時期はメールも電話もできなかったなあ、亜矢に」


    「そうよねー」と冴子が同意する。「でも、見事に復活したよね。今日も本当に元気そうだし、安心したなあ」


    「確かに」と京子が答える。


    　京子が入力して歌わないままになっている曲は、サビに入っていた。バックコーラスの歌声が流れ出した。


    「実は、今日はそれを確認するために誘ったんだよね、亜矢を」


    「あ、そうなんだ？」と冴子が意外そうな顔をする。


    「冴ちゃんは、亜矢によく会ってたと思うけど、わたしは最近あんまり練習に行かなかったから、亜矢と会うのは結構久々なんだよね」


    「そっかー」冴さえ子こが微笑ほほえむ。「心配してたんだ？」


    「そりゃあねえ」京きよう子こがしみじみと言う。


    「亜あ矢やは、本当に藪やぶ沢さわくんのことが好きだったから」


    「しっかし、亜矢らしくないよな。結局、大だい地ちには告白しないままだったんだろ？」


    「うん、そうね」と冴子が言った。「でも、クリスマスに遊びに行こうって誘ってはいたみたいよ」


    「ああ～、本当にもう！」京子が机を叩く。「何で大地が死ぬのかねえ？」


    「さくちゃん大佐、お酒をどうぞ」


    「おお、光みつ山やま隊員、気が利きくな」


    　京子は自分のグラスを傾け、一気に飲み干した。


    「何か頼む？」冴子がメニューを京子に渡す。


    「そろそろソフトドリンクを一、二杯入れとこう。先は長い。小休止、小休止」京子は手で自分を扇あおいだ。


    「わたしもそうしようかな。烏ウー龍ロン茶ちや」


    　冴子の言葉を聞いて、京子が少し考え込む。


    「どうしたの？」と冴子がきいた。


    「そういえば、亜矢は今日はあんまり酔ってないな」
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    「あ、さくちゃん気づかなかった？」と冴さえ子こが言う。「そこの亜あ矢やのグラス、まだ一杯目なのよ」


    「なにい？」と京きよう子こが口を水平方向に思い切り伸ばして、驚きを表明した。亜矢のグラスは、まだ半分も減っていない。「いかんなあ」


    「いかんいかん」と冴子も言う。


    「受話器を貸して」


    「了りよう解かい！」


    　ふたりは笑った。佐さ久く京子が烏龍ウーロン茶ちやをふたつと、ジントニックをひとつオーダーした。


    



    　　　　＊


    



    　……というやりとりを、俺は聞いていた。何も見えないが、ここがカラオケの個室だということは容よう易いにわかるし、亜矢が席を外して冴子と佐久のふたりになっていることもわかる。


    　ひとまず、亜矢が元気そうで何よりだった。俺は昨日以前に、冴子と亜矢の電話やメールから、亜矢の様子を知ることができた。葬そう式しきには来なかったと聞いて心配していたし、二週間も家にこもっていたことを知ったときはどきりとしたが、もう良くなったのであれば、良い。


    　やはり、亜矢は俺のことが好きだったのか。そして、それは意外にも周知の事実だったらしい。冴子だけでなく、佐久まで知っているとは。


    



    　亜矢は、本当に藪やぶ沢さわくんのことが好きだったから。


    



    　冴子の口からそんな台詞せりふを聞くと、冴子に惚ほれていた俺としてはショックだ。まあ、先月、冴子のひとり言を聞いてしまっていたから、すでにわかっていたことではあるけれど。


    　しかし、改めて考えてみるに、亜矢は何でまた俺のことを好きになったのか。どうして俺だったのか。俺が人間として亜矢と話せるのなら、是ぜ非ひともぶつけてみたい質問ではある。酔った亜矢の肩を抱えて家まで何度か送っていったことは、何らかの影響を与えているのだろうか。あるいは、それも亜矢の計算ずくの行動だったのだろうか。


    　元来、俺は女の子から言い寄られるようなタイプではない。まして、自分から言い寄るほうでもない。クリスマスやバレンタインみたいな、いかにもなイベントの日には、男友達数人でつるむのが常だった。昨年などは、クリスマスにあえてバイトを入れた。今年のバレンタインは高校の同級生と遊びに出かけていた。


    　慣れていないんだな、と自己分析する。


    　こんな俺にも、過去に付き合った女性がいないわけではない。高校一年生のときの話だ。しかし、長く続かなかった。夏に付き合い始めて、その年の初しよ秋しゆうに終わった。キスもしないで別れた。相手に問題があったわけでもなく、俺が幻げん滅めつされたわけでもないが、単純に、「彼女持ち」という状じよう況きようそのものに居い心ごこ地ちの悪さを感じていたのだと思う。男同士でバカやってるほうが、何も考えなくていいので、楽しめたのだ。


    　以来、女の子に惚れたり惚れられたりする状況に陥おちいらない方向を選んでここまで来てしまった気がする。光みつ山やま冴さえ子こに会うまでは。


    　冴子に関しては、面倒くさいとか、男同士のほうが楽しいとかいう考えを微み塵じんも持たなかった。それだけ、俺は自然に冴子の存在を受け入れていたし、ああ、いいなあ、と会った瞬間に思ったのだった。今から考えるとびっくりするような心変わりだな俺。


    　だが、結局、俺が冴子に告白したのは、出会ってから一年半以上も経ってからだった。踏ん切りがつかないというか、優ゆう柔じゆう不ふ断だんというか。そして、ややこしいことに、告白したのは俺ではない。分身の元となった「本物のほうの俺」が告白したわけだが、分身にすぎないこの俺は、実は何もしていない。


    　映画を観に行ったあとで冴子に告白したあの日の夜、本物の藪やぶ沢さわ大だい地ちの心の中で、いったい何が起こったのやら。自分のことながら、謎だ。


    　それにしても、と思う。


    　それにしても、結果的に、冴子には悪いことをしてしまったな。俺が冴子を好きだったことを、冴子は誰にも話すことができないだろうし、亜あ矢やに対して後ろめたく思うところもあるだろう。あるだろうに、何もなかったかように話す冴子は健けな気げで、やっぱり俺は冴子が好きだ。


    



    　話を一段落させた佐さ久くと冴子は、次の曲を交替で歌った。冴子が歌っている最中に、男の声が聞こえた。店員だ。


    「すいませーん、烏ウー龍ロン茶ちやふたつと、ジントニックですー」


    「あ、ありがとうございまーす」と冴子はマイクのまま言った。そのマイクを佐久に渡したらしく、今度は佐久が歌い出した。


    「空いたグラスはお下げしますね」と店員が言う。


    「お願いしまーす」と冴子が答える。


    　ふたりの声は佐久の歌声にもちろん負けているが、何とか聞き取れる。グラスが軽くぶつかる音がして、「失礼します」と店員が言った。


    　その次の曲の最中に、亜矢が戻ってきた。


    「およ？」と亜矢が言う。「グラス……」


    「ああ、それ亜矢のね。注文しといた」と佐久が言う。冴子は天使の歌声で歌っている。


    「これ何？」亜矢がきいた。


    「水」佐久が答える。


    「水かあ」と亜矢が言った後で叫ぶ。「って、これ、明らかに水じゃないし！」


    「ジントニックでした」


    　どうやら、本当に水だと思って飲んだらしい。


    



    　　　　＊


    



    「やばいよ。マリア、やばかったよ僕」ザムは帰り着くなりまくしたてた。


    「どうしたのよ、ザム？　そんな日本語、どこで覚えてきたの？　やばい、だなんて」


    　砂さ原はらの研究施設の地下一階。マリアはモニタを見ながら、凝こりをほぐすように首を左右に傾けた。両手の指は組まれている。画面上には英語の文書が表示されており、彼女はそれを眺めていた。


    　机の上に白い携帯電話が置かれている。電源は入っていた。小さなサブディスプレイが時刻を表示している。


    「ええとね、小こ銭ぜに拾いしているうちに覚えたよ。駅とか、学校とかで。みんな使ってるから、耳にこびりついちゃってさ。危険なときや、素晴らしいと思ったときに使う言葉だよね。ね、ミエさん？」ザムはミエを見上げた。


    　ミエはわずかに視線を上に向けた。彼女は自分の記憶を検けん索さくしている。


    「ザム様、申し訳ございません。前者は理解できますが、後者に関しては存じません」


    「あれ、そうなの？」ザムは思わず声を上げた。「前者というのは、危険なとき、ってことだよね？　これは問題なし？」


    「はい。しかし、それ以外の意味をわたくしは聞いたことがございません」


    「ミエが言うのだから、きっと正しいわ。正式ではない日本語がまかり通っている、ってことね」とマリアが言った。「まあ、それはいいわ。それで、ザム、何がどう危険だったの？　あるいは、素晴らしかったの？」


    「ああ、そうそう」ザムは思い出したように答える。「危なかったんだよ、僕！」


    



    　ザムは今しがた自分に起きた出来事を話した。ザムが口走った言葉を聞き取った人間がふたりいた。若い兄きよう妹だいだった。兄のほうがザムに対して魔術を行こう使しした。ザムは動けなくなったが、辛かろうじて逃げ切った。


    「それ、本当？」マリアはモニタから顔を上げた。座っていた椅い子すを回転させて、ザムを見た。「ザム、今日はエイプリルフールじゃないわよ？」


    「そうだよ。クリスマスイブだよ」とザムが答える。


    「そうよね。クリスマスイブよね」とマリアは頷うなずく。


    「お嬢様、ザム様、何かお持ちいたしましょうか？」とミエがきいた。マリアの手元のグラスは空からになっていた。


    「あ、ありがとう。じゃあ、ミックスジュースのおかわりを。あと、適当に何かつまめるもの。ビスケット系統で」


    「クリームビスケットでよろしいですか？」


    「うん。それで」マリアは笑った。


    「かしこまりました」とミエはお辞じ儀ぎした。「ザム様はいかがなさいますか？」


    「あー、僕はいいや」


    「珍しいわね」とマリアは言った。


    「だって、今日はクリスマスパーティーがあるじゃない？　お腹すかせておかないとね、うん」ザムは自分の言葉に頷うなずいた。


    「甘いものは別腹よ」とマリアは言う。


    「何それ？　薔ば薇ら？」とザムがきいた。


    「何でもない」マリアはいたずらっぽく笑って首を振る。


    　ミエはもう一度頭を下げて出て行った。音もなくドアが開かれ、閉じられた。


    「ザム、その兄きよう妹だいについて詳しく聞かせてくれない？　顔とか、話してたこととか、あなたが覚えていること全部」


    「わかった」とザムは言う。「ええとね、妹のほうはね、前髪が長くてね、左目を隠してた。木をするすると登ってきてびっくりしたなあ。もしかしたら、僕よりも木登りがうまいかもしれない。お兄さんのほうは、サングラス掛けてて、怖い感じだった。ちゃんと顔を見れてないな」


    「なるほど」とマリアは静かに言った。


    「それでね、お兄さんのほうが言ったんだ。しゃべるカブトムシは貴き重ちようだって。それでなくても、この時期に生きているカブトムシは珍しいってさ」


    　マリアは背もたれに体を預けて伸びをした。少しばかり考え込む。


    「ということは、あなたを捕ほ獲かくして売ろうとしていたのかしら。お金になるから」


    「そういうことじゃないかな」とザムが言う。「おお、怖い怖い」


    「その兄妹、ザムの声が聞こえたってことは、魔術師よね？」


    「そうだね」


    「じゃあ、後でエリスにきいてみましょう。協会のほうが情じよう報ほう網もうは広いから、何か知っているかもしれないし」


    「へえ」ザムが意外そうに声を上げる。「エリスさんに頼むんだ？」


    「何かおかしい？」


    「仲直りしたの？」


    　マリアは黙った。当面は戦わないだろうとは思う。しかし、完全に和解したわけではない。マリアの心の中でも、結論はいまだに保ほ留りゆうされている。


    「マリア？」


    　ザムはマリアのそばに移動して、顔をのぞき込んだ。


    「大丈夫よ。エリスとは仲良しだから」とマリアは答えた。「少なくとも、今はね」


    「お待たせをいたしました」ミエが盆ぼんを持って戻ってきた。ジュースとビスケットが載っていた。


    「ありがとう」とマリアが言う。


    「僕は我慢我慢」とザムが身を震わせた。


    



    　　　　＊


    



    「センキュウ！」亜あ矢やが最後の曲をシャウトで締めた。


    　冴さえ子こと佐さ久くのふたりが、「いいぞいいぞー！」とか「亜矢、かっこいい！」とか言いながら拍はく手しゆしている。


    　カラオケボックスの中。夜九時を半時ほど経過した。長かった三人のクリスマスカラオケ大会が終しゆう焉えんを迎える。途中、何度か休きゆう憩けいが入っているとはいえ、六時間歌った三人はある意味すごい。感心したというか呆あきれたというか、まあ、何にせよ、俺も一緒になって拍はく手しゆしたい気分だ。できないけど。


    　三人は帰り支じ度たくを始めたらしい。音楽が終わり、脱いでいたジャケットやコートを着直す音が聞こえる。


    「この金額で六時間いられるんだから、カラオケっていいわー」会計を済ませた後で、亜矢が大声で笑った。


    「本当だね。お高いレストランだと、一回行くだけでこれくらいぶっ飛んじゃうよ。ひとり分で」佐久が真ま面じ目めに答える。


    「さくちゃんは、去年の今日はお高いレストランに行ったの？」と冴子がきく。


    「ふたりで？」亜矢がきく。


    「うるさいやい！」と佐久が言った。「傷口に塩を塗り込むな」


    　台詞せりふとは裏腹に、佐久はあまり気にしていなさそうだった。佐久が数カ月前に彼氏にふられたことは、俺も知っている。本人が飲み会の席で自じ己こ申しん告こくしていたからだ。自分から言えるくらいには、傷は浅いらしい。


    「ごめんごめん」と亜矢と冴子は笑いながら形だけは謝あやまった。


    　冴子も亜矢も佐久も酔ってはいるが、後半はソフトドリンクしか飲んでいなかったので、ちょうど良い加減の酔い方だ。ピークは午後六時くらいだった。結局、冴子がひどく酔った亜矢と佐久に水をたくさん飲ませたのだった。よく頑がん張ばったな、と言ってやりたい。


    　三人は屋外に出たらしい。話し声の響き方が変わり、人が行き交う雑音が聞こえ始めたのでわかった。人間の体を失い、何も見えない時間が増えてから、聞こえ方の変化に敏びん感かんになったと思う。


    「今日はお疲れ様でした」と冴さえ子こが言った。


    「本当だね」と亜あ矢やが言う。「いや、楽しかったな。恵え利りも来れば良かったのに。こんなに楽しいなら、別に彼氏なんか要いらないや」


    「それ、わたしも思った！」佐さ久くがすごい勢いで同意した。


    「じゃあ、来年も？」と冴子が冗談っぽくきく。


    「いや、やっぱりわたしは彼氏を見つけるよ」


    「頑張ってね」と冴子が言う。


    「お互いにね。健けん闘とうを祈るよ」佐久が真ま面じ目めに答えた。「じゃあ、お開きかな？」


    「うん。お疲れー！」と亜矢が声を上げる。


    「方向どっちだっけ？　ふたりはどうやって帰る？」と冴子が尋たずねた。


    　三人はそれぞれ自分の交通手段を述べる。どうやら、乗車駅は同じだが、方向は佐久だけが別らしい。駅まで一緒に帰ろうと言い、歩き始めた。


    　俺が勝手に受信したＧＰＳ情報によると、三人は現在、駅から三百メートルほど離れたところにいるらしい。人込みで歩きづらいことを考えても、十分程度で着くだろう、と俺は思った。


    



    　　　　＊


    



    　店を出た三人は、駅まで一緒に行き、それぞれの路線のホームに向かう。京きよう子こは別方向で、冴子と亜矢は途中まで同じだ。京子は手を振ってふたりと別れた。


    「じゃあ、またー」と京子が言った。


    「また来年ね」


    「佐久大佐、お元気で！」亜矢が手を上げて敬礼した。


    　ふたりはホームに行き、電車に乗り込んだ。


    　走る電車の中で談だん笑しようしている最中に、ふたりの携帯電話が京子からのメールを受信した。カラオケ中に携帯電話のカメラで撮った写真を送りつけてきたのだ。ふたりは画面を見せ合いながら、笑った。


    　冴子の携帯電話には、ストラップが付いていた。編み込まれたストリングスの先に、緑色の石が揺れている。


    「何かセンスいい感じだなあ」亜矢は冴子のストラップに触れて言った。


    「ふふふ。ありがと」冴子が微笑ほほえむ。「亜矢はストラップ使わないの？」


    「シンプルイズベスト！」亜矢が携帯電話を冴子に突きつけて言う。ストラップは付いていない。「とは言うものの、もう少し洒落しやれっ気を出してみてもいいかな？」


    「高いものじゃないしね」と冴子が言う。


    「確かに」


    「亜あ矢や、酔ってない？」


    「え？　大丈夫だけど？」


    「そう」亜矢の反応を見て、冴さえ子こは頷うなずいた。


    



    　どうやら亜矢はちゃんとひとりで家まで帰れそうだと考えた冴子は、亜矢を残して電車から降りた。


    　酒に酔って歩けなくなった場合に亜矢を家まで送るのは、一カ月前までは藪やぶ沢さわ大だい地ちの役目だった。後進は育っていない。亜矢は藪沢大地の死後、酒を飲まなかった。冴子の知る限り、今日が初めてだ。


    　冴子は大地を思い出す。


    　藪沢大地が告白したとき、冴子のうちの何割かが驚き、何割かが戸と惑まどったが、残りの領域では納得していた。冴子は、自分に対する大地の好意にまったく気づかないほど鈍どん感かんではなかった。しかし、冴子にはその気はなかった。そもそも、親友の亜矢が大地に入れ込んでいることを知って以来、冴子の前に「藪沢大地と付き合う」という選せん択たく肢しはなくなったのだ。彼女は親友の恋こい路じを純粋に応援していた。


    　だから、大地の告白を断ったのは当然だ。それ以外の道は存在しない。彼女は家に戻ってから、断る旨むねをメールした。当然、亜矢のことは伏せた。


    　しかし、と思う。しかし、どうして一度は保ほ留りゆうしたのだろう。その場で断ってしまって問題はなかったはずだ。自分の行動に矛む盾じゆんを感じる。動転していたのだろうか。そういうことにしておこう、と冴子は目を閉じて思う。彼女は改札を通過する。


    　藪沢大地は、告白の一週間後に事故死した。


    　事故の報しらせを受けたときに、もちろん、まずは大地のことを思い浮かべたが、その次に浮かんだのは亜矢ではなく、自分だった。亜矢が可哀かわい想そうだと感じるよりも前に、彼女は考えた。


    



    　告白をオーケーしておくべきだったのかもしれない。


    　最期の一週間とわかっていたならば、


    　彼の恋を叶かなえてあげても良かった。


    



    　もちろん、亜矢のことがあるから、実際にそんな選択肢はない。そんなことはできないし、したいとも思わない。それなのに、考えずにはいられない。


    　冴子はうつむきながら、ぼんやりと夜道を歩いていた。夜十時過ぎ。人ひと気けはない。住宅地の家屋の一割から二割程度がイルミネーションで壁面を飾っている。赤や緑に光り、点滅を繰り返す。


    



    　唐とう突とつだが、冴さえ子この意識はここで途切れる。彼女は自分の体が倒れ落ちるのを自覚しなかった。痛みも衝撃もなかったのだ。最後の瞬間に、見覚えのない白いコートの少女が闇の中に立っているのを見たような気がした。
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    　風かぜ崎さき美み保ほと風崎彰しよう吾ごは、駅前の広場にいた。中央に円形に並べてあるベンチに腰掛けている。太陽はとっくに沈んでいる。美保は弁当箱ほどの大きさをした金属製の装置を膝ひざの上に置き、そのモニタを見ていた。ときおり顔を上げて、周囲を歩いている人々を眺める。街灯の下で、彰吾は文庫本を手にし、身動きひとつしない。十二月二十四日の、午後九時二十分のことだった。


    「ないなあ」美保はモニタと通行人の観察を続けながら言った。普段目を隠している長い前髪は今は横によけてあり、視界が確保されている。「兄上、クリスマスプレゼントはありそうにないよ」


    「ふむ」と彰吾が低い声を返す。「そうかもしれん。だが、観察は継続しろ」


    「はあい」と美保が気だるそうに答える。


    「十時に交替だ」


    「了りよう解かいでーす」


    　彰吾は焦こげ茶色のコートと、色の濃いダメージデニム。両足を伸ばして組んで座っている。手には文庫本。革製のカバーが掛けられたものを、ゆっくりとしたペースで読んでいた。夜中だが、サングラスは掛けたままだ。


    「ところで兄上」と美保は言う。言ってから彰吾の返事を待つようにして黙った。彰吾は返事をしない。


    「兄上？」と美保がもう一度言った。


    「何だ」と彰吾。


    「サンタさんっていつまで信じてた？」


    「サンタさん？」


    「そう。サンタクロース」


    「ううむ」彰吾は小さく唸うなって文庫本を閉じた。「改めてきかれると、思い出せないな。小学校に上がる頃にはもうすでにわかっていたと思うのだが」


    「ああ、そんなに早かったんだ、兄上は」美保が感心したように言う。「わたしは、小学校五年生くらいまで信じてたよ」


    　彰吾は「そうか」とだけ言った。


    　美保は話を続ける。


    「五年生のときにさ、サンタクロースがプレゼントを持ってくるのを見ようと思って、布ふ団とんの中で頑張って起きてたんだ。実はそれ、三年生くらいからチャレンジしてたんだけど、二年連続でどうしても眠くなっちゃって、気がついたら朝になってて、プレゼントが置いてあったんだ。今度こそ、と思って、お父さんとお母さんには内緒で、寝る前にコーヒーを飲んだんだ。もう、ぎんぎんに目が冴えちゃって」


    「お前馬鹿？」と彰しよう吾ごが言った。「そんなことしてたのか」


    「兄上、ひっどーい！」美み保ほは一瞬だけ彰吾を睨にらみつけて、また膝ひざの上の装置に視線を戻した。


    「それでさ、それでさ」と美保が言う。「夜になるわけじゃない？　もちろん、布ふ団とんの中で目をつぶってるのね。寝た振りするわけ。起きているところを見られると、サンタさんが来ないんじゃないかと思って。で、布団に入って何時間経ったか知らないけど、何かが動く気配がしたのよね。あ、サンタさんの足音だ！　と思ったわけ。そしたら、わたしの頭のすぐそばに何かが置かれて。あ、プレゼントだ！　って思うじゃない？　そしたら、サンタさんが言うわけ。『美保、クリスマスおめでとう』って。お父さんの声だった」


    「妥だ当とうな結末だな」と彰吾が感想を簡かん潔けつにまとめた。


    「それから困ったわけ。果たして、サンタさんの正体がわかったと言っていいものかどうか」


    「なぜ？」


    「なぜって、だって、お父さんの反応がどうなるかわからないじゃない？　『サンタの正体を見破った美保には、来年からクリスマスプレゼントはあげないからね』とか言われたらどうしよう、って思うじゃない？　兄上だって、サンタさんがお父さんだって言わないし、言っちゃ駄目なことだと思ったよ。というか、今もそう思ってるし」


    「まあ、無ぶ難なんかな」と彰吾が言う。「少なくとも、言うと、親おや父じはがっかりしただろうな」


    「でしょ？」美保は顔を上げずにモニタを見たまま、自分の主張が正しいことを確認した。


    「お父さんが死ぬ前に、言ってあげれば良かったかな？　サンタさんの正体はお父さんだ！　毎年どうもありがとう！　って」


    「もっと他に言うことはないのか」彰吾が苦笑する。


    「でもさあ、兄上。ある年齢を越えると、もう『サンタさんが存在しない』ってことが常識になるよね？　誰も教えてくれないのにさ。ちょっと納得いかなくない？　もしわたしがコーヒー飲んで頑がん張ばってなかったら、中学生になっても高校生になってもサンタさんを信じたままだったよ、きっと」


    「そういう人もいるだろうな。統計がないから、はっきりしたことはわからんが」


    「それなのに、みんな知っているのが当たり前になるんだよ？　不合理じゃない？　一貫性ないよ」


    　彰吾は少し黙った。黙って考えた。


    「兄上？」


    「たぶん宗教なんだろうな」


    「何が？」


    「サンタクロースが」


    「子どもだけが信じる宗教、ってこと？」


    「それもある」彰しよう吾ごは小さく頷うなずく。「そしてもうひとつある。大人が子どもに信じさせなければならない、と思い込んでいる、という宗教」


    　美み保ほは彰吾の言葉を反はん芻すうした。モニタから顔を上げ、視線を上に外す。彼女は首を傾かしげた。


    「兄上、ややこしいよ」


    「要するに、すべては思い込みだ。不合理と美保が言ったのは正しい」


    「でしょう？」美保が嬉うれしそうに言う。


    「だが」彰吾は静かに口を開く。「不合理なのが楽しいのかもしれないな」


    「ああー。何となくわかるかも」と美保は言った。「でも、珍しいね。兄上が『楽しい』なんて言うの」


    「言っちゃ駄目なのか？」彰吾が苦笑する。唇の端のピアスが揺れた。


    「駄目じゃないけど珍しいよ。普段、兄上そんなこと言わないし、あまり笑わないじゃない」


    「まあ、確かに」


    「そんな兄上は、結婚して子どもができたらどうする？　子どもにサンタさんを信じ込ませるか。それとも、最初からサンタさんなんていないって言ってしまうか」


    「難しいな」彰吾は表情を戻した。口を閉じ、頭部をわずかに傾ける。そして答えた。「状じよう況きようによる」


    「そんな答えばっかりじゃーん、兄上ってばあ。たまには断言したら？」


    「断言できんな」と彰吾はきっぱりと断言した。「奥さんと子どもを見てから決める」


    「あ、賢かしこい」と美保が感心したように言う。


    「美保はどうする？　自分の子どもにサンタを教えるか？」と彰吾がきいた。


    　美保は答えない。モニタの上の一点を注視するように、頭こうべを垂たれた姿勢のまま、彼女は止まった。


    「どうした」と彰吾が言う。言いながら美保の顔をのぞき込む。


    「兄上」美保が嬉しそうに歯を見せ、彰吾に報告する。「ありましたぜ、クリスマスプレゼントが」


    「貸せ」彰吾は美保に近づき、装置を見せるよう要求した。


    「はいよ」と美保が差し出すや否いなや、彰吾は奪い取るようにして受け取る。サングラスを額ひたいに上げて、モニタを見る。


    「美保」彰吾は口元を緩ゆるめた。嬉しそうにピアスをなめる。「でかした」


    　彰吾は光を見ていた。強い、赤い光の点だ。


    　彼らの持っている装置は、魔力を探知するためのものである。装置周辺に魔力を宿した物体が現れると、その魔力の強さと位置をモニタに表示する。


    　風かぜ崎さき兄きよう妹だいは盗とう賊ぞくである。魔術関連の品々を見つけては奪い取り、しかるべきところに転売して利益を得ている。


    　正確には、盗とう賊ぞくとは言えない。彼らは盗賊行為を働くこともある、というだけであり、必ずしも押し入って強ごう奪だつするわけではないからだ。詐さ取しゆすることもあるので、詐さ欺ぎ師しであるとも言えるし、掏すり取ることもあるので、スリであるとも言える。言えることは言えるのだが、そもそも、風かぜ崎さき兄きよう妹だいは当然そんな自じ己こ申しん告こくをしない。表向きの肩書きは、美み保ほは高校生、彰しよう吾ごは無職である。


    「微び弱じやくな魔力だな」と彰吾は言う。モニタの光を見ながら、目を細めた。「だが、確認する価値はある」


    「兄上、もう一回位置を確認していい？」と美保が装置を取って見る。通行人を見てはモニタを確認し、位置関係を照らし合わせる。「ええと、よし、ターゲットはたぶんあの人だ！　覚えました！」


    「女だな。駅に向かっているな」


    「尾び行こうしますか、兄上」


    「当然だ」


    　美保と彰吾は立ち上がった。装置は手提げのバッグに入れて、美保が持つ。バッグはその装置専用に作られているもので、ジッパーを開けるとモニタの部分だけが露ろ出しゆつするようになっている。


    「こっちに来ているね」


    「待て、三人いるな」彰吾は女を観察して言った。


    　装置が探知したのは、長い黒髪の女だ。その横に、明るい髪の長身の女と、短髪で性別不詳の人物が一緒に歩いている。


    　相手がひとりであれば、ナンパかアンケートを口実にして話しかけて、隙すきを見て掏り取るのが一番簡単だ。しかし、複数人だと難度が上がる。盗みに気づかれる危険が大きくなり、顔を覚えられる可能性も上がる。誰かひとりにでも顔を覚えられてはいけない。夜で暗いとはいえ、彰吾は念には念を入れ、黒髪の女がひとりになるまで尾行することにする。


    「兄上はサングラスを掛けてるのに」美保が彰吾の意図を察して言った。「誰も兄上の顔は覚えないよ」


    　彰吾は答えない。三人の姿を見失わないよう注意する。人込みの中、一瞬の油断が失敗を生む。


    「兄上？」


    「三人が別れるまで尾行だ」彰吾が言う。「モニタの光の確認を怠おこたるなよ。品物を受け渡す可能性もあるからな」


    「了りよう解かいっす」


    「東方の三博士、ってやつだな。俺たちはふたりだが」


    「何それ」美保が訝いぶかしげに尋ねる。


    　彰しよう吾ごは黙って早歩きで進みだし、美み保ほは慌あわててそれについていった。


    



    　三人連れは、駅構内で二手に別れた。明るい髪の女が手を振って、他のふたりに別れを告つげた。ターゲットの女を含むふたりは同じ方面へ向かうらしい。


    　彰吾と美保も、切符を買って改札を通過する。明るい屋内に入り、早足で追いついたので、性別不詳のひとりが女性であるらしいことが見てとれた。


    　ふたりの女は電車の席に隣り合って座った。彰吾と美保は同じ車両の少し離れた位置に立った。美保はドアにもたれかかろうとした。彰吾はそれを見て、美保の肩を摑つかんで引き寄せた。


    「な、何、兄上？　何かついてる？」美保は摑まれた肩のあたりに目をやった。ドアが汚れていないかどうかを確認する。白いコートなので、汚れると目立つという事情もあった。


    「いや」と彰吾が首を振る。「別に何もついていない」


    「じゃあ、どうして？」美保が目を丸くしてきく。


    　彰吾は質問には答えずに目を背そむけた。


    「どうやら、あのハンドバッグの中だな」


    「そうっぽいね」と美保が答える。ふたりは装置ではなく、肌で魔力の気配を感じていた。それだけ近い距離まで来ているということだ。


    　彰吾の視線の先には、目標のハンドバッグがある。白いバッグだ。長い黒髪の女の膝ひざの上に置かれている。女は隣となりの短髪と携帯電話の画面を見せ合いながら、楽しそうに話している。

  


  [image: ]


  
    「あれで間違いないな、美み保ほ」彰しよう吾ごは低い声をさらに低くして言った。電車の走行音に溶け込みそうな声だった。


    「間違いないっすよ」と美保が答える。真ま似ねして声を潜ひそめている。


    「念には念を入れて、モニタでも確認しろ」と彰吾が短く命じた。


    「兄上、ひとついい？」


    「何だ」


    「これで確認するの？」美保は自分の膝ひざ元もとを指差した。装置の入った、黒いビニール製のバッグがある。


    「そうだ」彰吾は頷うなずく。


    「電車の中でこれをのぞくのって、めちゃくちゃ怪しくない？　目立つよ？　危険物所持者か、盗とう撮さつ者と思われそう」


    「そんなことはあるまい」　彰吾はコンマ五秒の思考の後で答えた。「何も知らない人間なら、ノートパソコンを持ち運んでいるアベックとしか思うまい」


    「兄上」美保が肘ひじから先だけを動かして挙手した。


    「何だ」


    「アベックって何すか、アベックって。死語っすよ。それに、今どきこんな分厚いノートパソコンなんてないっす」


    「その辺はどうでもいい。任意だ。少なくとも、俺の意見を言わせてもらえれば、『女の子が街で木に登って、手を滑らせて落下し、下にいた連れの男の後頭部に直撃する』という図のほうが、よほど不審だ」


    「それは言わないでよう」美保がしゅんとなる。


    「貸せ」彰吾が手を差し出した。


    　美保はバッグを彰吾に近づける。


    　彰吾は左手でそれを受け取ると、右手でハンカチを取り出し、バッグの表面を拭ふき始めた。拭きながらモニタが見えるように持ち替える。彼は首を低く傾げてのぞき込む。


    「綺き麗れいになった」と彰吾が言い、続けて「あれで間違いない」と美保だけが聞こえるように耳打ちした。バッグを美保に返す。


    「兄上、微び妙みように演技派だなあ」


    「微妙にとはどういう意味だ」


    「別にい？」美保は歯を見せて笑った。


    



    　電車がいくつかの駅に止まった後で、ほどなく、黒髪の女が席を立った。次の駅で降りるようだ。座っている短髪の女に小さく手を振る。


    　彰しよう吾ごと美み保ほはそれを見て、降りる用意をする。用意といっても、装置以外の荷物を持っているわけではない。単に体勢を整え、心づもりをするだけの話である。


    　ドアが開いた。女が降りる。他の乗客数人も同じドアから降車する。意図的に少し距離を置いてから、彰吾と美保もそれに続く。


    「見失うなよ」と彰吾が言った。


    「任せなさい」と美保が答える。


    　女を追う。ふたりは買った切符を通して改札を出た。ふたりは女の行き先を知らなかったので、かなり高い額の切符を買っていた。結果的にその必要はなく無駄になったわけだが、リスク回かい避ひのために必要な投とう資しであるとふたりとも理解している。乗り越し精算で時間をロスして、ターゲットを見失っては本も子もない。


    　美保が彰吾の前を歩く。ふたりの距離は徐々に離れていく。美保がターゲットに近づき、彰吾が後方で見張りも兼かねて不測の事態に備える。この役割分担が、風かぜ崎さき兄きよう妹だいの尾び行こう時の約束事である。


    　女は歩いて駅前の繁華街を抜け、住宅地に入る。美保がそれに続き、彰吾はさらにその後ろだ。女はうつむき加減に歩いている。夜十時過ぎ。人ひと気けはない。住宅地の家屋の一割から二割程度がイルミネーションで壁面を飾っている。赤や緑に光り、点滅を繰り返す。


    　美保は周囲を確認する。自分とターゲット以外に人はいない。後ろに歩いているのは彰吾のみ。目撃者はいない。好機だ。


    　美保は歩みのペースを速めて、さらに女に近づく。近づくといっても、それでも三十メートルの距離があるのだが、それで充分だった。美保が魔術を使える間合いだ。魔術行こう使しを始める。右の掌てのひらを女の後頭部に向ける。


    　魔術に対する抵抗力のない一般人が相手だ。意識を奪うのは容易たやすい。魔術行使を開始して二秒ほどで女は足を止めた。ゆっくりと倒れ落ちる。倒れながら体の方向が変わり、一瞬だけ、美保と女の目が合った。結局、女はまず膝ひざをつき、その後、身を前に倒し、うつ伏せになった。


    　改めて美保は周囲を見渡す。前後に伸びる一本道。前には誰もいない。後方の、かなり離れた位置に彰吾。誰も音を聞いていないはずだ。しかし、周囲の家から人が出てくると厄やつ介かいである。早く済ませてしまおう。


    　ハンドバッグの中を見ようと、美保は倒れた女に歩み寄る。すると、どこからか男の声が聞こえ始めた。聞き覚えのない声だ。姿は見えないが、ちょうど女が倒れている位置から聞こえる。誰かと話しているという風ではない。聞こえる声はひとり分だ。ひとり言だろうか。


    　彰吾を呼ぶべきかどうか迷う。危険ではないが、想定外の事態である。対処を誤あやまると窮きゆう地ちに陥おちいるかもしれない。


    　美保は振り返って、彰吾にサインを送る。前もって決めてあるジェスチャーだ。警戒レベル五段階のうちの一番下。念には念を入れて彰吾を呼び、判断を仰ぐことにした。


    「動くな」と後ろから突然、声がした。


    　美み保ほは首筋に何かを当てられていることに気がついた。


    　冷たい。


    　後ろから、刃やいばだ。


    　両手を挙げ、恐る恐る目の端で後方を見る。


    　金髪白人の女性が剣つるぎをこちらに向けていた。


    　街灯による逆光のために表情は読めない。


    　いったいどこから現れたのか。


    　周囲には誰もいなかったはずなのに。


    「動いたり、魔術を使う素そ振ぶりを見せたりしたら、斬る」と剣の女が言う。美保は黙って小さく頷うなずいた。


    「あの男も仲間だろ？」と剣の女はきいた。


    　本来なら、この質問には答えるべきではない。彰しよう吾ごに累るいが及およぶといけないからだ。敵と判断されれば警戒される。そうなると、美保が助かる確率も減少する。しかし、今回の場合、美保が彰吾にサインを送ったのがおそらく見られている。ここで噓をついても仕方がない。美保は先ほどと同様、頷いた。


    「正直でよろしい」


    「あなたは誰？」と美保はきいた。


    　首に当てられている剣に力がこもった。許可なくしゃべるな、という意思表示だ。


    「す、すみませんでした」と美保はすくんだ声で謝る。


    「そこの男、こっちへ来なさい。顔が見えるように」女は彰吾に呼びかけた。


    　美保は顔を上げる。彰吾がポケットに手を入れたまま歩いてくる。サングラスが光る。


    「参ったな」と彰吾が言った。


    「そこに座りなさい」と剣の女が命じた。


    　彰吾は言われるままに地べたに腰を下ろす。冬のアスファルトの上に、彼は胡坐あぐらをかいた。


    　女剣士は美保の首根っこをきつく摑つかんだ。黒い手袋だ。美保が思わず顔をしかめる。首筋に当てられていた剣身が離れ、今度は先端が後頭部に突きつけられた。


    「あなた、両手をもっと高く挙げて」


    　美保は万ばん歳ざいをする形になる。コートの袖そでの部分がずれ落ちた。


    　女は剣を持っていない手を、美保の両手首に移動させた。穴がふたつ開いた薄い金属片を持っている。角が丸い長方形だ。彼女はそれを美保の手首に押し当てた。機構が動作し、手首が拘こう束そくされる。


    「これ、手て錠じようだから」女は金属片に触れながら言う。「当然、魔術に対しての抵抗力がある。衝撃にも強い。協会の人間でないと外せないから、無駄な足あ搔がきはしないでね」


    「協会か」と彰しよう吾ごは座ったままで言った。「初めて会うな」


    「風かぜ崎さき彰吾と風崎美み保ほ。間違いないね？」


    　彰吾は黙る。協会の情じよう報ほう網もうに感心する。ふたりは今まで盗みの手がかりを残したことはなかった。当然、捕まったこともないし、追われた経験すらない。にもかかわらず、すでに顔と名前が割れている。


    「魔術師の情報なら、協会は世界一だと思うよ。あなたたちが盗賊行為をしていたってことは知らなかったけど、名前だけならちゃんとリストに載っている」


    「何で俺たちをマークしてたんだ？」と彰吾がきく。


    「何のことかしら？」


    「まさか偶然居合わせた、というわけでもなかろう」


    「通報者がいたから。あなたたち、今日、カブトムシを襲って取り逃がしたでしょう？」


    「なるほど」と彰吾は平へい坦たんな調子で言った。内心では、情報伝達の速度に舌を巻いていたが、顔には出さなかった。


    　協会組織のことを知らない魔術師はいない。魔術の存在が世せ間けん一般に知られてしまうと、魔術師たちは困ったことになる。個人的に罪のない頼まれごとをされるくらいで済めばまだいいのだが、魔術が軍事利用されたり、魔術師たちが集団的に不当な差別を受けたりすると事態は深刻になる。魔術師たちは魔術が使えるというだけで、ほとんど一般の人間と変わりない。多くが人間社会に溶け込んで、魔術を使うことなく生活を営いとなんでいる。その均きん衡こうが崩れないよう情報を操作するのが、協会の仕事のひとつだ。


    　魔術の周知防止のため、一般人に対する魔術行こう使しは禁じられている。魔術師同士であれば許きよ容ようされるが、それでも、一般人に目撃されてはならないという規制がある。


    「逮捕容よう疑ぎは、対一般人魔術行使か」彰吾は溜ため息いきをついた。白い。


    「今はね」と女は言う。「今後、取調べで余よ罪ざいを追及させてもらうよ」


    　彰吾は「ふうむ」と唸うなった。「しかし、当然かも知れんが、協会から日本に派は遣けんされているだけあって、日本語がうまいな」


    「無駄話はしない」と女が強い口調で言う。


    　彰吾は微笑ほほえんで、「やれやれ」と首を振った。


    「では、あなたも拘こう束そくします。抵抗すると、この娘の首を斬るからね」女は彰吾にそう言うと、今度は美保に忠ちゆう告こくする。「お兄さんにも言ったけど、この手錠、もちろん魔術師用だから、もうあなたは魔術を使えない。あなたはもう何もできない」


    　美保は依然両手を挙げたまま、後頭部に剣を突きつけられている。目を見開き、何も言わない。


    　彰吾はおもむろに立ち上がった。デニムの尻と太ふと股ももの裏を手で払う。


    「立っていいなんて、誰も言ってない」


    　女は彰しよう吾ごを睨にらみつけた。


    　彰吾は空を見上げる。都会の夜空。晴れているが、星は少ない。サングラスを外して言った。


    「お前の指図を受けるなんて、誰も言っていない」


    　彼はそう言ったきり、口を閉じた。眼光鋭するどく、女の顔を串くし刺ざしにせんとする視線。微び動どうだにしない瞳。筋肉の力強い緊張が、服の上からでもありありとわかる。


    「あっそう」と剣つるぎの女は冷たく言う。美み保ほに突きつけた剣先に力を入れる。入れたつもりが、うまくいかない。そこで女はようやく異常に気がついた。剣が動かないのだ。女は眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「美保」彰吾はサングラスをポケットにしまい込んだ。「蹴っていいぞ」


    　その瞬間、美保は躊ちゆう躇ちよなく動いた。頭部を左横にずらし、剣を避よける。挙げていた両腕を前方に振り下ろす。それに合わせて、体ごと前に倒れ込んだ。彼女は手首に錠じようを掛けられたまま、地面に手をついた。その勢いで、彼女は思い切り後ろ足を蹴り上げる。孤こを描いた右足の踵かかとが、剣を持つ女の顎あごに直撃した。


    　女剣士は衝撃で吹っ飛んだ。剣を持っていた右手が離れ、後方へ倒れる。彼女は辛かろうじて受け身を取った。


    　剣は、落ちなかった。


    　支えを失った剣は、通常なら重力に従って落下する。しかし、剣は依然そこにあった。誰も剣を握らないままに、空中に浮かんで静止している。


    「兄上！」美保が彰吾のほうへ駆け出す。泣き出しそうな表情だ。彰吾は美保の肩を抱きとめた。ふたりは倒れている女を見る。


    　女は手をついて身を起こした。ダメージは小さくない。小刻みに震えている。呼吸が荒い。歯を食いしばっている。


    「カポエラか……」女が吐き捨てるように言う。


    「え？　カポエラって何？」と美保がきょとんとする。


    「カポエラなんかじゃないけどな」と彰吾が言った。


    「まさか、あの体勢から蹴りが飛んでくるとは……」


    　立ち上がろうとした女は、再び地面に手をついた。何度も瞬まばたきをする。


    「馬鹿な……」と彼女は呟つぶやいた。「た、立てない……」


    「完全に脳が揺れちまったみたいだな」と彰吾が女の状態を分析する。「ラッキー」


    「そだね、ラッキーパンチ。じゃなかった、キックだ」と美保が頷うなずく。


    　女は膝もついて四つん這ばいになる。焦あせりからか、脂あぶら汗あせが流れ落ちた。


    「お前、エリス・ポイントナーだろ？」と彰吾がきいた。


    　女は地に手をついたまま、黙って彰吾を睨にらんだ。まだ、立ち上がれる状態ではない。彰吾の言ったとおり、美保の蹴りはものの見事に女の脳のう髄ずいを揺らしていた。


    「兄上、エリス……、何だっけ？」


    「エリス・ポイントナー。ポイントナー家の長女だよ」


    「え！」美み保ほが思わず口に手を当てる。「名門じゃん」


    「代々、協会の要よう職しよくに就ついていたよな。こいつもそうだ。エリートだ。こいつの妹は妹で、若くして魔術工学のエキスパート。まったく、眩まぶしいな」


    　彰しよう吾ごは何の前触れもなしに、起き上がりかけていた女の顎あごを蹴り上げた。衝撃音。同時に、女の口から空気とともに低い音が漏れた。彼女は地面に転がる。


    「さっさと美保の手て錠じようを解いたらどうなんだ」


    　彰吾は威圧的に女を見下ろす。女は閉じていた目を開ける。青い目だ。小さく息をついて、美保を見た。金属片が落ち、からんという音を立てた。女が念じて、美保を解放したのだ。


    「諦あきらめが良くて助かった。話がわかる女だな。しかし、その状態ではろくな魔術も使えまいに、解錠はできるのか」彰吾は頰に手を当てて言った。「まあ、いい。念のため、対象をお前に変えておこう」


    　女の胸むな倉ぐらを摑つかみ、無理やり立ち上がらせる。彰吾は右手だけで彼女の体を持ち上げた。つま先が地面から離れる。女性にしては長身だが、それでも、彰吾のほうが背が高い。


    　そのとき、彰吾と美保の後ろに浮いていた剣が落ちた。手錠が落ちたときよりも大きな音がした。


    　そして、彰吾は女を摑んでいた手を離す。女は落下しない。地面からわずかに浮いたまま、女はその場に停止している。


    「そ、そういう魔術か……」と女は言った。体を必死に動かそうとするが、まったく身動きが取れない。


    「あれ、兄上？　兄上の魔術って、魔術師には通用しないんじゃなかった？」と美保がきく。


    「余計なことを言うな」と彰吾が鋭するどく言い放つ。「今は効くんだよ」


    　彰吾の魔術は、物体を静止させることに特化している。昼間、カブトムシの動きを止めたのも、女の剣を空中に固定したのも、そして今、女剣士の体の自由を奪っているのも彰吾の魔術の力だ。


    　しかし、その力は限定的である。美保が言っていることは正しく、通常であれば、魔術師は外部からの魔術に対して抵抗力を持っているため、一般人のように簡単に操あやつられたり、意識を奪われたりはしない。剣つるぎの女は、協会から派は遣けんされた、しかも名門一族の魔術師である。本来、彰吾の魔術は彼女の体を留とどめることなどできない。しかし、今は例外だ。美保の蹴りによって、女は戦闘不能となった。女の肉体に通う魔力量が激げき減げんしたのを見み逃のがさずに、彰吾は魔術を発動した。


    　彰吾に限らず、魔術師は皆、自分の能力の特徴や限界を他人に知られることを嫌う。知られると、戦闘の際に不利になることは必ひつ定じようである。「余計なことを言うな」と美保を叱しかったのはそのためだった。


    「さて、色々と興味深いものが転がっているな」


    「色々と？」美み保ほが隠れていないほうの目を丸くする。「兄上、あのハンドバッグの中以外に、何かあるの？」


    　彰しよう吾ごは質問には答えず、膝ひざを屈かがめた。今しがた空中から落下した剣つるぎを拾う。彼は左手でそれを握った。右手を軽く添え、二、三回と振り回す。


    「ほほう」と美保が唇をすぼめた。「兄上、体育の剣道の成績良かった？」


    「別に」と彰吾は言う。言いながら振るのをやめ、持ったままの剣をまじまじと眺めた。


    「兄上？」


    「まさか、この手で持つことになろうとはな」


    「何の話？」


    「美保が知らないのも無理はない」と彰吾は言い、もう一度剣を振った。「『ラウム』だ」


    「え？」


    　その瞬間、美保の視界から彰吾の姿が消えた。彰吾は剣を動かした以外に、何もしなかったはずだ。棒立ちの状態で移動などできるはずがない。美保は状じよう況きようを把は握あくできない。混乱したまま周囲を見回した。


    　白人の女は、依い然ぜん彰吾の魔術で自由を奪われたままだ。彼女は「あんなにあっさり使いこなすとはな」と呟つぶやいた。


    　美保はそれを聞いて、女に尋たずねた。「あれは何なの？　剣に何か仕掛けがあるの？」


    「彼が戻ってきたら、直接教えてもらうといい」女は目を背そむけて言った。敗北の悔くやしさからか、口をへの字に曲げる。


    「戻ってきたら？」と美保が言う。


    「戻ってきたぞ」と彰吾が再び姿を現あらわす。


    「あ、兄上！　今のいったい何、何？」


    「『ラウム』だ」と彰吾は笑顔で言った。サングラスで目が隠れているため、口だけが笑っている。


    「あのー、もう少しわかりやすく説明してもらえないでしょうか？」


    「ああ、悪い悪い」彰吾は嬉うれしそうに言う。「この剣は、ただ物を斬るだけの剣じゃない。異空間への鍵かぎなんだ。売れば相当な金額になるだろうな」


    　彰吾はラウムについて説明した。


    　この剣の銘めいはラウム、日本語にして「空間」である。その名のとおり、ラウムは空間を斬る刀だ。現実世界で魔術を込めてラウムを振るうと、空間に裂け目ができ、異空間への扉とびらが開かれる。裂け目に触れると、空間を行き来することができる。


    　異空間の中に入ると、そこでは重力の概がい念ねんや障害物は存在せず、人間の移動は極めて自由である。空中や地中も歩くことができる。異空間でもう一度ラウムを振るうと、現実世界に戻れる。空中や地中で振るうこともできるが、それをすると使用者が困ったことになるのは言うまでもない。


    　彰しよう吾ごは初めての使用にして、ラウムの特性を完全に理解していた。ラウムを手にして数十秒で、事前知識の確認を済ませたのだ。


    「ああー！」美み保ほが大おお袈げ裟さに言う。「そっか。だから周りに誰もいなかったはずなのに、突然出てきたのか、この人。えっと、エリス・ポイントナーさん」


    「そういうことだ」


    　宙に浮いた金髪の女は、自分の体を懸けん命めいに動かそうとしている。表情に力が入る。


    「無駄だ」と彰吾が女に言った。「まあ、聞かれてしまったから最後まで教えてやろう。俺は物体の運動を止める魔術を使う。目の届く範囲であれば、対象に触れることなく発動できる。例外があって、対魔力抵抗力の高い魔術師に俺の魔術は通じない。だがな、一度捕らえてしまいさえすれば、魔術師だろうが何だろうが関係ない。おまえの体は空間に磔はりつけにされたんだ。こうなったらトラックに撥はねられようが地震が起きようが、びくともしない」


    「殺すつもりか」と女は言った。「そんなに丁てい寧ねいに説明したということは、もうわたしを生かしてはおくまい」


    　彰吾は何も言わない。無表情のまま、女の顔を見た。サングラスとピアスが静かに光った。


    「え？　兄上、殺しちゃうの？」と美保が驚いてきいた。「ちょっとちょっと、まずいよ兄上。わたし嫌いやだよ。え？　本気？　ねえ？　ちょっとお！　兄上、何か言ってよう！」


    「殺すなんて言ってないだろ」と彰吾が囁ささやいた。


    「なあんだ。良かった」と美保がほっと息をつく。


    「殺すつもりなら、とっくに殺している。俺の魔術で呼吸や心臓の鼓こ動どうを止めれば、それで済む話だ」


    「なるほど」と女は言った。「では、わたしをどうするつもりだ？」


    「このまま逃がすとまずいよね？」美保は心配そうな顔をする。「この人、協会の人なんでしょう？　ということは、逃がしちゃうと、わたしたちは指名手配とかされるんじゃない？」


    「そこまで大袈裟なことにはならないだろうが、まあ、それに近いことにはなるな。俺たちは協会に目をつけられるだろう。悪くすると、追われて捕まる。まあ、逃がしても逃がさなくても、あまり状じよう況きようは変わらないが」


    「まずいじゃん！」


    「だが」彰吾がラウムを構え直した。「こうしようか」


    　大きく振りかぶった彰吾は、女に向かって一息に剣を振り下ろした。剣の先は、女の鼻先を通過した。美保がそばで息を呑む。女は表情を変えなかった。消え去るまでは。


    　彰吾は剣を下ろした動きのまま、女の背後に回り、女の背中を肘ひじで押した。彼女の体は、ラウムによってできた空間の裂け目に触れた。裂け目は女を呑み込む。現実世界から、彼女は消え去った。


    　美み保ほはその一いち部ぶ始し終じゆうを黙って見ていた。何が起きたのかを完全に理解したのは、女が裂け目に消えてから十秒ほどが経った後だった。


    「な、なるほどー」と美保は言った。


    「理解できたか？」彰しよう吾ごは手首で剣をくるくると回した。


    「できましたー！」美保は挙手をした。


    「こうやって異空間に閉じ込めておけば、しばらくは問題ない。俺の魔術は解いたから、体の自由は利きくようになったはずだが、空間の鍵かぎであるラウムは俺が持ってるわけだから、エリスは出て来ることができない。行方ゆくえ不明だ」


    「兄上、すっごいねえ」美保が手を叩く。「あれ？　でもさあ、異空間の中って、わたし見たことないからわからないけど、ご飯とかはあるの？　食べ物」


    「ないよ」彰吾が即答する。


    「じゃあ、あのエリスさんは飢うえ死にしちゃうじゃない！」


    　美保の言葉に、彰吾は余よ裕ゆうをもって首を横に振った。問題ないさ、と彼は言った。


    「どうして？」と美保が尋たずねる。


    「すぐに出してやるから」


    「え？」


    「エリス・ポイントナーを人ひと質じちにしてやればいい」彰吾は表情を変えない。「彼女を人質にして、大金を手に入れる。解放した後、得た金で別の場所に移動する。こうなった以上、拠きよ点てんを変えないことには、やっていけない」


    「移動、するんだ？」


    「しなきゃならんだろ？」


    「あの、兄上、もしかしてさあ」美保がうつむいて言う。


    「何だ」


    「エリスさんを殺して口封じすれば、わたしたちは移動しなくて良いの？　兄上、人を殺さないことで、ひょっとして無理してない？」


    「殺すのは嫌いやなんだろ？」彰吾がきく。


    「うん、まあ、そうなんだけど……」


    「だけど？」


    「それで兄上が面倒なことになるのなら、人を殺すのを我が慢まんしてもいいよ、わたし」


    　彰吾は再び夜空を見上げた。目が慣れてきたのか、さっきよりも星が増えて見えた。


    「兄上？」


    「大差はないな」彰吾は美保のほうを見た。「すでに、俺たちの人相や特徴などの情報は、協会に伝わってしまったと考えるべきだ。そうでなければ、あのエリスが俺たちを尾び行こうできるはずがない。となると、ここでエリスを殺しても口封じにはならない。エリスの死亡を確認したら、協会は大たい挙きよして俺たちを追い詰めるだろう。エリスを生かしておいて協会に戻らせると、エリスは協会に俺たちのことを報告する。そうなると、やはり俺たちは追われる。同じだな」


    「そっか」と美み保ほが息を小さく吐きながら言う。


    「ただ、生かして帰すと、俺や美保の情報がより多く報告されてしまう、ということは言えるかもしれない。まあ、たいしたことじゃない。俺たちは逃げるんだから」


    「人ひと質じち作戦でお金を手に入れてから、だよね？」


    「ああ」彰しよう吾ごは頷うなずいた。「そのとおりだ」


    「どこからお金を手に入れるの？　協会？」


    「いいや」彰吾は今度は首を振る。「相手が手て強ごわすぎる」


    「じゃあ、エリスさんのお父さんとか？」


    　再び首を振る彰吾。「遠すぎるだろう。オーストリアだぜ？　それに、エリスの父親も協会の人間だ」


    「ええー、わかんないよ、兄上。誰なの？」


    　美保の質問に、彰吾は言った。


    「マリア・ポイントナーさ」


    「え？」


    「エリスの妹だ。今、日本にいるらしい」


    「兄上はどうしてそんなことを知ってるの？　新聞を毎日読んでるから？」


    「俺もさっきまで知らなかったさ」


    　彰吾はゆったりと歩く。進む先には、依い然ぜん美保に意識を奪われたまま倒れている黒髪の女の体があった。そばに落ちているハンドバッグを指して、彰吾は言った。


    「ここから漏れてくる声を聞くまではな」


    



    　　　　＊


    



    　俺は今、冴さえ子このハンドバッグの中にいるはずだ。しかし、外では異常事態が発生しているらしい。何も見えない俺だが、それくらいのことはわかる。


    　まず、ＧＰＳ情報がおかしい。冴子が自宅に着いたわけでもなく、立ち話をしているわけでもないのに、動きがない。


    　そして、聞こえてくる声。冴子の声はそこにはない。近くには三人の人間がいるようだ。冴子がどうなったのか、俺にはわからない。


    　極めつけは三人の会話の内容だ。男がひとりと女がふたりいるようだが、そのうちのひとりはエリス・ポイントナーだった。エリスは、つい先月知り合った魔術師だ。


    　他の二名もどうやら魔術師らしく、若い女の子の声がしきりに「兄上」と言っているところから、どうやら兄きよう妹だいらしいと推測できる。しかし、このご時じ世せいに「兄上」という呼び方はどうなんだ？　時代劇かい、とツッコミを入れたいところだ。


    「はは、ツッコミが来たぞ。聞こえたか、美み保ほ」男は笑い交じりに妹に言った。妹の名は美保というらしい。兄の名前はまだわからない。


    「ほんとだー」と美保は言った。「あの中に何かいるの？」


    「おそらくは」兄が言う。


    「じゃあ、バッグの中を見てみるね」


    「用心しろよ」


    「了りよう解かい」


    　ハンドバッグに美保の手が軽く触れたらしく、周囲の空間が一瞬だけ動くのを俺は感じ取った。用心するという予告どおり、指で突いて様子を見たようだ。


    「生き物じゃないっぽいね」と美保は兄に確認する。


    「話の内容を聞くに、おそらく携帯電話だ。さっき、ＧＰＳ情報がどうしたこうしたと言っていた」


    「携帯電話？」美保の声が少し大きくなった。「兄上、本当に？」


    「確かめてみればいい」


    　その三秒後、空間が揺れ動いた。美保の手がバッグの中に入ってきたらしい。その手は俺を探して動いている、ほどなく俺を探り当て、握って俺を外に出した。外も暗いため、俺にとってはあまり変わりない。一瞬だけ街灯の光が視界に入った程度だ。


    「これ？」と美保が俺の視界の外で言う。「本当にこれがしゃべってるの？」


    「貸せ」と兄のほうが言う。


    　俺の視界が乱暴に揺すられる。白いコートの布地が一瞬だけ見え、その後、俺の目の前には男の顔があった。サングラスを掛けている。唇にピアスをしている。二十代だと思う。俺よりたぶん年上だ。


    「年上って、そもそも、お前いくつだよ？」と男がきいた。「携帯電話のくせに」


    　なるほど、もっともな質問だ、と俺は思った。俺は二十歳はたちの人間だったこともあったが、今は違ったのだった。


    「ほほう。それなら確かに俺のほうが年上だ」と男が言う。「元人間か」


    　その後、男はしばらく黙った。美保も何も言わない。男の手が、俺の体を丹たん念ねんに調べている。


    「やはり、微び量りようだが魔力を感じる」


    「あの装置は、この携帯電話を感知したんだね」


    　この兄妹は俺にはわからない話をしている。しかし、ある程度の推測はできる。この兄妹は冴さえ子こを襲った。そして、取り押さえようとしたエリスにも勝った。ふたりは冴子が持っていた携帯電話、つまり俺を狙ねらっていたようだ。だとしたら、冴子には申し訳ないことをした。


    「兄上、それで、この人、いや、人じゃないか、この電話が言っていたの？　マリア・ポイントナーが日本にいるって」


    「そうらしい。さっき、こいつはそう言った」


    　実のところ、あまり言いたくはない。マリアの情報を知られると、こいつらはマリアに危害を加えるかもしれない。そうなると困る。それは俺も重じゆう々じゆうわかってはいるのだが、心の声がすべて聞かれてしまうこの状じよう況きようでは、情報を隠そうという努力は無意味だ。砂さ原はらは「内ない言げん語ご」と言っていた。あんまりだ。


    「マリアって、ファーストネームを呼び捨てにしてるねえ」と美み保ほが言う。「仲良さそう」


    「マリア・ポイントナーがこいつを作ったらしい」


    「え？　そうなの？」


    「そうだろ？　なあ、携帯電話よ」


    　俺の名前は藪やぶ沢さわ大だい地ちだ。俺は先月死亡した。俺が死ぬ前、知らないうちに、マリアは実験のために俺の精神の複製を行った。そうして、俺は携帯電話に保存されることになった。


    「へええ」と美保の驚きの声が聞こえる。「すごいねえ」


    「本当ならな」と男は言った。言ったと同時に、視界が飛んだ。「おっと」と美保が言った。どうやら、男は俺を放り投げ、美保がそれを受け取ったらしい。


    「投げたことをよくわかったな、藪沢大地」と男が言った。


    「ねえ兄上、『本当ならな』っていうのはどういう意味？」


    「おそらく噓だ、という意味だ」


    　噓？　俺は噓はついていないんだが。


    「こいつはおそらく、マリア・ポイントナーが作った人工知能だろう。あの天才少女は、そんな研究もしていたからな。こんなものを作れるのは、世界でも数人だ。しかも魔術に関わっている人間となれば、まずマリア・ポイントナーで間違いない」


    「ということは、こんな風にしゃべるようにプログラムが組まれてるの？」


    「そういうことだ」


    「ははあ、よくできてるなあ」


    　美保の顔が俺の正面に現れた。俺のカメラをのぞき込もうとしているらしい。彼女の前髪は長く、左目が隠されていた。右目は二ふた重えまぶたで、唇はほんの少し突き出た形をしている。


    「俺の妹に手を出すなよ」と男が凄すごみを利きかせて言った。


    　手を出すとか、出さないとか言う以前の問題があると思うんですけど、その辺どうなんでしょう。


    「ねえ、兄上。プログラムで、こんな的確で面おも白しろい回答ができちゃうものなの？」美保が視線を別の方向へ向けた。おそらく、そちらに彼女の兄上がいるのだろう。


    「できるから、天才なんだ」と男は言った。


    　この男、誤解しているようではあるが、マリアを天才と評価しているところは砂さ原はらと同じだ。やはり、マリアは有名人なんだな、と再認識する。とてつもない水準のプロジェクトに巻き込まれてしまったのだと、今さらながら実感した。


    「兄上、こいつ、兄上が誤解しているって言ってるよ」


    「言わせておけ。そういう風に作られてしまっているのだからな。機械はプログラムされたように動くものなんだ。俺たちが何か言ったところで、意見を変えることなどできないんだ」


    　そういう風に作られてしまっている、と男は言った。俺はその言葉について考える。


    　俺は大学二年生だった人間である藪やぶ沢さわ大だい地ちのコピーだと自覚しているが、よくよく考えれば、それはマリアの説明を鵜う呑のみにしたからだ。もし、この男の言うように、実は俺はマリアがゼロから作り上げた人工知能で、二十年分の記憶を植えつけられていたとしたら。そして、もし、噓の説明をされていたとしたら。確かに、誤解しているのはこの兄上のほうではなく、この俺ということになる。


    「何か、ちょっと高等な思考を始めちゃったよお」と美み保ほが目を細めて言う。「可愛かわいいー！」


    　可愛いか？


    「可愛いか？」と男は俺と同じ台詞せりふを口にした。


    「あ、今、かぶったね、兄上。同じこと言った」


    「やれやれ」と男が呆あきれる。「藪沢大地と言ったな。俺の名は風かぜ崎さき彰しよう吾ごだ。今後、『男は』とか『兄上は』とか言うのをやめろ。いいな？」


    　わかりました。と俺は思った。


    「お前は極めて高度な人工知能だ。俺は専門外で詳しくはないが、おそらく、現時点での世界最高水準だろうな」


    　そいつはどうも、と思ったが、俺は別に褒ほめられてはいないのだった。褒められているのは、マリアだ。砂原知とも樹きも含まれているのだろうか。


    「砂原知樹って誰？」と美保がきいた。俺ではなく、彰吾に向かってきいた。


    「こいつに教えてもらうとしよう」と彰吾が言う。美保が俺のほうに向き直った。


    　砂原知樹は科学者で、マリアの協力者だ。先日、マリアとザムとミエのために、自分の研究設備の一部を貸し出した。その見返りに、マリアが持っていた実験サンプルを借り、それを無断で複製した。複製して出来上がったのが、俺だ。


    「ということは、今、マリア・ポイントナーは砂原の施設の中にいるわけだな」


    　たぶんそうだ。俺は彰吾の質問に答えた。そろそろやばいな、と思う。俺は、マリアや砂原にとって不利な情報を流しすぎている。


    「自覚はあるんだな」と彰吾が言った。


    「何だか可哀かわい想そう」と美み保ほが言ったが、あんまり可哀想という感じの顔ではなかった。にやにや笑っている。


    「しかし、今お前が流した情報の中でさらに興味深いものが出てきたな。ザムとは誰だ？　ミエとは誰だ？」


    　俺は答えたくはない。答えたくないのに、質問されるとその答えを思い描いてしまい、それは彰しよう吾ごと美保に伝わってしまう。ザムはしゃべるカブトムシで、マリアから魔力をもらって生きている。家族思いで、不思議な力が宿ったツノを持っている。ミエはマリアの使用人で、冴さえ子こと顔がそっくりだ。無口だ。水すい晶しよう玉だまで遠えん隔かく透とう視しができる。


    「昼に見たあのしゃべるカブトムシはザムというらしい」と彰吾が笑いながら言った。


    「すごいね兄上！　繫つながっちゃったよ色々と！」


    「よし、砂さ原はら知とも樹きの施設の連絡先を調べるとしよう」


    「それで、取引をするんですか、兄上」


    「ああ」彰吾は言う。「金になる研究をしているようだからな。たっぷり搾しぼり取ろうじゃないか。現金でなくても、ザムを奪ってしかるべきところに売るという手もある。いずれにせよ、明日の日の出までには済ませたいな」


    「はやっ！」と美保は叫んだ。現在、時刻は午後十一時前だ。「いや、いつものことだけど、兄上は行動が早いなあ」
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    「俺たち自身へのクリスマスプレゼントだ」


    「ああ、なるほど。それなら、夜のうちに終わらせないとね」美み保ほは納得したらしい。


    「電話帳に載っていればいいのだが、ネットで検けん索さくしたほうが早いかもな」


    「じゃあ、ネットカフェに行きましょう」


    「その前に、あの倒れてる女をどうにかしないとな。冴さえ子こ、と言ったかな、藪やぶ沢さわ大だい地ちよ」


    「あ、そっか。救急車を呼んだほうがいいかな？」


    「そうしてくれ」


    　こうして美保が手早く救急車を呼び、その到着を待たずに俺は魔術師の兄きよう妹だいにネットカフェまで連行される。俺は彰しよう吾ごか美保のポケットに入れられたらしく、視界は再び真っ暗だ。


    　俺は、闇が嫌いだ。


    



    　　　　＊


    



    「いやあ、美お味いしいなあこれ。ミエさん、これなあに？」とザムがきいた。俺のそばで何かを食べているらしい。視界の外なので、俺からは見えない。


    「お寿す司しでございます」とミエが答えた。「日本の伝統的な料理です」


    「へえ。覚えとこうっと。『オスシ』ね。今度ミエさんが作ってくれない？」


    「作ることはできるとは思いますが、マリアお嬢様はザム様に食べさせようとされないかと」


    「ええー、固いなあ」ザムが嘆なげく。「じゃあ、今日、このパーティーでたっくさん食べとかないとね。マリアが離れているうちに！」


    　ここは砂さ原はらの施設の一室である。砂原が先日言っていたクリスマスパーティーが開かれている。純白のテーブルクロスが掛けられた円形のテーブルがいくつかあり、その上には料理の大皿と取り皿が載っている。パーティーの始めにクラッカーが派手に打ち鳴らされ、その後始末は完全にはなされていない。グレーのカーペットの上に、色とりどりのリボンが数本放置されているのが見える。


    　俺はなぜかテーブルの上で充電されている最中である。パーティーの様子を俺にも見せようという砂原の配はい慮りよらしいが、充電器本体とそこから伸びるコードは、明らかに場にそぐわない気がする。そして、寿司を食べるカブトムシはそれ以上に異様である。


    「ミエさん、ザムくん、ご一緒してよろしいですか？」砂原の声が遠くから聞こえた。「それに、ダイチくんも」と耳打ちで付け加える砂原。まあ、耳がないのに耳打ちというのも変な話だが。視界の中に、砂原の顔が現れる。アルコールが入って、ほんの少し赤くなっている。


    「砂原さん砂原さん、どうしてそんなにこそこそ話しているの？　携帯電話くんに何か弱みを握られているの？」


    　そんなわけないだろ、と俺はザムにツッコミを入れておく。どうしてそういう発想になるのかわからん。


    「ははは」と砂さ原はらが軽く笑って、声を低くして言った。「いや、ここのスタッフは魔術には不案内でね。ザムくんやダイチくんの声を聞くことができる人間はおろか、そもそも、魔術の存在自体を知らないんだ。だから、彼らから見て怪しいと思われてしまうだろう？　携帯電話に話しかけたりしたらさ」


    「僕はいいの？」


    「ザムくんはカブトムシ、生き物だからね。大丈夫さ。話しかけてもそう不自然じゃない」


    「え？　何で何で？」


    　ザムは訝いぶかしげだが、俺は砂原の言っていることが理解できた。確かにな、と思った。


    「ええー？　僕は理解できないよ。カブトムシが良くて、携帯電話くんが駄目っておかしくない？　可哀かわい想そうな携帯電話くん。不公平だよ。偏へん見けんだ偏見だ」


    　偏見という難しい単語が使えるようになっているあたり、ザムの日本語は日々進歩しているな、と思う。


    「ミエさんはお酒はいかがです？」砂原が姿勢を正したので、顔が俺の視界の外に出て、服装が見えた。白いワイシャツと黒のズボン。仕立ては良さそうだが、シャツの裾すそを出している。「お望みなら、何かお持ちしますよ」と砂原は申し出た。


    「結構です」とミエが言った。


    「ミエさんって、お酒は飲まないの？」とザムがきく。


    「ええ」


    「では、ソフトドリンクをお持ちしましょうか」


    「お構いなく。まだこちらにございますので」


    「そうでしたか。これは失礼」砂原がお辞じ儀ぎをする動きが見えた。物腰が柔やわらかい。


    「じゃあ、砂原さん、僕が飲んでいい？　お酒」


    「ザム様、いけませんよ」とミエが即座にたしなめる。


    「いやいや、ミエさん、今日は特別ですよ」砂原が横から口を挟はさんだ。


    「しかしですね……」


    「お話に入れていただいてよろしいですか、ドクター？」


    　ミエが砂原に反論しかけたところに、マリアの声が飛んできた。やや離れたところから、マリアがこっちに歩いてくるのが見えた。白いドレスを纏まとっている。肩が露ろ出しゆつするタイプのものだが、寒くないのだろうか。


    「ご心配ありがとう、ダイチ」とマリアが顔を近くに寄せて囁ささやく。


    「ミス・ポイントナー。楽しんでおられますか？」


    「ええ、とても」


    「しゃこーじれいじゃないの？」とザムが言う。


    「いや、社交辞令でも嬉うれしいですよ。こうして、ここにいてお話しができるというだけで、スタッフも喜んでおります」


    「社交辞令ではありませんよ」とマリアが優ゆう雅がに言った。「この施設の研究員の皆様は、本当に優秀だわ。お話ししていてとても面おも白しろいですし、刺激的です。さすが、ドクターが集められただけのことはありますね」


    「やはり、研究のお話を？」


    「主には。そうね、九十パーセントくらいは研究についてですね」


    　残りの一割がどんな話題なのかが気になるところだ。


    「僕は九割のほうが気になりますね」と砂さ原はらが言う。意見が分かれた。


    「僕はお酒のほうが気になりますね」とザムが言った。意見がさらに分かれた。


    「ザムは飲んじゃ駄目よ。自分の体を考えなさい」


    「はあい」ザムが残念そうに返事をした。


    「ミス・ポイントナーはいかがです？」と砂原がきく。


    「あらドクター、わたしは未成年ですよ？」


    「ああ、ええと、そうか。うっかりしていました」砂原が少しうろたえて答える。


    「わたしの国なら、飲んでも良いかもしれませんけどね」


    「なるほど」と砂原が言った。


    「ところで、ドクター。研究のお話を聞かせていただいてもよろしいかしら？」マリアは両手でグラスを持っていた。顔は見えない。


    「いいですとも」


    「ドクターの研究領域は多た岐きにわたっていますよね？　通常、研究者は自分の研究範囲をある程度限定して、その中でナンバーワンの成果を出すよう努力するものだと思うのですけれど、ドクターは違いますよね？　脳の中でも、視し神しん経けいや記憶についての研究もしておられますし、関連する分野とはいえ、脳を飛び出して脊せき髄ずいまで手を伸ばしたり、果ては人工知能まで」


    「そうですね」と砂原が苦笑する。


    「ドクターにとって、最も得意とする分野は何なのですか？　今現在のご興味は人工知能ということでしたが、本来の専門という意味ではいかがです？」


    「それが、僕にもよくわからないんですよね」マリアの質問に、砂原はゆっくり言葉を選びながら答え始める。「僕は人間の能力に興味があって研究の道に進んだんです。僕は興味を持ったことを片かたっ端ぱしから学んでいきました。ミス・ポイントナーの仰おつしやるように、あまり一般的ではないですね、確かに。大学での僕の指導教官は海かい馬ばの専門家でしたけど、僕は自分の好きなことをやっていました。いや、海馬が嫌いなわけではないですよ？　海馬も好きですし、他のことも好きだったんです。新しん皮ひ質しつとか、扁へん桃とう体たいとか、コンピュータとか、絵画とか。もちろん、他のことをするのは研究室の課題の合間でしたけどね。その頃から、お金だけはありましたから、実験資金に困ることはなかったんです」


    「簡単に仰おつしやいますけど、そうそうできるものではありませんよ。仮にお金があったとしても」とマリアが率直に賛さん辞じを贈る。「普通なら、いえ、才能ある学者でも、一分野を究めるのが精一杯なのに」


    「そうなんですよね」と砂さ原はらが言う。「若かった僕は自分の可能性を限定したくなかったんです。僕は全部のことに興味があるから、一分野だけでなく全部を究めようと思った。それだけなんですよ。だけどなあ、結局どれも中途半はん端ぱに終わりそうだ」


    「ドクター・砂原ともあろう方が、そんなご謙けん遜そんを」


    「こんな立派な研究施設を建てられるお人がねえ」ザムがマリアに続いて感想を述べた。


    「それは重要なことではないんだよ、ザムくん」砂原は静かに言った。「それは重要ではない」


    「ええ？　お金って僕大事なものだと思うんだけど」とザムが反論する。「毎日毎日、一生懸けん命めいに小こ銭ぜにを拾っている僕の立場がないぞう！　まったく金持ちってやつは！」


    「ああ、いや、そういう意味じゃないんだよ」と砂原が慌あわてて弁解する。「お金はもちろん大事なんだけど、お金はすべてじゃないって言おうとしたんだ。わかるかな？　気を悪くしたのなら謝あやまるよ」


    「砂原さん、冗じよう談だんなんだからそんなに真ま面じ目めに答えなくていいよ」とザムがあっけらかんと言った。「いないいないばあ！」


    「こら！　魔力の無駄遣いはやめなさい、ザム！」マリアがザムを叱しかる声がした。俺の視界の外でザムが何かをやらかしたらしい。


    「ご覧になりますか？」とミエが俺に言った。


    　ミエの手によって俺の視界が動き、ワインのボトルが見えた。根本のあたりからカブトムシのツノが突き出していた。ザムは魔力を使って壁を通り抜けることができるのだった。


    「あれ、面おも白しろくない？　この、いないいないばあ」


    「いや、面白かったよ」と砂原が言う。


    「はいはい、面白いわね、ザム」とマリアが言う。「気が済んだらもうやめなさい。ここにいる人たちのほとんどは魔術を知らないんだから、こんなところを見られたら不審に思われるわ」


    「はあい」ザムの体がボトルから出てきた。


    



    「砂原さん」スタッフのひとりだろうか、知らない声が砂原を唐とう突とつに呼んだ。女性だ。「お電話が入っていますが」


    「どなたから？」と砂原がきいた。


    「エリス・ポイントナーと仰る方です。お名前が外国風なんですけど、日本語を話す、男性の方でした」


    「ポイントナー？」砂さ原はらが驚いて聞き返した。


    「わたしの姉の名ですね」とマリアが言う。「どういうことかしら」


    「砂原さんとマリアさんのおふたりにご用があるというお話だったのですが……」スタッフは困こん惑わく気味に用件を伝えた。


    　ふたりはしばらく黙った。マリアがグラスを置くのが見えた。「マリアお嬢様」と心配そうにミエが呼びかける。


    「ミエ、大丈夫よ。考えているだけだから。何が起きているのか、どんな可能性があるのか、ね」


    「心当たりはありますか？」と砂原がきく。


    「ないですね。特に、わたしがここにいるのを知っている人間はいないはずなんです。エリスにも知らせていませんし」


    「とりあえず、電話に出てみましょう。考えるのはそれからでも遅くない」砂原が言った。


    「ええ、そうですね」


    　ふたりはテーブルから離れていった。


    



    　　　　＊


    



    「お電話替わりました、砂原です」


    「砂原知とも樹き、本人で間違いないか」


    「はい、そのとおりでございます」


    「マリア・ポイントナーはいるか」


    　砂原は電話の向こうの男を警戒していた。ぶっきらぼうに投げられたふたつの質問に、敵意や悪意の類たぐいを感じ取ったのである。いたずらに情報を与えるのは良くない。ここで不用意な返事をすると、マリアがここにいるという事実を認めることになる。


    「何のことでしょうか？」と砂原は質問の形で答えた。


    　電話の向こうの男が、小さく息を漏らして言う。


    「わかっているんだ。あなたが人工知能を研究している一いつ匹ぴき狼おおかみの研究員で、実は魔術を使えるということ。そして、天才魔術師にして発明家のマリア・ポイントナーを匿かくまっていることもな」


    　砂原は何も言わない。マリアは受話口に耳を近づけて、話を聞いている。砂原はマリアに目で合図するが、マリアは小さく首を振った。黙っていろ、という意思表示だと砂原は判断した。


    「白しらを切るか」と男は言う。「エリス・ポイントナーを人ひと質じちに取った。マリアの姉だろう？」


    　マリアは依い然ぜん黙っている。彼女が表情をわずかに引き締めたのを、砂原は見逃さなかった。


    　男は話を続ける。


    「信用しないか。まあ、当然と言えば当然か。では、証しよう拠こになる事柄をいくつか話そう。俺は今日、しゃべる携帯電話を入手した」


    「何だって？」と砂さ原はらが思わず叫んだ。


    「これはお前の仕し業わざらしいな。マリアの実験サンプルを複製して、一時的に世に放った。俺は偶然そいつを拾って、お前らの情報を得た」


    　砂原は焦あせってマリアを見た。自分がマリアに黙って行動したことが明らかになってしまった。その上、その行動が今、自分とマリアをまずい状じよう況きように追いやりつつあるらしい。砂原の額ひたいに汗の滴しずくが浮き出る。


    　マリアは表情を変えずに聞いている。


    「それとは別に、俺はエリスと会って戦った。戦闘に勝って、あの剣つるぎを奪った。お前ではなくマリアならわかると思うが、『ラウム』という剣だ。あの剣でできる異空間の中にエリスを閉じ込めた」


    「なるほどね」


    　マリアが砂原から受話器をひったくり、電話の相手に言った。砂原の手は受話器を持った形のままだった。口が半開きになる。


    「マリア・ポイントナーか」と男が言う。「はじめまして」


    「ええ、はじめまして」


    「俺の言うことが事実かどうか判断できたか？」


    「あなたの言葉を聞くよりも、もっと手っ取り早い方法があるわよ」とマリアはきっぱりと言い切る。「少し時間をもらえるかしら？」


    「どうする気だ？」


    「エリスに直接連絡します」


    「ほう」


    「あの異空間に電波が通じているかどうかは知らないけど」


    「それは俺も知らないな」


    「まあ、やるだけやってみましょう」とマリアは言う。「十分後にまた電話してください」


    「……いいだろう」と電話の向こうの男は言った。電話はすぐに切れた。


    　砂原がマリアに話しかけようとする間もなく、マリアは電話番号を押し終え、受話器を耳に当てた。エリス・ポイントナーの携帯電話の番号だ。マリアは番号を暗記していた。これは電話番号に限ったことではない。彼女は必要なこともそうでないことも、身の回りに起きたほとんどのことを記憶している。


    「もしもし？」電話が繫つながって、マリアが言った。異空間にも電波は届くらしい。「マリア・ポイントナーです」


    「こちら、エリス・ポイントナー」電話の向こうで女の声が答えた。「すまんな、マリア。面倒なことになった」


    「異空間の中に閉じ込められたというのは本当？」


    「事実だ」とエリスが答える。


    「何があったの？」とマリアが尋ねる。「あなたらしくもない」


    「……負けた話はあまりしたくないな」


    「今、あなたはどこにいるの？」


    「異空間の中だが、わたしを閉じ込めた男のそばにいる」


    「なるほど」マリアはゆっくりと頷うなずいた。


    「今の説明で理解できたのか？　マリアは『ラウム』を使ったことはないだろうに」


    「推測くらいはできるわよ」とマリアが鼻を鳴らして答える。「甘く見ないで」


    「悪かった」


    「では、今後、エリスは異空間の中から現実世界をのぞいて、何があっても『ラウム』から離れないようにしてちょうだい。あの剣つるぎをまた使われると困るから」


    「そのつもりだ」エリスは答えた。「もし彼らがまた『ラウム』を使ってこっちに来るようなことがあれば、その場で殴り倒してやる」


    「その意気で」


    「このふたりは兄きよう妹だいで、男は物体静止の魔術の使い手だ。妹のほうは格闘術に優すぐれている」
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    「情報ありがとう」


    「わたしを人ひと質じちにしてマリアから金を出させようとしているみたいだが、マリアはどうする？」


    「どうしてほしい？」マリアは笑って尋たずねる。「あなたを見捨てるということもできるのよね？」


    「そのときはそのときだが」


    「あら、冷静ね」マリアが言った。「冗じよう談だんよ。見捨てたりしないから安心しなさい」


    「……すまないな」


    「別にエリスのためではないから、気にしないで。このマリア・ポイントナーを舐なめ切っている魔術師に、格の違いを見せつけてあげるだけだから」


    「油断はするなよ」とエリスが真剣な口調で忠ちゆう告こくする。「こいつらはわたしに勝っているんだ」


    「わかってるわよ」


    　そう言ってマリアは電話を切った。


    



    　再び電話がかかってきた。先ほどの男と同じ声である。今度は最初からマリアが出た。


    「確認できたか？」と男はきいた。


    「ええ。おかげさまで」とマリアが答える。「あなたの言うことを信じましょう」


    「良かった。これで話が進むな」


    「エリスを人質にして、要求は何かしら？」


    「現金で一億円。あるいは、カブトムシのザムの引き渡し」


    「期限は？」


    「次の日の出まで」


    「ずいぶん急ぐのね」


    「断れば、エリスは永遠に異空間の中だ。おそらく、数日で餓が死しするだろうがな」


    「わたしがエリスを見殺しにするとは考えないのかしら？」


    「それはありえないな」男が余よ裕ゆうたっぷりに言う。「仲が良くないとはいえ、実の姉し妹まいだ。そして、お前は姉に借りがあるだろう？　ダイチから聞いたぜ」


    「なるほど」とマリアはぼそりと言った。「それで、取引の場所は？」


    「Ｋ山公園の展望広場だ。場所はわかるか？」


    「わかりました。では、日が昇るまでに伺うかがいます」


    「話が早いな。待っているぞ」


    「それでは」とマリアは受話器を置いた。


    　砂さ原はらが急に姿勢を正し、頭を深々と下げた。


    「ミス・ポイントナー、申し訳ありません」


    「ドクター、どうしたのです？」


    「こうなったのはわたしのせいです。もう、おわかりのことでしょうけれど、わたしは、あなたの実験サンプルを無断で複製し、好奇心から外部の携帯電話に転送しました。情報はそこから漏れたのです」


    「わかっていましたよ。ドクターがわたしにダイチを返してくださったときから」


    「えっ」


    「ドクターに一週間も与えれば、そのくらいのことはできると思っていましたし、ドクターの表情を見れば、何かをやり遂とげたということくらいはわかります。でも黙っていました。ドクターが何か発見したら、それはわたしにとっても進歩ですからね。知らない振りをしていたのです」


    「そうでしたか」


    「それに、意図的にダイチを外部に放置して、どんなインプットがなされるかを確かめたいという興味は理解できます。わたしも同じことを先月しましたしね」


    「なるほど」


    「しかし、この状じよう況きようが厄やつ介かいなことには違いありませんね」


    「取引に応じますか？　現金一億か。すぐ用意できる額ではありませんが」


    「ザムが狙ねらいでしょうね」マリアが右手の親指を嚙かんだ。「ザムを手に入れて売るつもりかしら」


    「ザムくんを渡すわけにはいかないでしょう」


    「当然です。しかし、エリスも見殺しにしたくない」


    「しかし、どちらかを選ばなくてはならない」


    　砂さ原はらの言葉に、マリアは笑顔を作った。口を閉じたままの、余よ裕ゆうある微び笑しようだ。その表情のまま、彼女は砂原の顔を見上げる。


    「ひとまず、相手が指定した場所まで向かうことにしましょう。ザムと、ミエと、ダイチを連れて」


    



    　　　　＊


    



    　俺はパーティー会場で、マリアから説明を受けた。エリスが何者かとの戦闘に敗れ、異空間に幽ゆう閉へいされたらしい。助けたければザムを差し出せ、というのが誘ゆう拐かい犯はんの要求である。


    「うっそ！」とザムが驚く。「エリスさんが負けたの？　そんなことあるわけないじゃん！　だって、マリアに勝った人だよ？　普通、そんなにあっさり捕まる？」


    「相手は普通じゃないみたい」とマリアは言った。「ザムが会った兄きよう妹だいは、本当にただ者ではなかった、ってことね」


    「うぬぬ」


    　誘ゆう拐かい犯はんの兄きよう妹だいとやらは、期限を日の出までと定めて要求を突きつけた。エリスを救うか見捨てるかの選択を迫られているわけだが、救う選択をする場合は、移動する必要がある。指定された公園までは、車で一時間から二時間はかかる。それを差し引くと、残された時間は多くない。間もなく日付がかわる。


    「結論は出ているわよ、ダイチ」とマリアの毅き然ぜんとした声が聞こえる。「展望広場まで行きます」


    「ということは、えーと、僕はあのグラサンの人に引き渡されるの？　どこかに売られちゃうの？」ザムが尋たずねたが、どこか諦あきらめている風でもある。「まあ、エリスさんのほうが大事だから、仕方ないか」


    「ザム」マリアが呼びかけた。「あなたはわたしにとって重要な存在です。そう簡単に手放したりするもんですか」


    「でも、取引の場所に行くって言ったじゃん？　取引するんじゃないの？」


    「取引はしません」


    　ザムが俺の視界の中で首を傾かしげる。「わけわかんないよ、マリア。取引しないでエリスさんを見捨てるのも、何だか嫌な話だけど、もしそうするのだったら、わざわざ行く必要はないんでしょう？」


    「なるほど」と砂さ原はらが言った。「戦うおつもりですか。ミス・ポイントナー」


    「そのとおり」とマリアが自信あり気に答える。


    「え、えーと、あれ？　ちょ、ちょっと待ってマリア」


    「なあに、ザム？」


    「マリアは要求は呑まずに、戦ってエリスさんを解放するの？」


    「そうよ」


    「戦う相手は誰なのかわかっているの？」


    「ザムが昼間に会った兄妹」


    「ええとね、そうじゃなくてね」


    「何よ」


    　俺はザムの言いたいことが理解できたので代弁する。エリスは、マリアとの戦闘で勝利した優秀な魔術師だ。そのような人物を生け捕りにできる力を持った相手との戦いになるわけだ。マリアに勝ち目はあるのか、という話だ。


    「そう！　まさにそれだよ、携帯電話くん」


    「やだ、そんなことを心配していたの？」　マリアが心外だと言わんばかりに頰を膨ふくらませる。「わたしは勝ちます」


    「この間はそう言って負けたじゃん。ああいうのはもうなしにしてよね」


    「勝ちます」とマリアは断言する。「ただし、あなたたちにも協力してもらいます」


    「僕たち？」


    「ええ。ザムとミエとダイチ。頼むわよ」


    「僕も行きます」と砂さ原はらが言う。「こうなったのは僕の責任です。微び力りよくながら、戦闘に加わります」


    「ではお願いしましょう。ただし、ご自分の身はご自身で守ってください。よろしいですね？」


    「当然です。本職ではないとはいえ、僕も魔術師ですから」


    「では車を出しましょう。ドクターに運転をお願いしてよろしいかしら？」


    「僕はお酒を飲んでしまいましたが」


    「あらら」とザムが言う。「お酒を飲んだら運転できないっていうルールなんだよね。僕、お酒飲んでないから、運転しようか」


    「ミエ、運転できる？」マリアがミエにきく。ザムを完かん膚ぷなきまでに無視した。


    「できますが」とミエが答えた。


    「じゃ、お願い。着替えてくるから、車を用意しておいて」


    「かしこまりました」


    「わたしも運転できないわけじゃないけど、日本の免許はないし、交通規則にも不案内だから、運転してくれると助かるわ、ミエ」

  


  [image: ]


  
    　マリアの年齢で車を運転できるというのは、オーストリアでは普通のことなのだろうか。それとも、マリアが天才だからこその芸当なのだろうか。判然としない。


    



    　十数分後、全員が車に乗り込み、ミエがエンジンをかける音が聞こえた。
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    　時刻は午前一時。Ｋ山公園。展望広場の隅で、風かぜ崎さき美み保ほが小石を蹴った。風が吹き、彼女の長い前髪が動く。普段隠れている左目が露ろ出しゆつした。片手で軽く髪を整える。


    　星空は依い然ぜん変わりなし。一片の雲もない。降水確率ゼロパーセント。ホワイトクリスマスは望むべくもないが、この星空のほうがロマンチックではないか、と美保は考えた。この仕事が済んだら、どこか別の場所へ逃とう走そうすると彰しよう吾ごは言っていた。落ち着いた後で、兄上とプラネタリウムに行くのも良いな、などと連想を広げる。


    「準備はできた」と美保が言う。「しかし寒いね、兄上」


    「寒いか？」と兄の彰吾が尋たずねる。


    「寒いよお。昼間は良かったけど、夜になって急に冷えた」美保は体を温めるためなのか、小刻みに跳ちよう躍やく運動を繰り返す。「恵まれない美保ちゃんに愛の手を」


    「大変だな」と彰吾は言う。愛の手を差し伸べる気は感じられない。どうやらただの合あいの手のようである。


    「他人ひと事ごとみたいに言うなあ」美保がけらけら笑いながら言った。


    「笑えるくらいなら、大丈夫だな」


    「まったくもう」彰吾の言葉に、美保がむくれた。


    「しかし、よく体をほぐしておけよ。戦闘になる可能性は小さくない。戦闘になったらマリアにきちんと勝って、人ひと質じちをふたり確保しなければならない」


    「了りよう解かいでーす」と美保が明るく言う。


    「緊張感のないやつだな」彰吾が苦笑した。「まあ、楽しそうで何よりだが」


    「うん。むしろ戦いたいくらい。もちろん、兄上にとっては、相手がすんなり要求を呑んで、戦わずして大金ゲットするのが一番嬉うれしいんだろうけど」


    「うーん、まあ、そうだな」


    「わたしさあ、人を殺すのは悪いことだっていうのはわかってるんだ。殺人犯は嫌いだし。でもね、自分で戦うのは好きなんだ。人を殺したいわけじゃなくて、単純に戦いたいんだな。スカッとする感じ？　戦って自分の力を試すのが楽しいんだ」


    　彰吾はしばらく黙った。美保は不安になり、「兄上？」ときいた。


    「やっぱり、わたしは変なのかなあ、兄上？」


    「美保は高校で運動部に入るべきだったんじゃないかな」と彰吾は言った。「ああいう場所なら、自分の力を試し放題だ」


    「ぬるくない？」と美保が即座に返した。「魔術だって使えないし。つまんないよ」


    「まあな」


    「今日の相手はマリア・ポイントナー。相手にとって不足なし！」


    「おいおい。まだ戦うって決まったわけじゃないぞ。向こうがこっちの指示から逸いつ脱だつしない限りは、戦うのはよせよ」


    「はあい、了りよう解かい」


    　美み保ほは広場を見渡す。中央のエリアが一段高くなっており、さらにその上に時計塔がそびえ立つ。高さは美保の背せ丈たけの三倍といったところだろうか。よく研けん磨まされた石でできた、極端に細長い直方体。


    　彼女は見上げる。この光景は綺き麗れいだな、と思った。塔を照らすのは月と星の光。街灯の電気なんてなくても、充分に明るい。広場の標高が高く、空に近いせいだろうか。


    　空中に、鞘さやに入れられた剣つるぎが浮いていた。風かぜ崎さき兄きよう妹だいがエリス・ポイントナーから奪い取った『ラウム』である。刃の部分を下に、持ち手の柄つかの部分を上にしたため、十字架のような形状だ。剣と鞘は、魔力で光を放っていた。決して派手ではない、夜の闇に溶け込むような、濃紺色のオーラが染しみ出ている。


    　剣は時計塔の遥はるか上空に浮いている。その位置が背丈の何十倍にあたるのか、下からでは分からない。見上げると首が痛くなる高さだ。


    「クリスマスらしく飾ってみれば良かったかな」と美保がひとり言を言った。


    「いったい何の話だ」と彰しよう吾ごが間かん髪はつをいれずに尋たずねる。


    「何でもないよ」


    　彰吾は「ふん」小さく鼻を鳴らした。


    「もうそろそろ来てくれないかな。待ってるのは結構しんどい」と美保が言う。「準備はできたんだし、ご一行様がいらっしゃるまで、暖かいところで休んでもいいよね？」


    　彰吾の返事は聞こえない。美保は耳を澄ます。美保が聞き逃のがしをしているわけではなく、単に彰吾が何も言っていないだけだった。


    「兄上？」


    「来た」と彰吾が言った。「あの車がおそらくそうだ」


    「本当に？」


    「ああ、マリア・ポイントナーがいる」


    「よし」美保が体の前で手を叩く。手袋に包まれた手が、くぐもった音を立てる。「やる気出てきた」


    「電話を切るぞ」


    「わかった」


    　ふたりは通話を終えた。


    　風崎彰吾は、この広場にはいない。


    



    　　　　＊


    



    　ミエが運転する車は、渋じゆう滞たいに出くわすこともなく、無事に目的地に着いた。公園のそばの駐車場。広大なスペースに、車も人もいない。ミエは頭をほんの少し動かして周囲を確認し、白線の中にぴったりと停車させた。助手席と後部座席のドアが開き、ふたりが降りた。助手席から砂さ原はら知とも樹き、後ろからはマリア・ポイントナーである。


    「寒くないのですか、ミス・ポイントナー」車を降りた砂原が、マリアの出いで立たちを見て言った。彼女は車の外に出たにもかかわらずコートを着ようとしない。長なが袖そでのシャツにフリースを合わせているだけだ。


    「お気遣い、ありがとうございます」とマリアは砂原に応じた。「でも大丈夫です。どうせ戦闘になりますから、コートは邪じや魔まになります。動きにくくて」


    「なるほど」と砂原が言う。


    「ドクターは寒がりでしたね」


    「ええ、そのとおり」砂原が震えながら苦笑する。「僕の場合、物理的な可動性よりも、体が温まっているかどうかのほうが重要ですね。実は僕の魔術は、自分の体温を利用しますので。冷えていると効果が半減します」


    「そういえば、ドクターの魔術を拝はい見けんしたことがありませんでしたわ」


    　砂原はコートを着込んだ上に、マフラーにニット帽。手袋を二重にはめている。彼はその手の指で頭を搔かいた。


    「わざわざご覧に入れるほどのものではないですからね。本当にたいしたものではないんですよ。鼻で笑われてしまいそうだ」


    「それでも、あなたはそれで身を守るんですよ？」


    「ええ、それはもちろん」


    「本当に身を守れるんですか？　『たいしたことのない魔術』で？」マリアはわずかに表情を険しくした。砂原の顔を見上げる。


    「ああ、しまったな。謙けん遜そんしすぎてミス・ポイントナーの信頼を失いそうだ。日本人の悪い癖くせだな」砂原はマリアに向き直り、顔を直視する。マリアの目を見て砂原は言った。「申し訳ない。大丈夫です。絶対に足手まといにはなりません。必ずやお役に立ってみせましょう」


    「その意気で」とマリアは微笑ほほえんだ。


    　いつの間にか、ミエも車を降りていた。彼女はドアの開閉の音すらも立てずに車を出たようだった。彼女は普段どおりの服装だった。普段どおりの服装というのは、黒のワンピースの上に白いエプロンである。スカートは長く、足首まで覆おおっている。車の運転に適した格好とは到底言えない。彼女もマリアと同じく、コートを羽は織おる様子はない。それを見た砂原が「ミエさんも大丈夫なんですか？　そんな薄い服で」と言ったので、ミエは黙って頷うなずいた。


    　彼女の長袖のワンピースの襟えりのあたりに、カブトムシが留まっていた。ザムである。彼はミエの服の上でもぞもぞと動いて言う。


    「僕なんか、裸だぞう！」


    「はいはい」とマリアがザムを見ずに言った。


    「そうか。言われてみればそうだな」砂さ原はらは顎あごに手を当てて大真ま面じ目めに考え始めた。「そういえば、ザムくんは冬眠はしなくていいのかい？」


    「年中無休で営業中！」とザムが元気良く答える。


    「頼もしいね」


    「ミエとダイチとザムは車の中にいていいわよ」とマリアが言った。「指定の場所には、わたしとドクターだけで行くから」


    「あれ？　マリア、僕たちは戦闘を手伝うんじゃなかったの？」とザムが尋たずねた。


    「ええ、もちろん」


    「その場にいないと助けられないと思うんだけど」


    「そんなことないわ」マリアはザムを見た。暗闇の中で、ふたつの青い瞳が瞬またたく。「この間だって、離れたところから助けてくれたじゃない」


    「あ、そうだっけ」


    「ミエ、水すい晶しよう玉だまでわたしたちの戦闘を観察しておいて。相手の弱点がわかったら、知らせてちょうだい」


    「かしこまりました」


    「まあ、助けを借りないで勝つのが一番なんだけど」マリアは駐車場の端から始まる上り階段に目を向けた。途中に踊り場がいくつか設もうけられた階段が広場まで続いている。「今日もあなたたちの助けが要いりそうな気がするの」


    「勘？」とザムがきく。


    「勘」とマリアが言う。


    　砂原は小さく笑った。


    「ミス・ポイントナー。エスコートしますよ」


    「ご親切にどうも」マリアは砂原が出した腕を優しく握った。コートの上に、マリアの白い素す手で。


    「あ、ドクター。もう臨戦態勢でいたほうが良いですよ。相手はこちらの動きを封じる魔術を使ってきます。ザムの話を聞く限り、相手に触れなくても発動できるようです。効力の範囲はどの程度か不明ですが、今から用心しておきましょう。対魔力抵抗を緩ゆるめていると危険です」


    「わかりました」


    　離れていくふたりを、ミエは立ったまま見送った。彼らが駐車場を出て、階段に足をかけた後で、ミエはマリアの指示どおりに車内に戻った。助手席のキャビネットを開けて、荷物を取り出す。彼女は水晶玉を包んでいた布を取り去った。


    



    　　　　＊


    



    　俺は風かぜ崎さき彰しよう吾ごに携帯されている。妹の美み保ほはここにはいない。ふたりの話から判断するに、マリアたちとの取引場所には美保だけが向かい、彰吾は離れたところで様子を見ている、という役割分担のようだ。


    　彰吾は通話を終えた。彼は自分の携帯電話を使わず、俺を使って美保と電話をした。


    「少しは電話代が浮くな」と彰吾は言った。高額な取引を前にした人間にしては意外とせこい。


    「悪かったな」と彰吾が俺の目をのぞき込む。サングラスをかけ、唇にはピアス。改めて顔を見ると威圧感がある。街ですれ違いざまに肩をぶつけたくない男選手権のナンバーワン候補最さい右う翼よくだろう。


    「そんな選手権はないだろう」と、彰吾は俺の妄もう想そうに対して大真ま面じ目めに答えた。


    「さて、お前からは今のうちに色々と情報を引き出しておかないとな。マリア・ポイントナーと、砂さ原はら知とも樹きについて」


    　彰吾は、取引が不成立に終わり、戦闘に突入することを視野に入れているらしい。俺からマリアや砂原の魔術の特徴を聞き出して、魔術戦を有利に展開しようということだろう。となれば、俺は口が裂けても黙っているべきなのだが、あいにく、俺の心の声は筒つつ抜ぬけだ。


    　そして、この彰吾の心がけはきっとこの兄きよう妹だいの身を助けるだろう、と俺は予想した。なぜなら、マリアはきっと戦うことを選ぶからだ。


    「その根こん拠きよは？」と彰吾がきく。


    　マリアと会ってまだひと月ほどだが、彼女の性格はよくわかった。マリアはずば抜けた天才で、自信を持っている。そのせいか、極めて強気な行動に出る。自分が必ず勝つと信じている人間だ。先日エリスと戦ったときは、どうやらそれが裏目に出たらしい。


    「そうか」と彰吾が頷うなずく。「エリスと戦って負けたのか。俺たちはエリスに勝った。ということは、俺たちはマリアよりも強いということになるか」


    　そういうことになる。彰吾は正しいことを言っていると思う。マリアはまたも難敵を迎え撃つことになる。しかも、こいつらは強いだけではなく、情報収しゆう集しゆうも怠おこたりない。


    　それにしても、不意討ちとはいえ、エリスが負けたという事実について、いまだに実感がわかない俺である。俺が冴さえ子このハンドバッグの中にいる間に、何があったのか詳しくは知らない。そして、この彰吾も教えてくれそうにない。エリスとの戦闘時に、彰吾の説明の中に「空間に磔はりつけにされた」という表現があったのを覚えている。要するに、人間を動けなくさせる力なのだろうか。


    「よく聞いていたな」と彰吾が感心したように顎あごを浮かせた。「まあ、そういうことだ」


    　彰吾はそれ以上の説明をしない。情報を俺から聞き出すだけ聞き出しておいて、自分からは何も教えないつもりだ。ギブアンドテイクの対極を見た。


    「戦いの心こころ得えとして当然だろう」と彰しよう吾ごは言う。「強い者が勝つとは限らない。いくら強力な魔術を使う魔術師でも、弱点さえわかっていれば脅きよう威いではない。多くの選せん択たく肢しを備えて、情報を最後まで隠し切った人間が勝つんだ」


    　なるほどな、と俺は思った。彰吾の性格を大体把は握あくできた。彼は極めて慎しん重ちような秘密主義者だ。戦闘能力のない俺にまで自分の情報を明かさないつもりらしい。


    「まあ、自分でも慎重すぎるかな、と思うこともあるがな」と彰吾は言った。「しかし、そのぐらいでちょうど良いとも思っている。何せ、美み保ほが向こう見ずだからな」


    　なるほど。ものすごく納得できた。


    「戦闘能力は美保のほうが上だ。俺はあくまでも美保のサポート役でな。美保が自由に戦えるように、選択肢を多く準備してやるのが俺の仕事だ。人間の強さは選択肢の多さで決まるからな」


    　彰吾は先ほどからしきりに「選択肢」という言葉を使っている。口くち癖ぐせなのだろうか。


    「口癖というか、持じ論ろんだな、これは」と彰吾が返事する。「ではきくが、お前にとって、強さとはどういうものだ？」


    　彰吾の質問に、俺はしばらく考え込む。強さと一口に言っても、色々な強さがある。抽象ちゅうしょう的すぎないか？


    「何だっていいさ、そんなの」と彰吾が吐き捨てるように言う。


    　では、俺の得意分野である、テニスで考えることにしよう。まあ、昔の得意分野と言ったほうが正しいが。


    　テニスの場合、積んできた練習の量がそのまま強さと見て良いだろう。もちろん、プロになるような人には生まれついての才能があるのかもしれない。しかし、大半の人間に関して言えば、練習だ。どれだけ筋きん力りよくや持じ久きゆう力りよくがあるか、どれだけ速く走れるか、テクニックをきちんと身につけているか。これらは反はん復ぷく練習によってしか得られないものだ。


    　俺にとって、強さとは練習量である。俺の中で、一応、結論らしきものが出た。


    「結局、それも選択肢の多さに帰き結けつできるな」と彰吾が言った。


    　どういうことだ？


    　どこをどうこじつけたら、そんな話になるんだ？


    「練習というものは、自分ができることを増やしていくための作業だろう？」と彰吾が言った。教え子を諭さとす教師のような口調だ。「筋力をつければ、強い球が打てるようになる。速く走れるようになれば、球に追いつくための方法が増える。どの地点で打ち返すかを、より自由に選べる。な？　練習ってものはすべて、選択肢を増やすための作業だ」


    　なるほどな。


    　そういう風に考えたことは、今までなかった。


    「スポーツに限った話ではない。学校の勉強だってそうだ。勉強ができないやつは、自分が入れる大学を受験するしかない。勉強すれば、自分の進学する大学や学部を自由に選べるようになる。自分が最も有利になるような学部を選択すれば良い。何事もできるようになればなるほど、有利になる。なぜなら、選せん択たく肢しが広がるからだ」


    　俺は納得させられた。確かに、彰しよう吾ごの言うことは筋が通っている。


    「もう一度言う。人間の強さは、選択肢の多さで決まる」
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    「僕は選択肢の多さに縛られていた気がしますよ」と砂さ原はらが言った。「実は今も縛られているのかもしれない」


    「というのは？」とマリアがきく。


    　彼女は砂原の腕を軽く握っていた。ふたりは階段の中ほどを歩いている。十メートルほどの間かん隔かくで、階段の両脇には街灯が設置されている。明かりのそばを通り過ぎるたびに、マリアの髪が煌きらめいた。砂原はそれを横目で観察する。


    　砂原は話を続ける。


    「幼い頃、自分が魔術を使えることに気づいて、他人とは違う、特別な存在なんだとわかったんです。友達よりも学校の成績が良くて、独学で魔術の勉強も始めて、いい気分でしたね。


    　でも、年齢を重ねるにつれて、どっちつかずになってしまった。その気になれば、魔術師の道を究めることもできた。魔術をやめて、大学での研究に専念することもできた。なのに、僕はどちらもしなかった」


    「それは、ドクターが両立したかったからでは？」


    「確かにそうです。僕は、両方とも捨てたくなかった」砂原はマリアを見ずに言う。彼は自分たちが上る階段のステップを見ていた。わずかに猫ねこ背ぜ気味になる。


    「なまじ両方できるから、それを活かそうと思った。結局、僕はどちらかを捨てるのが怖かった。両方捨てられないままに生きてきた結果が今の僕なんです。研究に魔術を利用しているから、学会には決して受け入れられない。かといって、魔術工学の専門家たちと張り合うには、魔術の知識が足りない」


    「でも、ドクターは自分の研究で大金を得ました」


    「それはあまり重要じゃない」と砂原がゆっくりと二度首を振る。「たまたま需じゆ要ようと供きよう給きゆうが合致がつちしただけです。人工知能の研究を買ってくれる人がいて、その人がたまたま魔術工学のエキスパートのひとりだったというだけです。僕は彼に比べると劣おとる。眩まぶしくなるんですよ、彼やミス・ポイントナーを見ていると。自分の中途半はん端ぱぶりに泣けてくる」


    「魔術工学はその名のとおり、そもそも魔術と工学の融ゆう合ごう分野です」


    　砂さ原はらの話がひと区切りついたのを受けて、マリアが唐とう突とつに切り出した。彼女は上を見ていた。階段の頂上は、もう遠くない。


    「ドクターの言う『中途半はん端ぱ』が『複数のことに手を出している』という意味であれば、そう、魔術工学は原理的に中途半端なものなのです。融合分野なのですから。


    　魔術の他の分野だってそうです。魔法薬の分野でも、ご存じのとおり、人間界の薬学を学ぶことが必修になりました。どの分野でも、一般の人間界の知ち見けんとの学際化が進行しています。魔術は、必ず何かと組み合わせになるものです。それもそのはず、魔術は目的ではなく手段だからです」


    　砂原はマリアを見た。目をわずかに見開き、マリアの言葉の続きを待つ。


    「魔術は、何かをするための手段にすぎません。だから、人間界の『何か』との融合は必然的な流れです。そして、融合が進めば、そのどちらも理解している人間が必要とされるのです。その意味で、ドクターは立派な第一人者です。わたしにもその自負じふはありますけれど、魔術か工学かで言えば魔術に傾いています。わたしから見れば、ドクターは工学寄りです。きっとお互い補ほ完かんできるかと」


    「ミス・ポイントナーからそんな言葉を頂いただけるとは、嬉うれしいですね」


    「ドクターは世界でもトップクラスの逸いつ材ざいなのに、ご自分を過か小しよう評価しすぎです」マリアは微笑ほほえんで言った。「はて、何でこんな話になったんでしたっけ？」


    「僕が話したかったからでしょうね」と砂原が笑った。


    「こんな場面で？」


    「何か話さないと、と思ったんですよ。沈ちん黙もくは空気を沈ませます。暗い話でも、沈黙よりいいかな、と」


    「お気遣いありがとう」とマリアは軽く頭を下げる。「そして、エスコートも」


    　彼らは、階段を上りきった。


    



    　広場があった。地面がタイル貼りされた長方形の空間で、手前の辺の中点が階段と繫つながっており、右の辺は山林と隣りん接せつしている。残る二辺には金属製の手すりが設置され、周辺の風景を眺ちよう望ぼうすることができる。クリスマスイブに人ひと気けがないのが不自然なスポットである。


    　長方形のちょうど中央に一段高くなっている箇か所しよがあり、その上に時計塔が立っている。おそらく、芸術家の手によるものなのだろう。洗練されたデザインだ、と砂原は感じた。


    　その上空に剣つるぎが浮いている。エリスの剣、『ラウム』だ。空間の鍵かぎとなる剣。これを起動させないことには、エリスを解放することはできない。


    　塔の下に、少女が座っていた。白いコートを着て、首の後ろからはオレンジ色のフードが飛び出ている。塔の側面にもたれるようにして少女はふたりを待っていた。彼女はマリアと砂原の姿を確認し、「こんばんはー」と笑顔で言った。そして、おもむろに立ち上がる。


    「こんばんは」とマリアがお辞じ儀ぎした。


    　砂さ原はらは何も言わずにふたりの挨あい拶さつを見ていた。この場面だけを見て、誘ゆう拐かい犯はんとその人ひと質じちの妹という関係と看かん破ぱできる人間は極めて少ないだろうな、と砂原は思った。


    「マリア・ポイントナーさんですね。そちらは砂原知とも樹きさん？」と少女がきいた。


    「そのとおりです」とマリアが言う。


    「マリアさんみたいな有名な方と出会えて光栄です！」と少女は言った。「本当なら握手してサインを求めたいくらいなんですけど、それができなくて残念です。今度会ったら是非ぜひお願いします！」


    「お褒ほめの言葉、どうもありがとう」とマリアは微笑ほほえんだ。「あなたは美み保ほさん、でしたっけ？」


    「そうですそうです！　あ、すごーい、わたしの名前を知ってたんですね。嬉うれしいなあ」美保が目を細めて笑う。「風かぜ崎さき美保と言います。春風の風に、山やま偏へんの崎、美しいと、保たもつと書いてで、風崎美保です。あ、マリアさんって日本語の読み書きは大丈夫でしたっけ？」


    「ご丁てい寧ねいにどうも。ええ、よくわかりましたよ。風崎美保さんですね」


    　どこの世界に取引の前に名前を名乗る誘拐犯がいるのか、と砂原は思ったが口には出さなかった。実際に目の前にいるのだから仕方がない。


    「わたしに電話をくださった男性の方はどちらにおられるのですか？　確か、美保さんのご兄きよう妹だいと聞いていますが」とマリアが尋たずねた。


    「ああ、兄上はここにはいません。ちょっと、ワケありでして」美保が頭を搔かいた。


    「なるほど」とマリアが言った。「それで、取引のことですが」


    「ああ、そうでしたそうでした！」と美保が頷うなずく。「どうされますか？　一億円か、あのカブトムシくんか」


    　風を切る音とともに、マリアが左手の掌てのひらを美保に向けた。その手に青白い光が宿る。


    「残念ながら、要求に応じることはできません」とマリアは毅き然ぜんとした態度で言い放つ。


    「やっぱり？」美保は両手を挙げていた。


    「一億円を用意することはできませんでしたし、カブトムシを渡す気もありません。エリスの人質としての価値は低くないですから、わたしではなく父のところに話を持ちかけてはどうかしら？　少し遠いですけど、前向きに考えてくれると思います。わたしよりもお金持ちですし」


    「そうなるかあ」と美保が宙を仰ぐ。


    「そもそも、この取引方法には、わたしに反撃のチャンスを与えているという致ち命めい的な欠けつ陥かんがあります。すぐにでも人質を殺す用意ができていないようでは、誘拐犯としては失格です。宙に浮かべてある剣を回収して、今すぐ逃げなさい。そうでないと、あなたを攻撃して、わたしがここで剣を奪い返します」


    「その前に、少し話を聞いてください」


    「何かしら？」


    「わたし、魔術を使えることは使えるんですけど、運動を強化することに特化してるんですよ。戦闘以外のことができなくて、なかなか使う機会がない。日頃からもどかしく思っていました」


    　マリアは左手の照しよう準じゆんを美み保ほに合わせたまま聞いている。光弾をすぐにも発射できる体勢である。


    「でも、今日は使える。しかも、相手は名手、マリア・ポイントナー」美保は口元を上げた。「わたしとしては、あなたが取引に応じてくれなくて嬉うれしく思っているんです。だって、こんな人を相手に力比べができるんだから」


    　美保がコートを脱ぎ捨てるのと同時に、マリアは光弾を三発立て続けに発射した。狙ねらいは正確無比、美保の心臓を躊躇ためらいなく撃ち抜きにいく。しかし、光弾の通過した空間に、美保の体は、すでになかった。


    「今の射撃は全力？」と美保が尋たずねる声がした。「この程度なら、マリアさんも生け捕りにして人ひと質じちにできるわね」


    「どこだ？」と砂さ原はらが言う。砂原には美保の体が見えていない。見通しの良い広場に、少女の姿はない。


    「あそこ」とマリアが指差した先は時計塔の上だった。オレンジ色の服の少女は、被ひ弾だん寸前に跳び上がり、塔の上に着地していた。
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    「なんというジャンプ力だ……」砂さ原はらが呟つぶやいた。塔の高さは、女子棒高跳びの世界記録を上回っているのではなかろうか、と砂原は計算を働かせる。


    「このくらいは、魔力で脚を強化すれば朝飯前ですよー」と美み保ほが言う。


    「本当ですか、ミス・ポイントナー。僕にはできそうもない」と砂原がマリアのほうを向く。


    「あの高さまで跳ぶだけなら何とかなるかもしれませんが、わたしの場合、彼女のようにはいきませんね。美保さんは今、腰を下ろしませんでした。膝ひざをほんの少し曲げただけです。反動をつけて跳ちよう躍やくするところを想像すると怖くなりますね」マリアは少女にも聞こえるように賞しよう賛さんの言葉を口にする。


    「なかなかの動体視力！」と美保が柱の上から言う。「砂原さんだっけ？　危ないからどいていたほうがいいよ。今から襲いかかるから」


    「下がってください」とマリアが砂原に言う。


    「でも僕は」と砂原が言いかける。僕はあなたの助けになるために来たのに。退さがるわけにはいきません。


    「後方から援えん護ごをお願いします」マリアは砂原の言葉の続きをわかっていたかのように言う。マリアはもう笑っていない。彼女は研究者ではなく、戦闘を前にした魔術師の目になっていた。


    「……了りよう解かいしました」砂原はそれだけ言って後ずさりする。


    「よくできました」


    　美保はそう言って、時計塔の上面の縁へりを思い切り蹴った。塔が一瞬変形するほどの脚力で、斜め下方に向けての跳躍。マリアめがけて矢やのような速度で彼女は空中を進む。風圧で髪がなびく。美保は衝突の寸前に拳こぶしを繰り出すために、右手を握って備えた。


    　マリアは迫り来る少女の体にたじろぐことなく、光弾を撃ち込む。容よう赦しやなく五連弾。それぞれに必殺の威力が宿る青白い光。


    　着弾。しかし、美保の突とつ進しんは止まらない。彼女は光弾のすべてを左腕で払いのけていた。勢いを殺さず間合いに入る。


    　美保の拳の軌道は一直線。


    　ストレートで顔面を狙ねらう。


    　マリアは身を沈めて回かい避ひ。


    　美保の体の下に潜り込む。


    　魔術師ふたりがすれ違う。


    　美み保ほは足の裏で地面を擦するようにして着地した。


    　マリアもすぐさま体勢を立て直す。
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    　俺は車の中で、ミエの水すい晶しよう玉だまの中を見ていた。ミエは片手で水晶玉に魔力を送り、もう一方の手で俺を持っている。水晶玉の中には、広場の光景が映し出されている。マリアと美み保ほの戦いが始まった。


    「すごいね」とザムが言った。「あんな速さで体当たりされたら困るよね」


    　それは困るだろうな、と俺は思った。つーか、困らないほうがおかしくないか？


    「だよね」


    　美保は砂さ原はらには目もくれず、反転してマリアに向き直る。そのときすでにマリアは光弾を連射していた。距離は近く、避よけられない、と思った。しかし、思ったのは俺だけだったようだ。美保は軽々とした足取りで、余よ裕ゆうをもって横にかわした。マリアの攻撃は地面のタイルを焼いた。


    　美保は大回りして、再び時計塔のところまで戻った。『ようし、もう一回！』と彼女はジャンプして塔の上に乗った。塔上で再び膝ひざを曲げ、力を入れる。驚異の筋きん力りよくを誇る、美保の両脚。


    　彼女は先ほどと同様、勢い良く飛び出した。攻撃方法は同じ、体当たりしつつ拳こぶしを繰り出すシンプルイズベストな戦略だが、ひとつだけ違っていた。軌道が体半分ほど低かった。マリアは前回と同じように潜ってやり過ごすことはできない。


    　マリアはそれを察知してか、今度は上へ跳んだ。身長の倍近くの高さまで、軽々と舞う。美保の拳は空くうを切り、またも成果はなく、着地。マリアもまた地面に下りる。


    「携帯電話くんはなかなかの動体視力！」とザムが美保の台詞せりふを真ま似ねして言う。「正直、展開がめまぐるしくて、ついていくのが精一杯だよ。これは実じつ況きょうできないね。そうじゃない？　ミエさんは大丈夫？」


    「今のところは」とミエが答える。


    『ようし、もう一回！』と水晶玉の中で美保が嬉うれしそうに叫ぶ。『今度こそ！』


    　時計塔へと駆け戻る美保にマリアが攻撃を加えるも、先ほどと同様、美保はすべて回避する。マリアの攻撃速度は、美保の移動には一歩及ばない。


    　しかし、美保は油断しすぎていたらしい。


    『ぬおっ？　熱っ！』


    　今まで何もせずに傍ぼう観かんしていただけの砂原が、美保の背中めがけて攻撃していた。細い炎の矢が砂原の右手から放たれ、美保の脇わき腹ばらを掠かすめた。彼女のパーカーがわずかに焦こげた。


    『速いな』と砂原は唇を嚙かんだ。『捉えるのは難しそうだ』


    『火炎術師？』と美保がきく。きいた後でまた塔の上に跳び乗る。しゃがんだ彼女は、焼けた部分を手でさする。治ち癒ゆ魔術というやつなのだろか。


    「おそらくはそうでしょうね」とミエが俺の疑問に答えた。


    『風かぜ崎さきさん、不意討ちをして申し訳なかったです。できれば今の攻撃であなたの動きを止めたかった』


    『砂さ原はらさんを舐なめすぎたかな、わたし』と美み保ほが言う。


    『今の攻撃はお見事でしたよ、ドクター』とマリアが砂原に言った。『でももう必要ありません』


    　そう言うとマリアは攻撃を再開した。相変わらず掌てのひらからの光弾連射。しかし、その対象は美保ではない。美保が乗った時計塔の根本だ。連射連射。十発目くらいまでは数えられたのだが、その後はもう諦あきらめた。秒間四、五発。切れ目なく十秒以上放ち続けている。


    「ごかけるじゅうはごじゅう！」とザムが嬉うれしそうだ。


    『え？　ちょっとちょっと！』と美保が叫ぶ。柱の上で、彼女はバランスを保たもつのに必死だ。


    『さっきみたいに跳べるものなら跳んでみなさい。その不完全な体勢で、できるものならね』マリアは冷れい酷こくに言い放つ。攻撃の手を休める気配はない。『まあ、無理でしょうけど』


    『風かぜ崎さきさんは、放出系魔術が苦手なようですね』と砂原が分析する。『そうならば、接近戦に持ち込むしかない。本来は、接近したままで戦うべきでした。体当たりの勢いをつけるためとはいえ、こんなに距離を取ってしまったのが敗因ですね』


    『まだ負けてないもん！』と美保が叫ぶ。


    『もう終わりました』とマリアが言った。


    　唐とう突とつに、マリアは手を下ろした。攻撃が終わり、静かになった。数々の光弾の余波なごりで、一帯を白煙が覆おおう。


    『な、何が終わったの？』柱の上の美保が尋たずねた。


    『受け身を取りなさい』とマリアが言う。


    『え？』


    　美保の位置からでは気づかないのも無理はないだろう。時計塔の基礎部分はマリアによって完全に破壊されていた。半分以上が抉えぐられており、見る影もない。


    「だるまさんが転んだ！」とザムが叫んだ。


    　それを言うならだるま落としだ、と俺は思った。


    　嫌な音とともに、塔が傾き始めた。マリアと砂原のいる側に倒れ掛かるが、ふたりとも充分距離を取っているため、巻き込まれる心配はない。ゆっくりと、しかし確実に加速しつつ石造りの時計塔は倒れる。


    『わ、わ、あ、あ』


    　前もって倒壊に気づいていれば、美保の身体能力からして受け身を取ることは容易たやすかっただろう。しかし、彼女の反応は致ち命めい的に遅れていた。為なす術すべもない。そのまま地面に叩き落とされる。


    　と、誰もが思ったはずだ。


    　実際、美保は本当に焦あせっていた。あの表情が演技であるはずがない。


    　しかし、彼女は助かった。


    　時計塔は、止まった。


    　止まるはずのない角度まで傾いてから、完全に静止した。
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    「まったく、手のかかるやつだ」と彰しよう吾ごは呟つぶやいた。


    　どうやら戦闘が始まってしまったらしいが、俺は戦局を見ることができない。つーか、彰吾が見せてくれない。今俺たちがいるところは戦闘場所から離れているようだが、彼は見晴らしの良いところから戦局を見て、情報を分析しているようだった。


    「心配するな。まだ誰も死んでいない」と俺に言う。「少なくとも、まだ、な」


    　これから死人が出るぞ、と言いたいのだろうか。


    「俺たちとしても、死人を出すために戦ってるわけではない。勝ってマリアを拘こう束そくして人ひと質じちを増やす。それだけだ」


    　死人よりはいいが、人質とはまた物ぶつ騒そうだな。


    「まあ、別にいいんだが。金が手に入るかどうかよりも、美み保ほが楽しいかどうかが、実は大事なんだ。基本的にこれは美保の自己満足のための戦いだ」


    　そう言うと、俺をポケットから取り出した。夜なので外も暗いことには違いないが、わずかに画面の色合いが変化した。


    「今さっき、砂さ原はら知とも樹きが炎の矢を放った。立て続けにマリアの攻撃で美保がピンチになったわけだが、俺の魔術でサポートして助かった。まあ、それはいいんだが、砂原の魔術については、お前は何も知らないのか？」


    　何も知らない、と俺は言う。


    　研究に魔術を使っているということは知っているが、それがどんな魔術なのかは知らないし、戦闘向けの魔術を使えるという話は聞いたこともない。


    「なるほどな」


    　彰吾は戦闘を見ながら、こうして俺に質問して、マリアや砂原についての情報を得ている。特に、俺はマリアとエリスの戦いを見ていた。マリアの能力に関する情報はほぼ完全に伝わってしまった。


    　俺は何とかして彰吾を妨ぼう害がいしなくてはならない。


    　彰吾はさっき、自分の魔術で美保を助けたと言っていた。こいつの気を戦闘から逸そらすことができれば、と思う。俺はマリアや砂原とは関係のないことを強引に思い浮かべてやろうと思った。俺の声が聞こえるとしたら、気が散って仕方がなくなるはずだ。


    「何を思い浮かべるんだ？」と彰吾が余よ裕ゆうあり気に問いかける。


    　最高にでたらめなものが良いだろう。クリスマスだから、という連想でサンタクロースが俺の頭の中に現れる。サンタクロースはプレゼントを配って街を歩きます。しかし、背負った袋には穴が開いていました。用意していたプレゼントのひとつが、ころころと転がります。それに気づいたサンタは慌あわてて追いかけました。


    「プレゼントがそんなに転がるかね？」と彰しよう吾ごがきく。


    　きっと丸いプレゼントだったんだろうな。野球のボールとか。球形のものが良いな。


    「ほほう」


    　そして、そのプレゼントは泉の中に落ちるんだ。サンタは落ちたプレゼントをただ見ているしかありません。彼は泳げなかったのです。プレゼントは浮かんできません。どうやら沈んでしまったようです。どうしたものかと思し案あんしているサンタの目の前に、泉いずみの女神が現れました。


    　彰吾は何も言わない。ちょっとリアクションを期待していたんだが。


    　まあいいや。続けよ。


    　泉の女神が現れました。サンタは女神にききました。『女神様。今しがた、この泉にプレゼントを落としてしまいました』と。


    『それはこの金のプレゼントか。それとも銀のプレゼントか』と女神はふたつの包みをサンタに見せました。


    『女神様、申し訳ありません。どちらでもありません。私が落としたのは、このくらいの大きさの丸いプレゼントで、確か青い包みでした』


    『お前は正直でよろしい。しかし、青くはなかったぞ。記憶力が落ちているのではないか。脳年齢を計測してみなさい』


    『ありがたき幸せ』とサンタは女神から脳力トレーニングのゲームソフトを受け取りました。受け取ってゲームを始めてしまいました。落としたプレゼントが泉の底に沈んだことは完全に忘れてしまったのです。


    「続きが気になるストーリーではあるが、さすがに気が散ってきた。お前の思おも惑わくにはまってしまったな」


    　よしよし、と俺は思った。このままどんどん続けてやるぜ。


    「そうはさせない」と彰吾は言った。


    　不意に視界が動いた。速く動きすぎて何が起きたのか俺にはわからない。俺の背が何かを擦すり、三秒後に何かにぶつかった。俺はどうやら彰吾に投げられたらしい。固い床を滑って壁に当たったようだ。


    「今、俺はお前を投げた」と彰吾が言った。「かなり離れたから、お前の声は俺には聞こえない。俺の声がお前に届いているかどうかは知らんが、それはどちらでも良い。重要なのは、もうお前の御お伽とぎ噺ばなしは聞こえない、ということだ」


    　ちくしょうめ！　せっかくいいところだったのに！


    　しかし、まだ彰しよう吾ごの集中力を乱す手段はある。


    　俺は保存してある着信メロディーの中から、一番騒がしい曲を鳴らしてやろうと思った。しかし、これは冴さえ子この携帯電話だ。保存してあるのは無難な曲ばかりで、インパクトに欠ける。まあ、ないよりはましだろうと思い、適当に選んだ一曲を最大音量で流してみる。音が鳴り出した。


    「なるほど、そういう手があったか」流れる曲にかき消され気味に彰吾の言葉が聞こえる。「電源を切ってしまえば良かったな。取りに行くのが面倒だから、このまま放置するが」


    　やはりこの程度では邪じゃ魔まをすることはできないようだ。俺は諦あきらめて曲を流すのをやめた。しかし、俺は彰吾から遠く離れることができた。これでやつは俺から情報を得ることはできなくなった。


    　だが、と思う。俺はすでに充分すぎる情報を彰吾に提供してしまった気がする。


    　なんとか無事に勝ってくれ、と俺は祈ることしかできない。


    「それにしても、即そつ興きようで物語を作れる人工知能か……。自律思考のレベルも上がるものだな」という彰吾の呟つぶやきが遠くから聞こえた。
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    「物体を止める力。ここにいないもうひとりの魔術師の力ね」とマリアは言った。


    　時計塔は重力に逆らい、傾いたまま止まった。止まった塔から美み保ほは跳び下りた。膝ひざを使って衝撃を殺す。地面に叩きつけられるはずだった彼女は「危ない危ない」と言った。「兄上には感謝しないと」


    「やはり、あなたのお兄さんの魔術ね？」


    「あ、うん。そうだよ」美保はマリアの質問に答えた。


    「これからどうするのですか？」と砂さ原はらがマリアにだけ聞こえるように囁ささやいた。「見通しはこれ以上ないくらい良い。遠距離で戦える我々のほうが有利だ。このまま放出攻撃で戦いますか？」


    　マリアは少し考えてから「そうしましょう」と答えた。「ただし、向こうも何か考えがあるはずです。有利に胡坐あぐらをかかぬよう、お気をつけて」


    「了りよう解かい」と砂原が表情を引き締める。


    「内緒話？」と美保が笑う。「再開しようよ？」


    「そうね」とマリアが言った。無造作に光弾を投げる。


    「って、いきなり！」美保がバック転で慌あわてて回かい避ひする。


    「なかなかの反射神経！」とマリアが言う。


    　美保は体を起こし、マリアと砂原を睨にらむ。距離を詰める機をうかがう。


    「身体能力はさすがだな」一歩後ろにいた砂さ原はらが、マリアの前に出た。


    「ドクター？」とマリアが問いかける。


    「だが、これは回避できるかな？」


    　砂原は腰の位置で両腕を広げた。息を吐きながら全身を小刻みに震わせ、魔力を展開する。


    「矢……？」


    　美み保ほとマリアは同時に言った。


    　炎の矢。その数は優に百を超す。


    　砂原の体を中心に無数の矢が出現し、宙に浮ふ遊ゆうした。夜の闇の中で赤々と燃える矢により、広場が急に明るくなった。


    「これからこの矢を一いつ斉せいに放つ。君が降こう参さんしない場合は」


    「降参はしないけど」と美保が言った。「かわせるかなあ、これ」


    　砂原は無言で腕を振った。


    　回避しようのない数の炎の矢は、美保の体を射抜かんと、豪雨のように勢い良く飛んでいく──予定だった。飛んでいかなかった。


    「なっ……」砂原は驚いて矢を見つめた。


    「魔力不足じゃない？　兄上の魔術に止められちゃったみたいね」


    　浮かんだまま止まった矢を目まの当あたりにして、砂原は「くそっ」と悪あく態たいをつく。そして次の瞬間、彼は自分の体に起こった異変に気づく。


    「ドクター、やはり下がってください」とマリアが言った。「こうなった以上、わたしが単独で戦うしかありません」


    「ミス・ポイントナーが単独で戦うのは構わないのですが……」と砂原があえぐようにして言う。「すみません。僕自身も彼女の兄の魔術とやらに捕らえられてしまったようです」


    「何ですって？」マリアが目をむいて声を上げる。


    「矢の生成に魔力を使いすぎたようで、体を守る魔力が知らず減ってしまいました。そこを狙ねらわれたようですね」


    　砂原は諦あきらめたようにして目を伏せた。表情以外の部分はまったく動いていない。


    「失礼」


    　マリアは砂原の腕に触った。押したり引っ張ったりしてみるも、石のように固まって動かない。


    　矢にも触れてみる。


    「熱くない」とマリアが言う。「粒りゆう子しの運動ごと止めてしまっているみたいね」


    「さすが、ミス・ポイントナーを生け捕りにしようと言うだけのことはある」と砂原が言った。


    「さあ、マリアさん！　一対一の体力勝負よ！」と美保がはきはきと言う。「スタミナ切れになったら、兄上の餌え食じきになるから、覚悟しなさい！」


    「やれやれ」とマリアは首を振る。「ミエたちで何とかしてくれると楽なんだけど」


    「何か言った？」と美み保ほが首を傾かしげる。


    「特に何も」


    「じゃあ、こっちに来なさいよ。続けましょう」


    　美保が傾いた時計塔のそばで手招きする。


    「そこで戦いたいの？」とマリアがきいた。


    「ええ。戦いたいですとも」


    「残念ながら、お断りします」


    「どうして？」


    「炎の矢の前にわたしが立つと、あなたのお兄さんは魔術を解除するでしょう？　そうすると、矢が動き出してわたしを刺すことになる。だから、そっちには行かない」


    「あ、そうか！」美保が目を丸くした。「マリアさん、あったまいい！　じゃあ、こっからこっちは安全地帯なんだ！」


    「……教えなければ良かった」とマリアは本心から言った。


    「兄上は計算ずくだったのかな？」


    「いいお兄さんを持ったわね」


    「ありがと」


    　マリアが動かないと知って、美保のほうが距離を詰めに行く。ゆっくりと歩み寄りながら、タイミングを計っている。


    「あ、マリアさん、砂さ原はらさんを見捨てて逃げるっていう手も一応あるのかな？」


    「可能と言えば可能ね」とマリアが答える。「でも、しないわよ。エリスもいることだし、あなたの望みどおり、戦ってあげる」


    「さっすがあ！」と美保が手を叩く。


    　炎の矢の間をすり抜けて、美保がマリアめがけて駆けてきた。マリアはそれを迎え撃つ。
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    　風かぜ崎さき彰しよう吾ごは部屋の窓を閉め切って、双そう眼がん鏡きようをのぞいていた。当然、見つめるのは妹が戦う広場。必要とあらば即座に、彰吾はそこに魔術を展開し、そしてそれを維い持じする。危険度は低いものの、最前線で戦う美保と同等かそれ以上の集中力が要求される。


    　すでに数回魔術を行こう使しした。戦闘前にエリスの剣、ラウムを宙に固定したのを別にしても、三回。


    　まず、時計塔の倒とう壊かいを止めた。


    　そして、砂原の放とうとした炎の矢を止めた。


    　さらに、隙すきを突いて砂さ原はらの肉体を拘こう束そくした。


    　彰しよう吾ごは同時に複数の対象に対応できることを自覚していたが、ここまで多くのものを同時に止めるのは初めてだった。炎の矢の数は、概がい算さんで百を超えている。


    　自分の限界がどこにあるのかを、彼は意識し始める。例えば、さすがに地球の自転や公転を止めることは彼にはできない。空を流れる星も、止められない。止めることのできる質量の限度というものがある。


    　マリアの放つ光弾を止めることも試こころみてはいるのだが、さすがに宿っている魔力量が違う。彰吾の魔術の影響を皆目かいもく見せずに、青い魔力の弾丸は制限速度違反で飛んでいく。


    　しかし、と彰吾は考える。


    　マリアが疲労してくれば話は別だ。彰吾は最初からそれを狙ねらっていた。美み保ほはマリアに勝利できなくてもいい。ただ負けなければ、いずれマリアは彰吾の手しゆ中ちゆうに落ちる。


    　彰吾が心配していたのは、美保とマリアのファーストコンタクトだ。彼ひ我がの力量の差がどの程度かは、確認するまではわからない。一撃で美保が敗れるようなことがあれば、彰吾の計画は無むに帰きす。しかし、そうはならなかった。美保はマリアの攻撃を回かい避ひし、防御してみせた。その時点で、彰吾は勝利を確信した。


    　美保は炎の矢を避よけ、マリアめがけて突撃する。マリアは光弾が防御されることを知ってか、発射はしない。彼女は美保を接近戦で御ぎよそうとしているらしい。


    　美保の拳こぶしがマリアを襲う。


    　マリアの判断は甘いな、と彰吾は思った。


    　しかし、甘かったのは彰吾のその認識だったと次の瞬間知った。


    　接近戦であれば、美保のほうが圧倒的に上だろうと考えていたのだが、ふたを開けてみるとそれが間違いだったことが判明した。美保の拳にマリアは的確に対応して防御しているし、返す刀で攻撃もする。力を溜める必要のある放出攻撃が封じられてはいるが、それでようやく互ご角かくとは。


    　マリアの手しゆ刀とうをかわす際に、美保の体勢が崩れた。いや、わざと崩したことは頭ではわかっているのだ。しかし、何度見ても肝きもが冷える。美保は左手を地面につき、逆の右脚を思い切り蹴り上げてマリアの側そく頭とう部ぶを狙った。マリアはその蹴りを上体を反そらして回避する。


    　マリアの口が動いた。声はもちろん聞こえないが、何を言っているのかは口の動きでわかる。


    『格闘技術はエリスほどじゃないわね』と彼女は言った。


    　このとき初めて風かぜ崎さき彰吾は自分たちの敗北の可能性を意識した。時計塔倒とう壊かいの際にすら揺るがなかった勝利への確信に、一片の不安。


    



    　体力が先に尽きるのは、マリアではなく美保なのでは？


    



    　よく考えれば、美み保ほはマリアの光弾に対応するために全身無酸素運動を続けていた。対するマリアは攻撃の際に体を動かす必要はない。光弾の射しや出しゆつに多大な魔力が要求されることを勘かん案あんしても、ポイントナー家の天才魔術師の体に宿る魔力は膨ぼう大だいだ。使い尽くさせるのは容よう易いではない。


    　距離があるため、両者の息遣いや汗の量などを観察できるわけではない。しかし、状じよう況きようは美保の不利を告つげている。


    　いずれ何らかの手を打たなければならない、と彰しよう吾ごは考えた。彼は頭の中で、いくつかの策さくを巡めぐらす。万一の事態に備えていたいくつかの戦略の妥だ当とう性を検討する。


    　しかし、彼の思考は致ち命めい的に遅かった。


    　いずれ何らかの手を打たなければ。


    　その「いずれ」が命取りである。


    　敗北はその瞬間に訪れる。


    　双そう眼がん鏡きようの中の視界が、突然黒く塗りつぶされた。


    「何だ？」


    　彰吾は咄とつ嗟さに双眼鏡を外し、肉眼で窓の外を見る。


    「見つけたぞう、兄上！」と外から声がした。


    　カブトムシが羽ばたいて、浮いていた。


    「なっ！」彰吾は思わず声を上げる。


    　カブトムシが突進してくる。どうしたことか、閉ざされた窓ガラスを突き抜けてきた。彰吾の反射神経が働くより速く、カブトムシの体が彰吾の頭部を襲った。彼は思わず目を閉じる。そして目を開ける。


    「何が起きた？」と彰吾は周囲を見回しながら言った。カブトムシはいなくなっていた。


    「ここだよ」と先ほどと同じ声が聞こえた。これ以上ないというほど近距離で声がする。しかし姿は見えない。


    「どこだ？」彰吾が尋たずねる。


    「兄上の頭の中」とカブトムシが答えた。


    「どういうことだ。説明しろ」


    　彼は広場で展開した魔術の維持を怠おこたらずに命じる。目の近くを切ったものの、集中力は辛かろうじて残っていた。双眼鏡を再びのぞき、戦局を確認する。


    「いやね、僕は壁を通り抜ける能力があってさ、さっきもそれで窓ガラスを抜けてきたんだ。同じようにして、今、僕は兄上の体を通り抜けたわけだよね。それで、その途中で止まってみたの。だから、僕は今兄上の頭の中にいるの」


    「お前の話はわかったが、兄上と呼ぶのをやめろ」と彰吾は言った。


    「物わかりがいいね、兄上」とザムが言った。


    「要するに、透とう過か能力か？」


    「とーかのーりょく？　何それ」


    「いや、何でもない。それで、どうしようっていうんだ？」


    「いやね、エリスさんの剣を返してもらおうと思って」


    「簡単に返すと思うなよ。俺は自分から魔術を解除する気はない。それこそ、俺を殺すか気絶させるかしない限りは、俺の魔術は解けないだろうな」


    「ええとね。今さあ、僕、兄上の頭の中にいるって言ったじゃん？」とザムが言う。「もちろん、僕は魔力を使っているわけだけど、この魔力を切ってしまったらどうなると思う？　今は僕、兄上の頭の中にいられるように体が特殊な状態になってるんだけど、魔力がなくなったら普通の体に戻るわけ。そうすると、僕の体と兄上の脳みそがぶつかっちゃうんだよね。そしたら、たぶん兄上死ぬじゃん？　そうなったら困るだろうから、取引しようよ、ってこと。命は助けてあげるから、あの剣つるぎを返してちょうだいな。もし駄目なら、死んでください」


    「ちょっと待て。お前、本当に俺の頭の中にいるのか？」と彰しよう吾ごは尋たずねる。カブトムシがはったりを言っている可能性を考えてのことだった。


    「いないいないばあ！」と自分の頭から答えが返ってきた。「おでこを触ってみて」


    　彰吾は言われるままに自分の額ひたいに手をかざす。何か堅いものにぶつかった。細いものが額の真ん中から突き出ているのがわかった。


    　暗闇の窓ガラスに自分の顔を映す。突き出ているのはカブトムシのツノだった。彰吾はそれをもう一度恐る恐る触る。引っ張ってみるが、びくともしない。


    「引きずり出そうったって、そうはいかないよ！」とザムが言う。ツノは彰吾の内部に引っ込んだ。


    「状じよう況きようはよくわかった」


    「取引に応じてくれる？」


    「だがお前はひとつ大きな問題を忘れている」と彰吾は言った。「取引不成立の際に、お前は俺を殺すんだったな。そのときに、お前はどうなる？　俺の脳がお前の体に押しつぶされるのと同時に、お前の体も俺の脳に押しつぶされる。お前も死ぬというのをわかっていての取引か？」


    「うん」カブトムシは、微み塵じんの動揺もなく、調子を変えずにあっけらかんと言う。「僕はマリアのためだったら、人を殺す覚悟も、自分から死ぬ覚悟もできてるよ」


    　彰吾はその声を聞いて自分の敗北を悟さとった。このカブトムシは本気だ。これ以上なくシンプルな戦略。カブトムシにも彰吾にも選択の余地はない。


    「何もしなくても、僕はあと数分で魔力を使い切っちゃう予定だから、決断は早いほうがいいよ」


    「……わかった、降こう参さんだ。魔術行こう使しをやめる」と彰吾は力なく言う。


    「あと、砂さ原はらさんを拘こう束そくしている魔術も解いてね」


    「……それもわかった」


    「あと、時計塔と炎の矢もね。あとから矢や塔が動き出すと、落ちた剣に近づいた人が危ないから」


    　カブトムシはあとからあとから要求を追加していく。フット・イン・ザ・ドア・テクニックだな、と彰しよう吾ごは思った。そして、このカブトムシは彰吾の戦略をほぼ完全に読み尽くしている。素直に感心した。


    　彰吾は言われるままに魔術を解いた。時計塔が地面に激突する音が、聞こえる。双そう眼がん鏡きようをのぞく。炎の矢は無人の空間を飛び去り、その後で剣が落下して地に倒れる。砂原知とも樹きは、自分を拘束していた力がなくなったことに気づき、手足を動かし始める。美み保ほとマリアは戦いを中断し、状じよう況きよう把は握あくに努める。美保は慌あわてているだろうな、と彰吾は思った。


    「解いた？」


    「解いた」


    「じゃあ、双眼鏡を額ひたいに当てて、広場を見せて。エリスさんがちゃんと現れるかどうか、確認するから」


    「わかった」


    　彰吾の額から、カブトムシが顔をのぞかせたので、彰吾はその位置に双眼鏡を添えた。


    「視界良好！」とザムは言った。


    「それは何より」彰吾は憮ぶ然ぜんとしている。


    「美保ちゃんを止めることができたら、マリアたちはきっとここに来るから、それで兄上も捕まえるよ。じたばたしないでね。僕は兄上に襲われないように、そのときまで兄上の頭の中にいるからね」


    「ちょ、ちょっと待て！」彰吾は珍しく焦あせって叫んだ。「あと数分でお前の魔力が尽きるんだろ？　あいつらはそんなに早くここに来れるのか？　魔力が尽きる前にお前は出て行けよ！」彰吾は慌てて自分の額のあたりに主張した。


    「ああ、大丈夫、大丈夫」とカブトムシが言う。「数分で力尽きるってのは噓だから。ミエから魔力を貰もらったばかりだから、一時間くらいは問題ないね」


    「お、お前は……」と彰吾は言った。彼は自分が完全に負けたことを思い知った。


    「それにしても、お前はどうやって俺の居場所を知ったんだ？」


    「ミエさんと携帯電話くんのおかげだね」カブトムシは双眼鏡をのぞいたままで彰吾の質問に答えた。


    　時刻は午前二時になろうとしていた。
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    『ミエたちで何とかしてくれると楽なんだけど』


    　午前一時四十五分、車の中にいる俺たちはマリアの言葉を聞いた。事前に言っていたように、マリアは俺たちの助けを必要としているらしい。しかし、この戦局を動かすためにはいったい何をすれば良いのだろう？


    「駆けつけて加勢する？」とザムが当てずっぽうに言った。


    　加勢したければしても構わないが、携帯電話やカブトムシが間に割って入れるようなレベルの戦いには見えないぞ。


    「やっぱり？」とザムが言う。


    「あの少女の兄を見つけ出せば良いのでは？」とミエが言った。


    「あ、そっか。そうだよね。お兄さんを倒せば、砂さ原はらさんは復活するし、美み保ほちゃんを助ける人はいなくなるし、いいことばかりだね！」


    「それどころではありません、ザム様」ミエが丁てい寧ねいに、しかし力を込めて自分の考えを述べる。「少女の兄を倒せば、この戦いは終了します」


    「え。どうして？　まだ美保ちゃんがいるじゃない」


    　ザムの言うとおりだと俺は思った。美保の兄を倒すことの有効性は理解できたが、それに成功したとしても、まだ美保の最後の抵抗を制圧する必要がある。戦闘が終わるというミエの言葉の意味を摑つかめない。


    「物体を制止させる魔術が消えれば、宙に浮いているこの剣が落ちてきます」


    　ミエはそう言って水すい晶しよう玉だまの風景を変える。焦しよう点てんはマリアと美保から離れ、崩ほう壊かいした時計塔の真上を映した。エリスが持っていた剣が浮いている。これが空間と空間を繫つなぐ鍵かぎらしい。これさえ手に入れれば、エリスは無事に戻ってくるはずだ。


    「あ、そうか！　この剣が浮いているのも、美保ちゃんのお兄さんの魔術のせいだったのか！」


    「そのとおりです」


    　ミエはまた映像を切り替え、再びマリアたちの戦闘を映し出した。


    　なるほど。それが本当であれば、確かに、兄の魔術さえ消せれば決着はつく。エリスと砂原が解放されてしまえば、もう戦う必要性もないし、戦ったとしても三人がかりなら負けることはあるまい。


    「よし、美保ちゃんの兄上撲ぼく滅めつ大作戦開始！」とザムが気勢を挙げた。


    　しかし、肝心の兄上の居場所がわからないことには何も始まらない気がするんだが、その辺考えているのでしょうか。


    「あ、そっか。どうしよう！　何も考えてないや！」


    　やっぱりな、と俺は思った。


    　そうだ。ミエの遠えん隔かく透とう視しで探せばすぐに見つかるんじゃないか？


    「残念ですが、それはできません」とミエが言った。「未知の人物に照しよう準じゆんを合わせることは、わたくしの能力ではできません。よく見知った人を追つい跡せきすることはできますが」


    「うーん。残念」とザムが言う。「じゃあ駄目だ。お手上げ！」


    　勢い良く賛同したくせに諦あきらめるの早いな。


    「オスは諦めが肝心なのだよ、携帯電話くん」


    「しかし、わたくしたちは他に何ができるのでしょうか？」とミエが言う。


    　戦いに行く前に、マリアは「今日もあなたたちの助けが要いりそうな気がするの」と言った。戦闘が始まり、「ミエたちで何とかしてくれると楽なんだけど」とマリアは確かに言ったのだ。俺たちにできることは、きっと何かあるはずだ。


    　そうこうしているうちにも、美み保ほは攻撃を仕掛け続ける。右フック、ボディブローに続き、左脚を高々と上げてハイキック。


    　流れるような、躍やく動どう感のあるコンビネーションを、マリアはしかし完全に防ぎきっていた。肉体的には弱そうに見えるマリアなのに、その細い腕はとんでもない威力を誇る美保の蹴りを受け止めていた。


    「まあ、マリアだって体を魔力で強化しているだろうから、条件は同じさ」とザムがクールに言う。それもそうか。


    「考えたのですが」とミエが遠慮がちに言い出した。俺たちがマリアの戦いに見入っている間もきちんと考えているとは、素晴らしい献けん身しんぶりだ。「マリアお嬢様のお話では、確か、電話をかけてきたのは男性で、光みつ山やま冴さえ子こ様の携帯電話を持っていたとか」


    　確かに、マリアは俺たちにそう説明した。砂さ原はらが俺の人格をコピーして、冴子の携帯電話に送り、その電話が風かぜ崎さき兄きよう妹だいの目に触れ、マリアと砂原の情報が漏れたためにこういう事態になったのだ。


    「冴子さんって、ミエさんのそっくりさんだったよね？」とザムがきいた。そのとおりだ。


    「光山様の携帯電話の位置を探知することはできないのでしょうか？」とミエは言う。「少女の兄は、まだ携帯電話を所持している可能性が高いですから」


    　なるほど。いい案だと思った。


    　しかし、実行に移すのは難しいのではないだろうか。俺たちは警察ではない。警察に頼むにしても、俺たちは冴子の関係者ですらない。冴子の家族であれば、その要よう請せいも少しは真ま面じ目めに受け止めてもらえるだろうが、まったく関係のないメイドとカブトムシと携帯電話の一名ずつがいくら頼みに行っても、取り合ってもらえるはずもない。


    「世の中は厳しい」とザムが言った。まったくだ。


    「他に良案はございませんか？」とミエが尋たずねる。


    　しかし、携帯電話を利用するという案は捨てがたい。というか、他の切り口を思い浮かべることができない俺がいる。


    「下へ手たな鉄てつ砲ぽう、数かずの子こ作戦はどうかな」とザムが言う。


    「ザム様、虱しらみつぶしに探して回るおつもりですか？　時間がかかりすぎるのでは？」


    「でも、何もしないよりいいじゃん！」


    「それはそうかもしれませんが。条件の絞り込みもできないのに駆けずり回っても、非効率的かと」


    「じゃあなにさ！　こうしてマリアがだんだん疲れていくのをただ見ているの？」


    「そうは言っておりません。考えてから動くべきです、というご提案をしたまででございます」


    「ミエさんミエさん、ちょっと悠ゆう長ちようすぎやしませんか？」


    「ザム様は向こう見ずすぎませんか？」


    「むっ！　言ったなあ！」


    　ザムとミエが言い争っている。俺のことは完全に放置のようだ。俺の勝手な判断でメールを一通送信したのだが、それはどうやら気づかれていないらしい。


    「えっ？」とザムが言った。「携帯電話くん、今、何か言った？」


    「ダイチ様、詳しく聞かせてください」ミエが俺の体の向きを変えた。視界から水すい晶しよう玉だまが去り、ミエの顔が現れる。視線がいつもより険しいぞ。


    　俺が今しがた送信したメールの文面はこうだ。


    （今どこにいる？　風かぜ崎さき嬢の兄の居所を知りたい）


    　これを冴さえ子この携帯に送った。それだけのことだ。


    　ミエは無言で折りたたみタイプの俺の体を開き、画面を見た。メール機能を呼び出し、送信済みメールを確認する。二秒ほど経った後で、俺は再び閉じられた。ミエはまたカメラをのぞき込むようにして俺を凝ぎよう視しする。


    「……ちょっと待ってください、ダイチ様」ミエが珍しく戸と惑まどいを見せた。「これで返信を待つというのですか？」


    　そのとおりだが、何か問題あるか？　冴子の携帯電話の中に、俺の複製が入っているという話だったはずだ。そいつが俺に返信してくるだろう。これで相手の居い所どころがわかる。


    「少女の兄がそれを許すと思いますか？　ダイチ様の不審な動きを察知したら、間違いなく電源を切られます」


    　ミエの言うことは一理ある。


    　だが、俺は『俺』を信じる。


    　メールを受け取った『俺』はきっと、電源を切られるよりも一瞬早く、俺たちにメールを返してくれる。


    　俺は自分を信じている。


    「おお！　携帯電話くん、なんか無む謀ぼうでかっこいい！」とザムが声を上げる。「いいね、いいね！」


    「私し見けんですが、わたくしには軽けい率そつすぎるように思えます。ダイチ様がメールを送信するのにかかる時間よりは、電源を切るほうが早いに決まっています」


    　ミエが不満を隠さずに言う。珍しいことだ。


    　しかし、現にミエは俺のメール送信を止めることができなかったじゃないか、と俺は思った。状じよう況きようが状況なら、向こうにいる『俺』も案外容易たやすく返信できるだろう。


    「そ、それは確かにそうですが」


    「勝負はスリッパを履くまでわからないね！」


    　そうだな、と俺はザムに心から同意した。


    　次の瞬間、俺の体が内部から振動した。メールを受信したのだ。送信者は光みつ山やま冴さえ子こ。つまり、『俺』だ。


    「おお！」とザムが叫んだ。「やったじゃん！」


    　ミエが画面を確認する。


    　受信したメールには、『俺』の現在地の住所が記されていた。俺の行ったことのない街の、三丁目四番地だ。


    「どうしてここまで詳しい住所がわかったのでしょう？」とミエが言う。


    　冴子の携帯電話にはＧＰＳ機能が付いていることを、俺はよく覚えている。『俺』は位置情報を送受信したのち、自分のいる位置を送ってきたのだ。


    「世の中便利だね」とザムが言う。


    「このビルですね」とミエが言った。地図を捲めくっていたらしい。ミエは目的地となるビルを特定したようだ。「ここまで車を回します」


    「その必要はないよ、ミエさん」とザムがミエを遮さえぎる。「僕ひとりで飛んでいくから。場所はわかったから大丈夫だよ。兄上の顔も知ってるし」


    「……ザム様？」ミエが呆気あつけに取られたように尋たずねる。


    「だって、ミエさん、戦闘は苦手なんでしょう？　携帯電話くんにいたっては、戦うことはおろか、立って歩くこともできない。僕が一番強いと思う」


    　ザムが人間を相手にして戦って勝つシーンを想像するのは難しいのだが、どうなんだろう。たまたま相手が大の虫嫌いだったりしたら勝ち目はあるが。


    「ミエさん、車の窓を開けて」


    「……かしこまりました」


    　パワーウインドウが作動する低い音が聞こえる。


    　それに続いて、ザムは羽ばたいていった。
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    　無人の空間を炎の矢が飛び去り、


    　傾いていた塔は完全に倒れ落ち、


    　拘こう束そくされていた者は解放される。


    　夜空から剣つるぎが落下し音を立てた。


    



    　ちょうどマリアの手しゆ刀とうを美み保ほが避よけ、距離が離れたときだった。広場を制圧していた魔術は消えてゆく。中央で時計塔が地面に叩きつけられ鈍にぶい音を立て、その後、剣がその上に落ちた。


    「え？」


    　美保は周囲の変化を察知し、きょろきょろと見回す。炎の矢もなくなっている。自由を奪われていた砂さ原はらが「助かった」と言って肩を回している。


    「どういうこと？」


    「ミエたち三人、うまくやってくれたみたいね」


    「マリアさん、何か言った？」と美保がきく。


    「何でもないわ」マリアは口角を上げた。


    「……まさ、か」美保が振り向いて遠くを見やる。「兄上に何かあったんじゃ……？」


    「たぶんそうね」とマリアが悠ゆう然ぜんと言う。「わたしの仲間があなたのお兄さんを確保したみたい」


    「そんな……」美保は呆ぼう然ぜんとしている。


    「ミス・ポイントナー」と砂原が呼びかける。「姉君を救うのにご入り用なのは、この剣でしょう？　僕では扱えそうになかったから、お渡ししますよ」


    　砂原は美保とマリアが話している間に、迷いなく広場の中央に歩み寄り、剣を拾っていた。美保の隙すきは大きく、砂原が広場の端から中央を歩いて往復できるほどだった。


    「げ。しまった」と美保が口に手を当てる。


    「ありがとうございます、ドクター」マリアは頭を小さく動かし礼をする。


    「マイ・プレジャー」砂原がマリアに剣を渡した。


    　マリアは剣を鞘さやから抜いて空くうにかざす。


    「異空間への扉とびらの鍵かぎ」と砂原がその切っ先を見つめて言う。「魔術師の僕が言うのもなんですが、まるで御お伽とぎ噺ばなしみたいなアイテムですね」


    「そうですね」マリアは砂原を見ずに答えた。


    　瞬間、美保が動いた。ここでエリスを呼び出されては負ける。そう直感して、マリアを倒しにかかる。今ならマリアの両手は剣で塞ふさがっている。この瞬間は絶体絶命の危機にして、同時に最大の好機でもある。彼女は地面を蹴って、ふたりに迫った。


    　しかし、砂原はそれを察知していた。彼は美保の足元に向けて炎の矢を三本放った。美保は突撃を中止せざるをえない。回避のために、直角に曲がるようにして右へ跳んだ。


    「良い判断です」と砂さ原はらが美み保ほを見て言った。ゆったりとしたリズムで拍はく手しゆした。「でも次は当てますよ」


    「むむむ……」美保は口をへの字に曲げる。打つ手はない。


    「エリス、聞こえるよね？」とマリアが異空間のエリスに向かって呼びかける。「今からあなたを解放するつもりだけど、条件があるので伝えます。この条件を呑めない場合、出てこないように」


    「ミス・ポイントナーは抜け目ないな」と砂原が苦笑する。


    「条件はひとつ。風かぜ崎さき美保さんとそのお兄さんの身み柄がらを、あなたが確保し、協会ではなくわたしに引き渡すこと。いいかしら？」


    　言い終わると、マリアは魔力を込めて剣を振り下ろした。白い光が一筋、剣が通った跡に現れた。


    　エリス・ポイントナーが、地に降り立った。


    「ようやく戻れたな」とエリスは言った。「何時間ぶりだっけ？」


    「お礼のひとつもないの？」とマリアが尋たずねる。


    「ああ、そうだった。マリア、ありがとう」


    「どういたしまして」


    「さっき言っていた条件のことだが」とエリスが美保を見み据すえて言う。「呑もう」


    　エリスが駆け出す。美保は防御体勢を取る。


    　勝負は、一瞬だった。


    　エリスのアッパー気味のボディブローは、美保のガードの上からでも痛烈に効いた。美保の体が宙に浮き、そのまま吹き飛ばされた。受け身を取る間もなく、彼女は腰から地面に落ちる。激しくむせた。


    「すまないな」とエリスは美保に言った。


    「つ、強い……」美保が咳せき込みながら呟つぶやく。身を起こすことができない。


    「さっきの不意討ちとおあいこということにしないか」


    「わ、わかりました……」


    「さっきの不意討ちって、いったい何があったの？」とマリアがきいた。


    「話したくないな」とエリスが首を振る。「そう言うマリアこそ、風崎兄きょう妹だいの身柄を引き取って、どうするつもりだ？」


    「あとで教えてあげる」マリアは唇に指を当てて答えた。
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    　一いつ件けん落らく着ちやくし、俺たちは砂さ原はらの施設に戻った。マリアは風かぜ崎さき兄きよう妹だいを連れてきていた。少女の名が美み保ほだと言うことは知っていたが、兄の風崎彰しよう吾ごという名は後になってから知った。


    　聞いた話によると、エリスとマリアとの間に何らかの密約が交わされたようで、誘ゆう拐かい犯はんのふたりが直ただちに逮捕されることはなくなった。エリスは彼らを捕らえるべく動いていたはずなのだが、見み逃のがすことになった。


    　そもそもエリスはマリアを捕まえるために来日したはずなのに、それも果たしていない。マリアの件も風崎兄妹の件も、協会とかいう組織の任務だったはずだ。組織の中でのエリスの立場が悪くならなければいいんだが、と俺は少し心配した。


    「問題ないわ」とマリアが言った。「わたしの件はともかく、彰吾と美保の件は組織の指示じゃなくて、エリス個人で動いていたみたいだから」


    　なるほど。それなら、まあ、大丈夫かな。


    「しかし」と砂原が口を開いた。「これによって我々の居い場ば所しよが知られてしまったということがひとつの事実としてありますね。彼女は協会の上層部にこの施設のことを報告するでしょう。ちょっと、厄やつ介かいな交こう渉しようをしなくちゃならなくなるかもしれない」


    　この施設には四人の魔術師が在住することとなった。マリアと、砂原と、風崎兄妹である。四人のうち三人までが協会に狙ねらわれている身とあっては、砂原が厄介な事態と言うのももっともである。


    「ご面倒をかけます、ドクター」とマリアが言う。


    「いや、すみません、ミス・ポイントナー。そういうつもりで言ったんじゃないですから、お気になさらず」


    　マリアは何のつもりか、風崎兄妹を雇やとい入れたようだ。そのためにどれだけの報ほう酬しゆうを積んだのかは、想像するしかない。


    「そう、想像することね」とマリアが言った。「わたしは教える気はないから」


    「俺もないな」と風崎彰吾が言う。


    「わたしも」美保が彰吾の横で笑っている。「ダイチくんの金銭感覚を壊したくないものね」


    　美保は俺のことを「ダイチくん」と呼んだ。確か、美保は高校生とか言っていなかったか？　俺より年下じゃないか。


    「ダイチさんのほうが良い？」と美保が小首を傾かしげ、黒目を寄せてきいた。


    　よく考えたら別にどっちでもいいや、と俺は思った。


    「おふたりとも相当な使い手ですからね。雇こ用よう契けい約やく報酬はさぞ高額なことでしょう」と砂原が微笑ほほえんで言う。「あ、ちなみに、僕も教えてもらっていないんだ」


    「自分で稼かせげるって羨うらやましいなあ」とザムの呟つぶやきが視界の外から聞こえた。「僕なんか、小こ銭ぜに拾いしかできないもの」


    　ザムは自分の昔の家族の生活を助けるために、毎日小銭を集めている。健けな気げだな、と俺は思う。


    「あ、そうだ」とマリアが言った。「ザムにクリスマスプレゼントがあるの」


    「え！」とザムが叫ぶ。「マリア、それ本当？　やったやったあ！　嬉うれしいなあ！　いやあ、クリスマスなんて祝わないって言ってたから、まさかもらえるなんて思わなかったよ。あ、でも現金は要いらないからね。僕には僕のルールがあるから」


    「現金じゃないわよ」とマリアが言った。


    　そういえば今日はクリスマスだったな、と俺は思い出した。色々あってすっかり忘れていたが、今日は間違いなく十二月二十五日だったのだ。


    「はい、これ」とマリアの声が聞こえる。画面の中にいるのは砂さ原はらと風かぜ崎さき兄きよう妹だいだけで、他の者は見えない。マリアは俺の見えないところでザムにプレゼントを差し出した。


    「何これ？　本？」とザムが尋たずねた。


    「そう、本」


    「ええと、タイトルが読めないんだけど。ミエさんミエさん、これ何て読むの？」


    「『初心者にもわかる株かぶ式しき投とう資し』でございます、ザム様」とミエが答えた。


    「株式投資？」ザムの疑問は尽きない。「何それ？」


    「簡単に言うと、お金を稼かせぐ方法よ」とマリアが解説する。「その本を読んで勉強しなさい」


    「へえ！　お金を稼げるの！　僕でも？」


    「ええ、たぶん」とマリアが言う。


    　俺はものすごく不安なのだが。


    「携帯電話くん、何が不安なの？」


    　いや、何も言うまい。株式投資が孕はらむリスクについては、ザムもその本できちんと学ぶだろう。俺はそう期待することにした。


    「ああそうか！」とザムが唐とう突とつに声を上げた。「なあんだ、マリア！　カブトムシと株式投資をかけているんだね！」


    　ようやく気づいたか。


    「ザムくんって可愛かわいいね」と美み保ほが笑った。


    　可愛いか？


    「可愛いか？」と彰しよう吾ごが言う。また台詞せりふがかぶった。


    「ところでマリア」とザムが話題を変える。「エリスさんにはあげなくていいの？　プレゼント」とザムが尋ねた。


    「もうあげたわよ」とマリアは答えた。「このダイチのコピーをあげたの。もう、ダイチはいくらでも複製できるようになったから」


    　……。


    　今何て言った？


    「色々あるのよ、事情が」とマリアは言った。


    



    　　　　＊


    



    　年が明け、冬休みが終わった。講義初日の帰りに、三人はファーストフード店に入った。


    「冴さえ子こ、あの日、そんなに酔ってなかったじゃないか！」と瀧たき村むら亜あ矢やは店の片隅の席で声を上げた。


    「うん。わたしもそう思ってたんだけど……」と冴子が言葉を濁にごす。


    「きっと疲れてたんだろ」と佐さ久く京きよう子こが言う。ストローに口をつけ、ジュースを飲み干した。「しかし、たいしたことがなくて良かった」


    　クリスマスイブの夜、帰宅途中に意識を失った光みつ山やま冴子は救急車で病院に搬はん送そうされた。幸さいわい、ほどなく意識を取り戻したが、念のために一日だけ入院することとなった。検査の結果、異常は見つからず、二十五日の午後に退院した。


    「しかし、事件の匂いがするなあ」と亜矢が言う。「携帯電話がなくなっていたってところが変だよ。きっと冴子が気絶している間に、誰かが携帯電話を盗んだんだよ。それで、個人情報を収しゆう集しゆうしたんだ！」


    「そうかなあ」と京子が異い議ぎを唱となえる。「だとしたら、財布がなくなっていないのがおかしいよ。本当にそんなやつがいたのなら、財布がなくなってるはずさ」


    「じゃあ、携帯電話はどうしてなくなったのかいな？」


    「冴子がどこかで落としただけだったとか」


    「できすぎてるよー」と亜矢が大おお袈げ裟さに主張する。「そんな偶然は絶対ないって！」


    「わたしも、たぶん盗まれたんだと思う」と冴子が自信なさげに言う。「だって、さくちゃんのメールは電車の中で見たもの。それ以降に失くすことはないと思うなあ」


    「でも、そうするとさ、冴子の携帯のアドレス帳から、あたしたちのデータが読み盗とられてる可能性もあるんだよね？」と亜矢がふたりの顔をうかがいながら言った。「怖いなあ」


    「ごめんね、本当に」と冴子が目を閉じる。


    「冴子のせいじゃないじゃん」と京子が明るく笑った。


    「そうそう」と亜矢が冴子の頭を撫なでた。「気にすんなって」


    　一時間ほど雑談し、三人が帰宅しようとテーブルを片付け始めたとき、ひとりの女性が店内を歩いてきた。黒いスーツを着た、肌の白い女だった。トレイは持っていない。彼女はまっすぐ冴子たちのテーブルに近づいた。


    　冴子はそれに気づき、目を大きく開けた。


    「お久しぶりです」と女は頭を下げた。


    「あなたは……」冴さえ子こは女の顔を見て言う。「ミワさん、でしたよね？」


    「知り合いの人？」と京きよう子こが冴子に尋ねた。


    「うわ！　冴子そっくり！」と亜あ矢やが声を潜ひそめながらも興奮して言う。


    　冴子はふたりに目の前の女を紹介していいものか迷った。彼女とは藪やぶ沢さわ大だい地ちの葬そう儀ぎの場で知り合った。そのことを亜矢の前で言うのは気が引けた。


    「これを」と女は言った。差し出されたのは携帯電話だった。冴子が紛ふん失しつしたものと同じ機種である。


    「これは？」冴子はそれを受け取って尋たずねる。


    「あなたのでしょう？」


    「え、ええ、そう、ですけど……」


    　冴子はその携帯電話を開いて中を確かめる。間違いなく自分のものである。


    「どこでこれを？」


    「それはお教えできません」と女は言う。「もう、この電話は解約されたのですね？」


    　冴子は戸と惑まどいながら頷うなずいた。状じよう況きようが呑み込めない。他のふたりの表情をうかがうと、案あんの定じよう、ふたりとも口を半開きにして黒スーツの女を見ている。
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    「奇妙に思われるかもしれませんが、この電話を捨てずに保管しておいてくださいませ。きっと必要になります」


    「わたしが、ですか？」


    「ええ」


    「いつ、どこで必要になると？」


    「それはお教えできません」


    　三人が呆ぼう然ぜんとする中、女はそれだけ言うと立ち去った。


    　その携帯電話の中に、藪やぶ沢さわ大だい地ちの意識がまだ埋め込まれていることを、三人はもちろん知らない。

  


  
    



    



    



    　　　　　あとがき


    



    　読者の皆様、ありがとうございます。水市恵です。


    



    　この『携帯電話俺２』というタイトルを見ておわかりになると思いますが、本作は、前作『携帯電話俺』の続編となっております。二冊あわせてお楽しみいただけると幸いです。前作を読まずに『２』だけをお読みになることも可能ではありますが、その場合、筋書きがわかりにくくなる上、水市の収入が文庫本一冊分減少するという不経済が発生いたします。お互いのために、あまりお勧めできません。


    　それにしても、こんなにも早く二冊目が出ることになるとは、思っていませんでした。そもそも、水市は二冊目が出版されるかどうかすらも危ぶんでいました。そんな水市からすれば、この状況には感謝するしかありません。この本が世に出たのは、編集の山田さんと、イラストレーターのなぽるさんと、校閲、デザイン、印刷、物流、書店その他大勢の方々のご尽力のおかげです。


    　特に、なぽるさんのイラストの質の高さには頭が下がります。水市の作品なんかの挿絵を描いていただいて本当に問題ないのか心配になります。あまりにももったいなさすぎるように思えてしまうのです。発売前に見せていただくと、毎度毎度見み惚ほれてしまい、執筆の手が止まってしまいます。水市の執筆の遅れのうち、七割程度はなぽるさんの責任です。ちなみに、残りの三割はYouTubeの責任です。


    



    　ライトノベル作家としてデビューして数カ月が経ち、作家ならではの経験を色々させていただきました。日常生活にも変化が出てきております。良い機会なので、ここまでの出来事を振り返ってみたいと思います。


    



    　まず、これはデビュー前の出来事ですが、五月半ばに小学館ライトノベル大賞の贈賞式に招待されました。お昼前に集合して、式は午後からと聞いていたので、昼食にコンビニ弁当のひとつくらいは出るだろうと考えて、何も食べずに馳はせ参じたところ、意外や意外、なんと昼食は出ませんでした。


    　式は滞とどこおりなく進み、水市も無難に壇だん上じように上がり、表彰状や記念品をいただきました。水市を含む佳作受賞者が座席に戻った後で、大賞の受賞者が壇上に上りました。大賞受賞者は、表彰状授与の際に、ひと言コメントを求められていました。また、その後でも、会場に集まった大勢の記者の皆様の前で、質問に堂々と答えたりしていました。水市はそれを見て、「水市が大賞じゃなくて良かった」と心の底から思いました。そんなことを思っていると、腹の底から音が聞こえてきました。空腹だったのです。


    　思い返してみるに、水市が何かで賞をもらうなんてことは、人生で初めてのような気がします。唯一それに近いのは、中学時代に、国語の三分間スピーチでクラス代表に選ばれ、体育館に集まった学年全体の前で発表させられたことくらいでしょうか。はい、思ったほど近くありませんでしたね。


    　そんな水市ですから、「賞」という名のつくものをいただくのは、これが最初で最後となる可能性が非常に大きいです。可能性は無限大と言っても良いでしょう。一生の思い出にしようと思います。


    



    　贈賞式からおよそ三週間経ち、発売前の『携帯電話俺』が二十冊ほど水市の家に送られてきました。著者見本とのことです。


    　とりあえず、まずは家族に一冊ずつ配りました。次に、三冊程度手元に置いておくことにしました。それでも、まだ十冊以上残っています。残ったのは段ボール箱に入れて部屋の隅すみに置くことにしました。


    　アマゾンで買った商品が入っていた段ボール箱を捨てずに取っておいたものが、このとき初めて役に立ちました。不要品を有効に活用でき、地球に少しいいことをした気分になりました。ところで、水市は一見不要に見えるものでも捨てられない性分なので、そのおかげで、部屋は常に物で溢れています。


    　このあとがきを書いている間に気がついたのですが、この『携帯電話俺２』も発売前に二十冊届くのですね。そうなると、部屋はさらに狭くなること間違いありません。部屋を整理するか、作家稼業を休むかのどちらかを選択する必要があります。


    



    　そしてとうとう、前作『携帯電話俺』が書店に並びました。水市は都内の書店をいくつか見て回り、自分が本当にデビューしたのだということを確認しました。二〇〇七年六月十九日のことでした。


    　書店に並ぶ自分の本を見て、少しでも売上に貢こう献けんするために、わざと自分の本を立ち読みしてみたりしました。隣に立っている人たちの興味を惹ひくかな、と考えての行動でした。しかし、果たしてどの程度の効果があるのか、ひょっとすると逆効果になったりするかも、と思ってその場を立ち去りました。


    　この日の夕方、水市は書店を見て回ったその足で、友人と集まり飲み屋に行きました。この飲み会の本来の趣旨は友人の就職祝いでしたが、その場にいた友人たちの一部が水市のデビューを知っていたため、水市の出版祝いが同時に行われました。水市は自分が小説家になることをあまり言い広めていなかったので、意表を突かれました。なかなかのサプライズでした。このときにいただいた花は、家の玄関に活けておきました。


    　飲み会が終わったあとで、友人たちが「水市の本を買いに行こう」と言い出しました。近くの書店に入り、水市が自分の作品を指し示すと、友人たちは一冊ずつ取ってレジに持っていき、売上に貢こう献けんしてくれました。


    　それにしても、書店のレジに六、七人が列を作り、しかも全員が同じ本を手にしているという光景は異様でした。しかもそれが自分の本ということもあり、水市は見ていられなかったので他人の振りをし、まったく別の本を立ち読みしていました。なかなか珍しい部類に入る体験でした。


    　こんなことなら、著者見本として送られてきたものを持って来て配れば良かったかな、と少し後悔しました。


    　何はともあれ、友人たちには感謝したいと思います。どうもありがとう。


    



    　その数週間後に、小学館の方々と賞金や印税についてのお話をしました。お話をしたというよりは、書類をやり取りしたというのが正確でしょうか。これこれの金額を、いつ振り込みます、というような通知書や契約書の類です。これに捺なつ印いんして返送しないとお金が振り込まれないのです。


    　注意深く契約書の隅すみ々ずみまで目を通し、「よし、問題ないな、たぶん」と考え、思い切り良く所定の位置に捺印しました。丁重に返送し、やがて振り込まれるであろう印税や賞金の使い道に思いを馳せました。


    　印税も賞金も、水市の二十数年間の人生で、いまだかつて手にしたことがないような大金です。客観的に見れば大金と言えるような額ではないのかもしれませんが、これまでちゃんと働いていなかった水市にとっては巨額の富と言っても過言ではないくらいの大金であります。夢は膨ふくらみます。


    　まず、やはり新しいデジタルカメラが欲しいな、と考えました。次に、そろそろ携帯電話を買い換えたいな、と思いました。腕時計にもがたが来ているので買い換える必要があります。ゲームソフトでいくつか欲しいものがあったのを思い出したりもしました。他には、読みたい小説や漫画が何冊もあります。


    　そういった細々としたことが先に思いつき、大金を手にした場合に普通考えるような、車の購入や、旅行などは検討しませんでした。


    　車に関しては、水市は免許は持っていますが、購入の必要性を感じません。免許を持ってから一度も運転せずに更新期限を迎えた、筋金入りのペーパードライバーです。事情さえ許せば、このままベテランのペーパードライバーになろうと思います。


    　旅行は嫌いではなく、実際に学生時代にはよく国内をひとり旅していました。今後行きたい場所もいくつかあります。しかし、限りなく自由だった学生時代とは違い、行く時間がないという事情があります。できることならば学生のときにこのお金が欲しかった、と強く思いました。


    　まあ、そんな感じで、いただくお金は細々としたことに遣い、それ以外の大部分には極力手をつけず、少しずつ生活の足しにしていくことになるでしょう。


    



    　そんなことを考えておりましたら、その予定は早くも大きく揺らぎました。なぜかというと、小学館に契約書を返送した翌日の朝、目覚めてみると、水市の体が携帯電話になってしまっていたからです。（次巻に続く）


    



    　　二〇〇七年八月


    　　　　　　　　　　　　　　　　水市　恵
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    Kei Mizuichi
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